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    １　義姉弟　ハーレム


    



    「ねぇ、哲てつ太た。あたしのこのパンティー、どう？」


    　床にちょこんと腰を下ろし、体育座りのポーズの結ゆいが、まるで誘っているかのように、ゆっくりと両りよう膝ひざを開いた。薄くブリーチされたデニムのミニスカートのその奥、鮮やかなショッキングピンクの直線が露あらわになる。


    　ど、どうおっ!?　って……。　


    　パンティー……ですよね？　思わず丁てい寧ねいに聞いてみたくなるほどに、心もとない面積。そして、薄く儚はかない布地の素材感。


    　峡きよう谷こく部がかろうじてカバーされた激小面積の布切れ。下半身を包み込み保護するというよりも、男の視線を魅了することだけに特化した、セクシーであることが最優先事項、興奮させることがアイデン＆ティティのメッシュ生き地じ。


    　なんなんだ。その下着本来の役割を完全に無視した超攻撃的なフォーメーションは。


    「キャ、キャワイイというか、セクシーというか、その両方というか、攻撃は最大の防御であって……」


    　挑発的な上目遣いでどうかなどと尋たずねられて、平然としていられるほど女体免疫があるわけもない俺は、どぎまぎと目を泳がせて、まごまごと口ごもる。そんな俺を見て、結はさらに、悪戯いたずらっぽい目つきでくすりと笑った。


    「うふふ。ほ～ら、後ろはこうなってるのよ」


    　くるりと体の向きを変えたかと思うと、猫が伸びをするかのように、背中を反そらせて腰をぐいっと高く突き上げた。


    　こうなっ……ぐふぉう!?


    　スカートがめくれ上がり、赤裸々にその姿を現したのは、弾はじけんばかりにピンと張った美び尻じり。その双丘の境界線には、極細の布一枚。腰回りに這はわされた横よこ紐ひもと、尻のホッペの間に垂直に這はわされた縦たて紐ひもが描いているのはＴの字。Ｔバックの中でもエロス最右翼といわれるふんどしＴバックではないか。


    　ごくり。いやいやダメだ耐えろ俺。煩ぼん悩のうを捨てろ。目の前にあるのはモノだと思うんだ。２コの丸いモノがくっついた溝だ。そうだ……いいぞ。溝だ。何かが挟まりそうな溝だ。挟まりそう？　このまま近づいて鼻を挟んでみる？　いやいやいや、ダメだろ。


    　どうする、俺。むっちりした尻っぺたをぐっと摑つかんで広げ、その中心部に顔を埋うずめて、スーハースーハーしてみる？　おいおいおい、ノーだ。っていうかより具体的に欲求にダイレクトになってどうする。しっかりしろ。相手は姉だぞ。血がつながっていないとは言え、きょうだいにそんな破は廉れん恥ちな行為はやっぱりまずいだろ。


    　だいたい、こんなインモラルな想像をしていることがバレたなら、凶暴な結ゆいのことだ、半殺しの目に遭わされかねない。ああ、でも、スーハーしたい。


    　いったいどうしたというのだ。このリビドー。この渇望。エロが見たくてしたくてたまらない。どうしたことか、俺の発情、２８０パーセント増量中（俺調べ）だ。


    　そう、最近の俺はなんだかおかしい。今までもエロスな気持ちになることはもちろんあったが、健全な男子高校生として当たり前のレベルだったはず。


    　いつものほぼ３倍の性欲と戦っている俺をよそに、結は悩ましげにプリプリヒップをふりふりと揺らして、顔だけこちらに振り返った。


    「ねぇ、哲てつ太た。ちょっとだけなら触ってもいいんだからね？」


    　いい？　イ─────ッ!?


    　ま、まじか。まさかのお誘いに、手を伸ばしかける。


    　いやいや、いかんって。ダメだって。結と俺とはきょうだいなんだって。理性総動員。本能を叩たたき潰つぶせ。武士は食わねど高たか楊よう枝じ。フレーフレー良心。


    　必死にタッチの誘惑と戦っている俺の葛かつ藤とうをあざ笑うかのように、


    「ねぇ？　触ってもいいのよ」


    　結は、自分の両りよう尻じりの天てつ辺ぺんに手を伸ばすと、自らぐいと広げて見せた。


    　Ｔバックの布から、要モザイク寸前の危険なボディパーツがもりっとはみ出る。


    　うおっ……ダメだ、もう、我慢できん。好奇心襲しゆう来らい。理性殲せん滅めつ。そうだ、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥とも言うじゃないか。


    　俺はおずおずと手を伸ばすと、人差し指の先っちょで、かろうじて細ほそ紐ひもで隠されているスリット部分を恐る恐るずらそうとする。すると、あろうことか結はビクリと体を跳ねさせるではないか。


    「あんっ。バカぁっ。そんなところいきなり……あはぁんッ」


    　あはぁんッ!?　


    　言葉では強がっているものの、結の息はハァハァと乱れ、俺を見つめる長い睫まつ毛げに彩いろどられたアーモンド形の眼めはうるうると切せつなげに潤うるおっている。


    　俺の脳のう髄ずいに電流が奔ほとばしり、何かが覚かく醒せいする。


    　もっと触ったら、どうなるのだろうか。この布の奥はどうなっているのだろうか。俺は性的好奇心……簡単に言うとスケベ心につき動かれ、布にあてた指先を動かしてみる。


    「あぅんっっ、やぁだぁ、もうっ。ちょっとヘンな気分になっちゃうじゃない。コレ、おニューなのに汚れちゃう……」


    　息を荒らげながら、結は痙けい攣れんするようにびくんびくんと背中を反そらせる。


    　俺の指先の動きひとつでこんなにも反応するだなんて、女の子の体はなんとエロ面白いことか。いったい、どこがどうなってどう汚れちゃうんだ。


    　この中がどうなっているのかも知りたいし、どんな匂においがするのかも知りたい。ああ、知りたいことがたくさんありすぎる。知識欲も性欲も噴火寸前！　よし。


    　イザ、拝見っ！


    　Ｔの縦部分の布ぬの地じにもう一度、手をかけようとしたところで、


    「結ゆいお姉ちゃんばっかりずるいですー」


    　舌足らずな可愛かわいい声が割って入るとともに、眼前に白いハイソックスに包まれた、バンビのような脚がにょきりと現れた。


    　切せつないほどにきゅ、と引き締まった華きや奢しやな足首から、なだらかな曲線を描くふくらはぎ。傷ひとつない小さく愛らしい膝ひざ小こ僧ぞう。そして、成長途中の危ういイノセンスを内包した太ふと腿もも。


    「お、か、楓かえでちゃん？」


    「哲てつ太たお兄ちゃん、結お姉ちゃんばっかじゃなくって、楓のぱんつも見てくださいですー」


    　楓ちゃんは、頰ほおを赤く上気させながら、膝小僧の上をヒラヒラと舞うスカートの裾すそを持ち上げると、躊ちゆう躇ちよなく胸のあたりまで持ち上げる。豪快に捲まくれ上がったスカートの下、目に痛いほどの純白のコットンぱんつが、ドキュンと俺の網もう膜まくを射る。


    　こ、これは……。


    　俺の最初のパンチラ体験。それは、小学校１年生の時だ。下校時、クラス一の美少女、さやかちゃんが、クラスメイトの悪がきにスカートを捲り上げられたときに見えた白綿ぱんつ。あれから10年。俺の脳裏にいまだにくっきりと焼きついているトラウマ・ホワイト。


    　ああ、また会えたね。


    　10年ぶりの再会に、感激のあまりに固まっている俺の横で、結が体を起こし、楓ちゃんに言った。


    「ダーメ、ダメダメ。哲太はいま、あたしと禁じられた情事中なんだからっ。お子さまは黙ってなさい？」


    「哲太お兄ちゃん、楓の穿はいているようなお子様ぱんつは、やっぱりお嫌いですか？」


    　いや、お色気むんむんのＴバックもいいけれど、清純系の白いぱんつも大好物っす。


    　とくにそのお臍へその下、腰ゴムの真ん中辺りにちょこんとついた小さなリボンが可愛らしくてむしゃぶりつきたい気分っす。


    「あれれ？　お兄ちゃんのお股またの間、なんだかちょっと……」


    　楓ちゃんが腕を伸ばすと、俺の息子むすこをこちょこちょと擦こすり上げた。


    　俺の意志など関係なしに膨ぼう張ちようしてしまうマイサン。その敏感さが憎い。いや、むしろ誇るべきか。相反する感情に心の中を乱されながらも、慌あわててプチ暴れん坊将軍化した愚息を覆おおい隠している俺の横で、息むす子この親権ならぬタッチ権争いが始まった。


    「ちょっとちょっと、姉であるあたしに譲るのが筋ってもんでしょう？　楓かえでちゃん」


    「結ゆいお姉ちゃんは攻せめられ中だったじゃないですか」


    　楓ちゃんは、離さんとばかりに俺のセガレをぐっと握り締めて口を尖とがらせた。


    「嫌よ。これから攻めるところだったんだから。貸しなさいっ」


    　結はイチゴゼリーのようにプルルンとした唇くちびるを前に突き出すと、女め豹ひようのポーズで俺に這はい寄る。襟えりぐりが大きく開いたＴシャツの胸元から、肌触りのよさそうなサテン生き地じのブラジャーに包まれた、たわわなおっぱいが覗のぞく。


    「嫌です、離しませんー。それに、手でスリスリするのは、楓のほうが慣れてるから、哲てつ太たお兄ちゃんだって気持ちがいいはずですー」


    「何よー、あたしなんておっぱいでスリスリできるんだから。楓ちゃんは無理でしょ？」


    「うー、ずるいですー。じゃあ、楓はペロペロで対抗するですー」


    　ぺっぺぺぺぺ……ペロペロ？


    　俺はいまにも気絶しそうになるのをなんとか堪こらえ、楓ちゃんの薄い唇と、その奥にちろちろと見え隠れする健康的なピンク色の舌を盗み見る。うう……まさかこのお口で？


    　しかし結も負けてはいない。対抗心を燃やしたのか、両手でむんずとおっぱいを持ち上げると、たぷたぷと揺らして俺に見せびらかす。


    「哲太ー、おっぱいスリスリのがいいわよね？　挟まれるとふかふかで気持ちいいわよー」
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    　は、挟む!?　そんなことが……いや、しかし、これほどのボリュームがあれば俺のニョッキくんなど、いとも簡単にパイ包みにされてしまうであろう。


    「哲てつ太た～、ねぇ、すりすりがいいの？　ペロペロがいいの？」


    　結ゆいがＴシャツを捲まくり上げながら、にじり寄ってくる。


    「じゃあ、哲太お兄ちゃん、失礼して……わわわ、スゴイですー」


    　楓かえでちゃんは完全にサム・アップなグッドガイに手を伸ばすと、先端を妙に手て馴なれた手つきでクリクリと回した。


    　……ああっ。ペロペロッ。すりすり？　いや、むしろペリスロで。もはやロリペロ？　スペル……ああ、ここは天国なのか。おっぱいが、指先が、吐息が。


    　ああああああああああああ──────────────────っ。


    



    「ちょっとぉ、哲太、何サボってボーっとしてんのよ、はい、次はそっちの衣装ケースの中、捜して？」


    　恍こう惚こつの思いで妄想の旅路を彷徨さまよっていた俺は、結の怒鳴り声で我に返った。あれれ？


    「あれ、ペロリロは？」


    「は？　何言ってんのよ。寝ね言ごと言ってないで、さっさと手を動かしてよね」


    「お、おいっす」


    　泣く子と結には勝てない俺は、慌あわてて目の前の衣装ケースの中に腕を伸ばしながらも、先ほど俺を脳内トリップへと連れ出した原因であるアレを目の端で確認する。


    　ショッキングピンクのＴバックと、純白の綿パン。


    　俺の鼻先、わずか１メートル先には、この２種類の趣味嗜し好こう主義主張のまるで違うパンティーに包まれた尻しりがある。


    　基本的にはスカートで覆おおい隠されてはいるのだが、尻の持ち主たちは、俺という健全な性欲を持つ青少年が背後にいるにもかかわらず、おおらかというのか、油断しすぎというのか、とにかくまるで無む頓とん着ちやく。両手と膝ひざとを床につけた四つん這ばい、いわゆるワンワンスタイルを無防備にもキープしている。この激烈に破は廉れん恥ちなポーズのため、バックショットからの尻と、尻を包む薄布が、始終チラリチラリと見え隠れして、俺の網もう膜まくをアタックしてくるわけである。


    　四つん這いとパンチラの奇跡のコラボ。エロ心と征服欲とを一度に満たせる上、普段はなかなかじっくりと見つめるチャンスのない核心部──未いまだ俺の知らぬ神秘の泉──を、ばっちり観察できるまたとない機会。


    　そう、さっきはもう少しで不思議の国の入り口を垣かい間ま見みることができたのに。今も、あの布を数センチ横へとずらしてしまえば……。


    　いかんいかんいかん。思わず伸びそうになった手を、俺は慌てて引っ込める。


    　だいたい、最近の俺はホントにちょっとヘンだ。さっきの妄想もそうだし、現実もそう。


    　頭はジンジンするし、顔は火ほ照てってかっかする。心臓はバクバクと激しく打ち乱れ、心の中はくるおしく嵐あらしが吹き荒れている。その尻しりをわし摑づかみにしたくて仕方がない。


    　なんだかエロに体も心も支配されているかのように、劣情の熱いマグマが、今にも噴出しそうに猛たけりくるっている。


    　なんでこんなにムラムラしてるんだよ……。


    　俺は捲めくれ上がったスカートから覗のぞくふたつのプリケツから目を離せずに、熱のこもったため息をついた。


    　向かって右側、薄くブリーチされたデニムのスカートから覗く、セクシー代表の挑発的なＴの字ライン。ショッキングピンクの薄布に包まれたぷりっぷりの尻の主は、大おう城じよう結ゆい。


    　俺の義姉だ。


    　ふたつ年上の19歳。ナチュラルメイクで普通にしていれば、街を歩くだけで男が振り返るほどの美形である。しかし、もったいないことに、反骨精神か理由なき反抗か、はたまたただの悪趣味か。くるくるに巻いたミルクティー色の髪の毛に、キラキラとパールやらラメやらが光る厚化粧で過剰かつ異常にカスタマイズされたその合体変身フェイスは、結果として劣化していることが本当に残念。もっとも、デコトラみたいな過剰装飾が好きな人にはたまらないのかもしれないが。


    　肉がむっちりと詰まった両りよう尻じりから続くこれまたパンパンの太ふと腿ももは、まだ夏の日焼けが残っていて、うっすらと小麦色。ようするに、ひとことで言って頭の天てつ辺ぺんから足の先までギャル仕様。この文化のブの字も感じられないルックスの結だが、実は、一部ではカリスマ的な人気を誇る漫画家なのだから驚いてしまう。


    　しかし漫画と言っても、特殊ジャンル専門。ボーイズラブ、通称ＢＬと呼ばれる男同士の恋愛ストーリー──ぶっちゃけて言えば男と男の挿さしつ挿されつ──ばかりを描いていて、結自身、男がふたりいれば、すぐさまカップリング化。そのたくましい妄想力を総動員して受けだの攻めだのの役割分担を決定し、萌もえるだの溺でき愛あいだのと騒ぎ始める完全な腐ふ女じよ子しだ。


    　一方、ピュア代表はこちら。


    　発育途中の小ぶりな桃もも尻じりを包む、麗うるわしくも眩まぶしい純白の綿パンを、ボーダー柄のポロワンピの裾すそから覗のぞかせているのは楓かえでちゃん。小学校高学年にさえも見える幼いルックスであるが、実際は俺のひとつ下の16歳だ。


    　まるで生まれたてのように滑らかな、むきたて卵肌。うっすらと血の色が透ける頰ほおに、指先でつんつんとつついてみたくなる愛らしい唇くちびる。色素の薄い焦こげ茶ちやの瞳ひとみ。胸がまるでぺたんこなのは愛あい嬌きようとして、どこからどうみても、完かん璧ぺきな美少女。


    　いや、完璧な美少女風の美少年というべきか。


    　お茶やスポーツ飲料のＣＭで白いワンピースを着せて清流や森の中に佇たたずませたら、これ以上ないほどマッチするであろうジュニアアイドル風の楓ちゃんだが、実は性別的には立派なメンズ。信じがたい事実であるが、一緒に風ふ呂ろに入った時に、ばっちりその証拠を確認済みだ。


    　しかも、一見無邪気なようでいて、実はなかなかの小悪魔。意識的か無意識かはわからないが、性別が曖あい昧まいであることを利用して俺を弄もてあそんで楽しむところがある。


    　それにしても、このふたりのあられもないポーズや、エッチな格好にだいぶ慣れたつもりであったのに、今日のこの、胸の高鳴りはどうだろう。


    　きょうだいであることを抜きにしても、清純好みの俺が、ギャルの結ゆいにドキドキしてしまっているのも俺の中でありえないだろという感じであるし、義弟のパンチラを見て興奮しているだなんて、まるでヘンタイである。


    　基本的には、事なかれ主義的に見て見ぬフリ。やむを得ない状況であれば、しぶしぶ注意するのが俺の本来のキャラクターであったはずだ。


    　それが、最近の俺は違う。吐き気がするほど、目の前のパンティーが気になって仕方ない。むしゃぶりつきたくて武む者しや震ぶるいが止まらない。


    　まあ、もちろん、そんな勇気はまったくないのだが……。


    



    　話を元に戻そう。


    　親父おやじの再婚で、ひとりっこだった俺に突然きょうだいがふたりもできたのが、今年の５月のこと。


    　それまで寂しいながらも、気楽なひとり暮らしだった我が家に、楓かえでちゃん、結、そして義理の母の紫ゆかりさんという３人の美女（正しく言うと、ひとりは美少年だ）が突然押しかけてきて、またたくまにハーレムと化したワケだ。これは、誰がどう見てもエロのユートピア略してエロトピア。親友の香こう本もと多た賀か雄おには羨うらやましいだのずるいだのとさんざ罵ののしられもした。


    　俺も最初は、性的モラル心のいかにも薄そうなギャル風味の結と、子犬のように警戒心ゼロでじゃれ付いてくる楓ちゃんとに、あらぬ妄想を膨らませると同時に、何かいい目に遭えそうな気がして期待に胸とコカンを膨らませていたりもしたのだ。だがしかし、現実は想像以上にハードだった。


    　俺を性的に蹂じゆう躙りんしては、せせら笑ういじめっ子体質の結と、か弱げなフリをして翻ほん弄ろうするスイートデビルな楓ちゃんに、俺はボディー＆ソウルともに引っ搔かき回されっぱなしの毎日というのが実際のところなのだ。


    　しかも、いったいどこで何をしてるんだか、肝心の親父が冒険家という職業上、再婚以来、一度も家に帰ってきていない状況。


    　いつの間にか女だらけの我が家で、すっかり肩身が狭くなった俺は、孤軍奮闘の甲か斐いもなく、されるがまま家庭内野党の立場に甘んじることとなった。


    　それからというもの、毎日が飴あめと鞭むちの連打。


    　今日も今日とて、結に命じられたまま、失くし物を見つけるために衣装ケースを引っ搔き回して捜すという『鞭むち』と同時に、おいしそうなお尻しりと２種類のパンチラをたっぷり拝める『飴あめ』を与えられているわけで。


    　こんなふうに、俺のスケベ心は、始終くすぐられっぱなし。麻ま痺ひするどころかどんどんと開発されていっている始末。歯ブラシを見れば乳首をこちょこちょとしたくなり、タオルで顔を拭ふけばそのまま目隠しで体中を弄いじられる夢を見る。結ゆいがペンを握り締めている姿を見れば、ああ、俺のも握られてみたいと思わず想像し、楓かえでちゃんに風ふ呂ろ場ばで背中を流されている最中はいっそ相手が男であってもいいではないかと。


    　だんだんとエスカレートする妄想をせき止めようと現実に目を向ければ、そこにあるのはいかにも食べ頃ごろとばかりにその存在を主張するヒップ＆ヒップ。ああ、どこにも逃げ場がない。


    　……それにしても、このＴバックの芸術的な食い込み。そして綿ぱんつのこの可か憐れんな風ふう合あいよ。


    



    　まるで俺を誘うかのように、触れればぴたりと吸い付きそうな滑らか桃もも尻じりがぷりぷりと揺れる。この腰から尻の反そり具合といい、むっちりと詰まった尻肉といい、太ふと腿ももとの境目のカーヴィーなラインといい……最高すぎる。うう、触りたい。


    　その横のホワイティーぱんつに包まれた、楓ちゃんの未成熟なスモモヒップは思わず頰ほお擦ずりがしたくなるほどに、いかにもすべすべとした様子。そしてその下に続くすらりスレンダーな太腿の下、ハの字に開かれたふくらはぎ……はぁ、撫なでたい。


    　グツグツ、グツッ、グツグツ、グツッ、グツグツ、グツッグツッグツッグツッ。


    　欲情ドグマが沸わきあがり、唸うなり、猛たけり、今にも流れ出しそうだ。


    　ダメだ。俺、触るな危険。ここで本能に負けて触るということは、俺が今まで築いてきた関係が、信頼が、キャラクターが、丸まる潰つぶれということだぞ。ダメだ哲てつ太た。負けるな哲太。


    　これは、何かの試練だ。


    　……そうだ。見なければ、いいのだ。魅み惑わく的てきなヒップが目の前にあれば、触りたいと思うのは人情。ならば、見なければ済む問題ではないか。ああ、名残惜しいけれど、俺は目を逸そらします。さよならパンティーまたきてヒップ。泣く泣く視線を逸らす。ああ、まだ目の裏に残像が。せめて目を閉じてさっきの妄想の続きでも……。


    「ちょっとー、哲太、ちゃんと見てるの？　どう？」


    　結の言葉に、思わず目を開あける。眼前には結のヒップ。そしてＴバック。ま、まさか……。


    「キャ、キャワイイというか、セクシーというか、その両方というか……」


    　ん？　まさか……。このループな展開は……。俺はついに悟りを開いちゃったんだろうか。エロのパワーで時空を曲げ、妄想と現実のパラレルワールドが……!?


    　では、失礼して……。


    　俺は、居住まいを直してその場に正座すると、遠慮なく禁断の三角地帯に視線を注ぐ。土手を包む儚はかなげな激薄レース地を凝ぎよう視しすれば、向こう側がうっすらと透けて見えそうではないか。


    「あんた、何やってるのよ」


    「いえ、見ろというので」


    「は？　あたしがちゃんと見ろって言ってるのは、衣装ケースの中よ？　そんなところで正座して、いったい何を見てるわけ」


    「ああっ、いや、あの。ちょっと休憩を」


    　そりゃそうだよな。冷静に考えれば、パンツを見ろなんて言うわけもないはずで。


    「なんとしてでも、明日までに捜さないといけないんだから、頑張ってよね」


    　ドギマギしている俺に結ゆいが訝いぶかしげな視線を向けて言った。


    「お、おう」


    　俺は慌あわてて立ち上がり、衣装ケースの中に手を伸ばすと、中をほじくり返す。またたくまに鼻がむず痒がゆくなり、目も痒くなってきた。埃ほこりのせいかな。


    「うー、困ったです。来週には衣ころも替がえなのに、このままじゃ、楓かえでだけ夏服で越冬ですー」


    　楓ちゃんが悲嘆の声をあげながら、押し入れから抜け出して、床にぺたりと座り込む。目を赤く潤うるませて今にも泣きそうだ。


    「大げさねー越冬だなんて。いざとなりゃ、前の学校の制服着るとか、新しいやつ買うとか、なんとかなるわよ」


    　完全に逆切れだ。楓ちゃんが俺に助けを求めるような視線を送る。一言物申せということか。仕方ねーなー。


    「そういう問題じゃないだろ。自分が借りたんだから、責任持って捜せよな」


    「だいたいさー、学園モノのアンソロジー出すんなら、せっかくだし制服で売り子しようとか提案するヤツが悪いのよ。あたしは反対したのにさ」


    　噓うそつけ。嬉き々きとして楓ちゃんの制服を着ていたことを知っているぞ。それなのに開き直るとは、まったく、しょうがないヤツだな。


    「だいたい、結、一着持ってるじゃねーか。うちの制服」


    　激ミニ丈で、シャツは裾すそを結ぶ、というまるで洋楽のＰＶのようなカスタムを施ほどこした制服を着ていたことを思い出す。


    「アレはダメ。カスタマイズしすぎ。コスプレイベントであれを着たらなんの意外性もないでしょうが。正統派の制服でこそ、逆に目立てるってものよ」


    「じゃあ、自分が昔着てたヤツは」


    「自分のなんて、卒業と同時に売っちゃったわよ」


    「……まさかブルセラ？」


    「アンタねー、人を見た目で判断するのやめなさいよ。後輩に売ったのよ」


    「ああ、なんだ」


    　血はつながってないとはいえ、義姉の制服がヘンタイ男に匂においを嗅かがれたり着たりされてるのは、いい気分ではない。ほっと胸を撫なで下ろしている俺になどかまう様子もなく、


    「あー、疲れた。飽きた。もうイヤっ！」


    　結ゆいはまるで駄々っ子のように叫ぶと、ごろりと畳の上に横になった。


    　すっかり放棄モード。じゃあ、俺もちょっと休憩をさせてもらうとするか。渡りに船とばかりに手を休めようとすると、すかさず結の踵かかとが目の前に振り落とされた。


    「おわっ」


    　上半身を仰のけ反ぞらしてなんとか避よける。


    「ちっ」


    　結は舌を鳴らして俺を睨にらみつけた。俺に休息は与えられないらしい。


    　やり合って勝ち取る、という方法もなくはないが、かなりの手て練だれである結から勝利をもぎ取るにしては、今の俺には体力も気合いも足りない。ならば……俺が選ぶ道は自然と決まってくる。おとなしく奴ど隷れいでいるということだ。悲しい。


    　ええい、負け犬上等。俺は半ば自や棄けになりながら、チェック済みの衣装ケースを退どけると、新しいものを押入れの奥から取り出した。また埃ほこりと格闘か。うんざりとしながら息を止めて蓋ふたを開くと、予想外の品物たちが目に入った。


    「なんだコレ」


    　ケースの中にぎっしりと詰まっているのは、鞭むちや縄なわや革かわ素材の手て枷かせや銀色の小さな洗濯バサミ……すべて、とても健全とは言いかねるＳＭグッズのオンパレードだ。


    「うわおっ、ママのお道具箱ですねー」


    　楓かえでちゃんは、こんもりと盛られたどんぐりの山を目にしたリスのように、目をまんまるにして、すらりとした華きや奢しやな腕を伸ばすと巨大な浣かん腸ちよう器きを取り出した。


    「大きいお注射ですねー」


    　ちょっとちょっと。小学生にも見える幼顔の美少女に浣腸器。感心したように見回しているその姿は、ある意味マニア垂すい涎ぜんの光景だろ。


    　自らの作り出している罪作りなビジュアルなど、まるで気がつかない様子で、楓ちゃんはポンプを押したり引いたりと、興味津々で浣腸器をいじくりまわしている。


    「わお。あけてびっくり大人のおもちゃ箱ーっ」


    　結も好奇心溢あふれる表情で、衣装ケースを覗のぞき込むと、中から蠟ろう燭そくを取り出した。


    「おおっ、これ、蠟燭は蠟燭でも、和蠟燭じゃない。さすがはママ、セレクトが渋いわね。よし、楓ちゃん、行くわよ」


    「ええっ、行くってどこに。制服捜しは？」


    　結はさっさと立ち上がると、にやりとした笑えみを浮かべて俺を見下ろして言った。


    「豚よ、豚。これってまさに豚の手借りたい状態じゃない。呼んでくるわ。さ、楓ちゃん、行くわよ」


    　言うが早いか、結ゆいは楓かえでちゃんの手を引いてさっさと出ていってしまった。


    　ＳＭ道具、そして豚……。そうだ、我が家にはこの２人よりもキャラの濃い、そして恐ろしいお方がいるのだった。

  


  
    ２　義母　女王様


    



    　我が家の豚はただの豚ではない。


    　生物学的に言うと立派な人間。我が家に半なかば住み込んでいて、特技は料理と俺を苛いらつかせることと……。まあ、ひとことで言えばドＭのヘンタイさんだ。　　　　　


    



    　……なぜに我が家にそんなものがいるかというと、我が家の母であり俺の義母の紫ゆかりさんが、ＳＭの女王様のせいだ。


    



    　今はすっかり表舞台からは引退している紫さんだが、かつて、アムステルダムで行われたＳＭコンベンションでは、日本人として初めて、世界の女王10人に選ばれたとかなんとか。


    　その鞭むち捌さばきで調教できない者はいないと言われ、財界や政界の超大物にも、調教済みのマゾがいるらしい。実際俺も、その鞭で厄やつ介かいごとを見事に解決したという「神かみ業わざ」を目まの当たりにした。その恐るべきお仕置きは、家庭内でも発動され、俺やあの結ゆいまでもを震え上がらせている。


    　しかし、ＳＭの女王様だということを置いておけば、はっきり言って、紫さんはすばらしい女性だ。


    　切れ長の涼しげな目元に、ぽってり肉厚ながらも上品な唇くちびる。真っ白で、肌き理め細かな首筋から立ち上る色香と、ストイックな和服姿からは想像もつかないグラマラスな肢体。そう、楚そ々そとしたその顔立ちからは想像できないほどに、紫さんのボディーは濃厚でいて妖よう艶えんだ。


    　淡雪のごとくしっとり滑らかな肌に、神秘的なまでのアクセントを与える鎖さ骨こつ。２人の子供を育てたとは思えないほどにツンと形の良い乳房。たっぷりとした量感を持つそのふたつの頂いただきから、芸術的なカーブを描くウエスト、そして再び曲線は膨ふくらみ、ぐっと張り出した肉厚のヒップへと続いている。


    　そして、その美び貌ぼうもさることながら、大やま和と撫なでし子こという言葉はまさに紫さんのためにあるのではないかとさえも思える、凛として、かつたおやかな佇たたずまい。


    　これぞエロスと美のジャストマッチング。まさに神の作り賜たまう完全美。正直言って、新婚早々半年以上も帰ってこない親父おやじの再婚相手としてはもったいない人材だ。


    　それがなぜに女王様なんていう難なん儀ぎな性せい癖へきを持って生まれてきてしまったのか。


    　部屋にひとり残された俺は、ため息をつくと、即席のアダルトショップよろしく、ＳＭグッズがぎっしりと詰まった箱の中身を検分する。楓かえでちゃんの制服を捜すはずが、押し入れから出てきた紫ゆかりさんのお道具。赤い麻あさ縄なわにファーのついた手て錠じよう、電動で動くアレの形は、こうしてナマで見ると想像以上にグロテスクだ。長短太細各種そろった鞭むちに、縄。アイマスクに、小さく小分けされた針までもがある。そして、その中のくしゃりとした布の塊かたまりはまさか。


    「うおおおおっ」


    　拾い上げて広げると、ブラジャーだった。


    　……いや、これをブラジャーというのだろうか。


    　ブラジャーというのは基本的に乳房を隠すためにするものだというのが俺の認識だが、目の前のこれは、圧倒的に布ぬの地じが少なすぎる。


    　３の字を90度曲げたような、半月形のワイヤーに沿って、２センチほどの布が張られているだけだ。


    「こんな小さい布地で隠れんのか」


    　ごくり。結ゆいと楓かえでちゃんは豚捜しに出掛けたままだ。試しにＴシャツを脱いで肩かた紐ひもに腕を通すと、自分の胸に当ててみた。ちょっと苦しいが、ホックも無理やり留める。


    「なんだこれ」


    　案の定、乳首が丸見えだ。っていうか、胸が全部丸見えだ。


    　……エロい、エロすぎる。エロの、エロによる、エロのためだけに作られた下着じゃないか。俺は心臓のマグマが沸わき立つのを感じながら、もう一枚の布きれに手を伸ばす。


    　そちらはＴ字形地の布だった。いや、Ｔというよりは正しくはＹか。


    　おいおいおい。


    　このブラジャーにして、このパンティーあり。


    　まったくもってけしからん。股また部分がぱっくりと開いているではないか。


    　あそこが隠れないパンティーにどんな存在意義が？　ごくりと唾つばを飲み込むと、俺はそっと部屋着のジャージの上から脚を通した。


    　当然のごとく、真ん中が開いた状態で、それは俺の股こ間かんに納まった。


    「は、穿はけた……けど隠れてない」


    　サイズが小さいためか、ジャージの上から俺のジョイスティックをぐいと締め付けて、もっこりと盛り上げる。もしもこれを裸で直じかに穿いたら、隙すき間まからぽろりとこぼれだしてしまうことだろう。


    「これは……紫ゆかりさんの？」


    　バストがはみ出すブラに股間丸出しのパンティー。ああ、これを紫さんが穿いたなら……俺の脳みそがまたもや妄想の暴走を始める。　


    



    　頰ほおに影を作る長い睫まつ毛げ、切れ長の眼に漆しつ黒こくの瞳ひとみ。頰が上気し、額ひたいにうっすらと汗が浮いている。ほっそりとした首、そして、まんまるのパイの上部はすべて、三日月ブラから溢あふれ出している。


    　膝ひざに肘ひじを乗せて頰ほお杖づえをついているためにかろうじて隠れてはいるが、それを外せば先っぽが見えそうだ。


    　そしてこのブラジャーの対となるのはやはり、あの股こ間かん穴あきパンティーであろう。


    　しかし、残念なことに、俺の経験値では再現できないため、下半身は暗くてよく見えない。


    　ああ、そういうことか！　でもよく見たい!!


    　切望にはぁはぁと息を荒らげる俺と目が合うと紫ゆかりさんは大輪の百ゆ合りの花のような芳かぐわしい笑えみを浮かべた。


    「大丈夫、力を抜いて。わたくしが、好きにさせてさしあげますから」


    　紫さんの手がゆっくり伸びてきて、俺は優しく抱きしめられた。自然、俺の顔面は柔らかな谷間に沈み込む。


    　鼻び腔くうをくすぐるほんのりと甘いミルクの香り。両りよう頰ほほを圧迫するふわふわの乳房。そして頰ほお骨ぼねにあたるこのやや硬い感触はまさかの突端チェリー!?


    　ふわわわわ。


    　蕩とろけそうな感触に体中の力がくたくたと抜ける。今にも床に崩れ落ちそうな俺は、おっぱいだけで支えられ、かろうじて顔をあげている状況だ。


    　これを至福と言わずしてなんと言う。紫さんのおっぱいに顔をうずめていられるのならば、俺はなんでもできるし、なんでもする。


    　そしてどうにでもしてくれ！


    　そう思ったその時、紫さんが俺の髪の毛を摑つかみ、引きずりあげた。


    「さぁ、立派な豚さんになるためのレッスンの始まりですよ」


    　豚……、豚だって？　俺が豚？


    　刹せつ那な、豚さんの顔が脳裏を掠かすめた。


    　その顔には、さげすみの色が浮かんでいる。


    　まるで後輩豚め、とせせら笑っているようだ。


    



    「……俺は豚じゃ……豚じゃないっ」


    　妄想から一気に解き放たれた俺は、あわてて頭を振る。


    　つーか、そもそも、なんで俺はこんな下着を着てるんだ。このビジュアルは完全なヘンタイさんじゃねーか。やっぱり最近の俺ってちょっとヘン。いや、かなりヘン。ぐつぐつと体の中でフラストレーションならぬエロストレーションが溜たまっていて、何かあればエッチなことを考えてしまうこの状態から脱却せねば、このエロ過剰の家庭内で大変なことになりかねない……。


    「ダメだ、俺。しゃんとしろ」


    　両りよう頰ほほをぺちぺちと軽く叩たたいて気合いを入れた。


    「こんなものは、さっさと片付けてしまおう」


    　そう、尻しりにしろ、エロ下着にしろ、目に届くところにあるから悪いのだ。さっさとしまってしまおうと、エロ道具箱に目をやると、一番底の辺り、アダルティーな小道具たちの下敷きになって、古びたアルバムがあるのを発見した。街の写真屋さんにプリントに出すと、サービスでつけてくるようなあれだ。


    「お？」


    　俺自身の持ち物よりも一回りビッグな棒状シリコン製器具に触れぬよう、アルバムを指先で器用にサルベージした。ぺらりとページをめくる。


    「おおっ、これは……紫ゆかりさん？」


    　どこか大きなステージのような場所で、スポットライトを一身に浴びて、妖よう艶えんに微ほほ笑えむ紫さんの姿がそこにあった。


    　いったい何年前だろうか。ぽってりとした唇くちびるは赤く塗られていて、きりりとした目元に施ほどこされたメイクも、今の紫さんに比べて少しケバい。さすがは血の繫つながった親子だけあり、ギャルメイクをしていない時の結ゆいの面おも影かげが感じられる。


    　今と変わらぬグラマラスなボディーを包み込むコルセットは、背中の編み上げ紐ひもできつく締められ、ぐっと絞られたウエストが自然では考えられないカーブを描いてくびれている。そして、その代わりにただでさえ豊満な胸が、ぐっと盛り上がってくっきりと半円を描いている。鋭角のエナメルパンティーに、太ふと腿ももまで隠れるオーバーニーのエナメルブーツが長い脚を包んでいる。


    「おお。かっこいいな」


    　ＳＭなど基本的に興味のない俺でさえ惚ほれ惚ぼれとしてしまうビジュアルだ。紫さんの後ろには、まるで妖よう精せいのようなプラチナブロンドの白人美人やしなやかな筋肉を持つワイルドビューティーな黒人女性が並んでいるが、比較しても遜そん色しよくないどころか、ひときわ輝きを放っている。


    「紫さんって、やっぱり、すげー女王さまだったんだな」


    　授賞式だろうか。ボンデージスーツの上にゴージャスな臙えん脂じ色いろのガウンを羽織り、頭にティアラを乗せて誇らしげに微笑む紫さんを見つめ、感嘆のため息をつくと、ページを捲めくった。


    「ううむ……これは」


    　次のページに現れたのは、見知らぬ女性とプレイをしている紫さんの姿だった。豚さん相手のプレイを見慣れているとはいえ、女性を縛しばっている紫さんの姿はなんだか新鮮だ。


    「紫さんって女の人を責めることもあるんだ……」


    　プレイ相手も、かなりの美少女だ。


    　動物でいうと猫。それも誰だれもがその愛らしさに無条件に目を細める子猫だ。


    　黒目がちな瞳ひとみを彩いろどる長い睫まつ毛げに、その下へと続くすっとした鼻筋と、野の苺いちごのような可か憐れんな唇くちびる。


    　さらりとつややかな髪の毛を耳の上の高い位置でふたつに括くくっていて、白いレースで縁取りされたブラとパンティーが、小柄なりとも均等の取れたボディーを心もとなく包んでいる。


    　清流を彷ほう彿ふつとさせる和風美人の紫ゆかりさんを、潤うるんだどんぐり眼まなこで見上げている表情は、陶酔し、しっとりと濡ぬれている。


    　次のページの写真は紫さんに顎あごを摑つかまれ、舌を洗濯バサミのようなもので挟まれて苦く悶もんの表情で仰のけ反ぞっている。痛みに耐えつつも、切なげに細められた視線からは、紫さんへの恋慕さえ伝わってくる。


    　──このコは紫さんのことを、本当に好きなんだな。


    　そして、好きな人のことを見ている女の子の顔というものは、いいものだ。ピュアで可愛かわいい。いつか、俺のことも、こういう優しい目で見てくれる女の子が現れるのだろうか。その子はこの広い空の下、どこで何をしているんだろう。


    　じんわりと温かい気持ちに胸の中を満たされながら、紫さんを愛いとしげに見つめる女の子の潤んだ視線にうっとりと見とれていると、背後にガサガサ、と不穏な気配がした。嫌な予感に身構えると、案の定、


    「ぶひひい─────ん」


    　獣けもののごとき嘶いななき声が響く。


    　犬や猫はもちろん、文鳥も亀かめも金魚さえもいない我が家で、こんな人間離れした悲鳴を上げるのは、アイツしかいない。


    　豚だ。


    　慌あわててＴシャツに頭を押し込む。さすがにこの姿を見られたら俺の対・豚威厳が保てない。


    「ぶひっ、ぶひっ、ぶひひ───ん」


    　鳴き声がだんだんと近づいてきたかと思うと襖ふすまがパンと音を立てて開き、ピッチピチのエナメルのショートパンツに上半身は裸というオールシーズン変わらぬ姿の豚さんが、四つん這ばいで駆け入ってきた。いつもと違う点は、通常、一糸の乱れもなくオールバックに撫なで付けられたロマンスグレーの頭髪が珍しく乱れ、顔面は蒼そう白はく、額ひたいには汗さえも浮いている。豚が取り乱すとは珍しい。


    「なんなんすか。騒がしいっすよ。それに入るときはノックぐらいしてください」


    　間一髪でＴシャツに袖を通し、胸を撫なで下ろしながら声をあげている俺に、豚さんは怯おびえた目でちらりと一いち瞥べつをくれると、素早く駆け抜け、押入れの中へと閉じこもってしまった。


    「こらー、豚さん、待ちなさいよーっ」


    「待つのですー」


    　続けて、どたどたと床を踏み鳴らす音とともに、結ゆいと楓かえでちゃんが飛び込んできた。


    「ちょっ、ちょっと。その格好は？」


    　いつの間に、そしてなんのために着替えたのか、結ゆいはぴっちりとしたエナメル素材のキャットスーツに身を包み、右手には先ほどの道具箱から見つけ出した蠟ろう燭そく、左手にはレザー素材のリードを携たずさえている。


    　一方、楓かえでちゃんはナース服姿。しかしこれも、スカート丈は短くてパンツすれすれ。白いニーハイソックスに包まれたすらりとした脚と、むきだしの華きや奢しやな太ふと腿ももが露あらわになっている。


    「あたしたち、格好から入るタイプなの」


    　足先から指先までびっちりと覆おおわれたキャットスーツは、体にぴったりと張り付いて結の豊満なボディーラインを露わにしている。露出しているのは顔から上と胸元のみ。しかし、チャックを鳩みぞ尾おち辺りまで降ろしているせいで、乳首を中心としてそれよりも内側の部分が丸見え。


    「なんのために？」


    「豚さんを手伝わせるのに、普通にお願いしてもダメだったんで着替えてみましたー」


    　お姫様が挨あい拶さつをするように楓ちゃんがスカートを指先でちょんと持ち上げて首をかしげてニコリと笑った。白いニーハイソックスを吊つるしているガーターベルトの紐ひもがちらりと見えた。


    「ところで、豚のヤツ、この部屋に入ってきたでしょ。いったい、どこに逃げたの？」


    　結は左手に持った革かわ製リードをぶんぶんと振り回した。その先についているのは革の首輪だ。鋲びようも打たれているし、ぶつかったらかなり痛そう。うっかり当たらないように、慌あわてて後ずさりしている俺に結が鋭い視線で問いかける。かなり苛いらつきモードのようだ。とばっちりはまっぴらだ。俺は即座に豚さんの押入れを指差した。
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    「押入れの中に慌あわてて入っていったけど」


    　結ゆいはきっと振り返ると、無言でツカツカと部屋の奥へと進んだ。襖ふすまに手をかけたかと思うと、容よう赦しやや躊ちゆう躇ちよは一切ないと言わんばかりの勢いで、力いっぱいにスライドさせる。


    「さーあ、豚さん、出ていらっしゃいな？」


    　なんだこの高飛車ながらも、気取った口調は。


    「ほーら、怖がらなくてもいいんだよ」


    　押入れの下段では、畳み掛ける結を上目遣いで見上げながら、膝ひざを抱えた豚さんがぶるぶると震えている。


    　その姿に冷ややかな視線を注ぎながらも、結はニタリと猟奇的な微ほほ笑えみを浮かべた。


    「なーに、豚のくせに女王様の命令が聞けないというのかい」


    　なるほど。


    　ようやく『格好から入る』という言葉の意味がわかった。どうやら結は、女王様になりきって豚さん苛いじめを楽しんでいるらしい。迷惑な話だな。首輪をむんずと摑つかまれて乱暴に押し入れから引きずりだされる豚さんを横目に、俺はターゲットが俺でなかったことに感謝する。


    　しかも、当の豚さんを見れば、ブヒブヒと反抗の声をあげながらも、その頰ほおは紅潮し、瞳ひとみは期待にキラキラと濡ぬれている。


    　茶番かよ。このめんどくさいマゾ豚め。


    　ある意味、お互いニーズが合致した平和な我が家。　


    　しかし。


    　楓かえでちゃんはなんの意義を持っての、コスプレだろうか。


    　俺は、楓ちゃんの新人ナースのような可愛かわいらしい白衣の天使姿をうかがいながら考える。


    　ナースということは看護や看病してくれるということか。俺の心をまるで読んだかのように、楓ちゃんが言った。


    「楓はこのぶっといお注射を持ちたかったからナース服を着てみただけですよー」


    　なるほど。って、そのお注射、どこに刺すんだよ。


    「ところで、哲てつ太たお兄ちゃんは、なんのコスプレですか」


    「え、俺？」


    　はて。と考えて完全に血の気が引く。Ｔシャツから完全にあのブラが透けている。慌てて自分の姿を見れば、さらに下半身には、部屋着の上にさきほど見つけたセクシー下着を着けたままだった。


    「哲太お兄ちゃんがいつの間にかヘンタイさんになったですー」


    「いや、楓ちゃん、これは誤解というか」


    「うーん、これはママに報告してお仕置きしてもらうですかねー」


    「すまん！　楓かえでちゃん、それだけは勘弁を」


    　一流アスリート並みの速さで正座かつ土下座する俺。


    　この家に３人が来てからというもの、プライドなんて文字は俺の辞書から跡形もなく消えている。


    「じゃあ、あたしがママの代わりにお仕置きをしてあげるしかないわねー」


    　豚さんにリードをつけた結ゆいが、ものすごくパーフェクトなスマイルで、くるりと俺に振り返った。


    　ああ、前門の虎とら、後門の狼おおかみ。俺の菊門絶体絶命。


    　すでに条件反射で、これから起こる惨状に、ケツにグッと力を入れて身がまえた俺に、


    「というワケで、哲てつ太た、あんた、豚さんと戦いなさい？」


    　結がぴしゃりと、指先を突きつけて命令する。


    「は？　戦うって……どういうこと」


    　楓ちゃんはちょこんとしゃがみ、俺を覗のぞき込みながら言った。


    「哲太お兄ちゃんと豚さんに制服捜し競争をして貰もらうということですよー」


    「競争？　なぜにそんなことを」


    　結が紛失した楓ちゃんの制服を、俺が捜しているのは、あくまでも好意だ。なのになぜに競争せねばならないのか。


    「バカねー、哲太。あたしだって、ふたりを調教してあげたいところよ？　でも、さすがにそれは体力的にしんどいわ。だから、ふたりで競って負けたほうを、より豚となることを望んでいるとみなして、屈くつ辱じよくと鞭むち……あたしの蠟ろう燭そく責ぜめと楓ちゃんの注射プレイでお仕置きしてあげるっていうことよ」


    　ああだこうだと理屈をつけてはいるが、どうやら、制服を見つけ出すことと、蠟燭と浣かん腸ちよう器きで遊ぶこととを、同時にやってのけようと思っているらしい。まったくろくなことを思いつかないヤツだ。


    「……俺は遠慮しときます」


    　蠟燭も注射も御免だし、俺が豚さんと競わないといけない理由もない。


    　……いや、あるか。


    　結は、下着を身に着けたままの俺の下半身を見回すと言った。


    「競争に参加しないと、その格好で外にお散歩よ。それでもいいならいいけど？」


    　ちくしょう。ちょっとした出来心がこんなことになるだなんて。


    「ではスタートするですー」


    　ああ、このままでは、スタートが切られてしまう。面倒くさいことになったとうんざり思う俺の横で、豚さんはぷるぷると小刻みに震え始めた。


    　そうか。


    　豚さんはＭなわけで、栄光と飴あめよりもむしろ、屈くつ辱じよくと鞭むちが欲しいわけだ。


    　ということはこの勝負、俺の勝ちが最初から決まっているようなもの。


    　余裕じゃねーか。それでは遠慮なく勝たせていただきますよ。


    　宣戦布告の意味を込めて豚さんに視線を送ると、ヤツは生意気にも口を歪ゆがめて、高圧的な表情でじろりと俺を見返した。


    　ちくしょう、相変わらず腹のたつ豚だ。


    　とはいえ、どっちにしても豚は負ける運命で俺の勝利は確実なのだ。


    　ふっふっふ。自分のＭ性を恨んで、悔しさに悶もん絶ぜつするがいい。その欲しがり屋体質を持っている限り、お仕置きの絡からんだ勝負には勝てない定めなんだから。


    「……まぁ、しょうがねーな。付き合ってやるか」


    　もったいぶって言うと、結ゆいがすばやく俺の首に首輪を巻いた。


    「な、なんだよ、これ」


    　ややきつめに締められたせいか、喉のど仏ぼとけに当たって苦しい。


    「鉢はち巻まきみたいなもんよ。ほら、競争に鉢巻は付き物でしょう？」


    「でもちょっとこれ、苦しいんだけど。キツすぎだって」


    　息苦しさにあえぎ混じりだ。


    「もー、贅ぜい沢たくなミニ豚ねー。楓かえでちゃん、弛ゆるめてあげて」


    　誰が豚だよ。


    「はいですー」


    　楓ちゃんがベルトを穴ひとつ弛めてくれた。しかし、なんだか苦しいのは息ではなく胸のような。


    「哲てつ太たお兄ちゃん、弛めても息がはぁはぁしてるですよ？」


    「なんか、ちょっと」


    「豚さんと同じ反応ですー」


    　楓ちゃんが指差すほうを見ると、豚さんも確かに息を荒くしている。しかし、これは珍しいことではない。紫ゆかりさんに調教されているときの豚さんはいつもこんな様子だしな。


    　あれ？　俺と豚さんが同じ反応？


    　俺の心の中でチクリと何かが引っかかった。どういうことだ。


    「ぶぅううううう」


    　豚さんが、この家に２匹も豚はいらないとばかりに不満そうにブーイングをあげる。


    　こら、豚の野郎、俺はお前とは違うぞ。ライバル扱いするんじゃねえ。


    「じゃあ、行くわよーっ、よーい、どんっ」


    　結が前時代的なスタートの号令をかけた。ヤベ。始まってしまった。人間のプライドにかけて、豚さんに負けるわけにはいかない。


    　俺は慌あわてて豚さんを突き飛ばすと、押入れの中へと突入する。


    　まだ蓋ふたをあけていない衣装ケースやダンボールを片っ端から開き、中身を床へとばらまいていく。冬物のコートに、セーター、はたまた、俺の中学時代の学ランまでもが出てきたが、なぜか楓かえでちゃんの制服だけは見つからない。いったいどこへ紛れ込んでいるんだ。


    　ぎりりと奥歯を嚙かんだその時、くんくんくんくん、という激しい鼻息がすぐ隣で聞こえた。


    「おわっ」


    　いつの間にか豚さんが、俺の横にぴたりと身を寄せて、押入れ内を捜索していた。鼻先をこすりつけながらあちこちの匂においを嗅かぐその様子は、まるでテレビで見たトリュフを探す豚そのもの。っておい。豚化すると、超人間的感覚が芽生えるとかってわけはないよな。


    「ちょっ、豚っ。俺が先に見つけるんだからなっ」


    　俺が眉まゆをしかめると、豚さんは、鼻を鳴らすのを止やめて首を傾かしげた後、さっさと押入れから出ていってしまった。


    　ふん、なんだ。試合放棄か。一瞬でも豚さんのことを恐れてしまった自分を恥じながら、俺は最後の衣装ケースに手をかける。これで俺の勝利は決まりだ。結ゆいが押入れの中に仕舞ったと言うのだから、この中にあるはずだ。


    　俺ウィナー。豚ルーザー。俺勝ち馬。豚負け犬……のはずだった。が、息苦しい暗くら闇やみの中で衣装ケースの中を探る俺の耳に届いたのは、豚さんへの賛辞だった。


    　まさか……。


    　押入れから這はい出ると、あっけにとられながら目の前の光景を見やる。


    　結の右手には、豚さんが発見したと思おぼしき我が啓けい華か高校の女子生徒用冬期用制服が。


    どういうことだ。


    「すごい、豚さん。まさかママの和わ簞だん笥すの中にあるだなんて、意外な結末だわ」


    「きっとママが押入れの中にあるのを見つけて、仕舞い直してたんですねー」


    　納得の行かないことに結も楓ちゃんも、豚さんに尊敬のまなざしを向けている。


    　……ちくしょー。なんで豚のやろう、あっさりと発見したりとかするわけだよ。むしろ、蠟ろう燭そくや浣かん腸ちようとかされたいんじゃなかったのか。


    　見れば豚さんは、バカにしきった目つきで俺を見下ろしている。


    「豚さん偉いわ、偉いわよ。それにくらべて哲てつ太た、あんた本当に使えないわね」


    　さげすんだ視線を俺に向ける結の横で、豚さんがつんと顎あごをあげて得意げに鼻を鳴らした。


    　まるで俺よりも上だといわんばかりの顔つきだ。はっ。これはまさか……。


    　Ｍとして結と楓ちゃんとに責められることよりも、同じ豚として、自分の縄張りを勝ち取るため、俺を貶おとしめることを選んだということか。


    　さすがにバカにされすぎてはいないか、俺。


    　へこんでがっくりとうなだれている俺の全身を刺すような殺気が包む。


    「さーて、では役立たずの哲てつ太たクンー、お仕置きの時間よー」


    　結ゆいが誘うように左右に腰をくねらせながら、手に持った蠟ろう燭そくにライターの炎を近づける。胸がぷるんと揺れ、キャットスーツから今にもこぼれだしそうだ。うお。いろんな意味でデンジャラス。


    「ちょ、待てよ。結。ほら、さすがにそれはヤバいだろ。火傷やけどしちゃ……」


    　谷間に見とれつつも後ずさりする俺を、見た目とは裏腹に力持ちの楓かえでちゃんががっちりと後ろからホールドした。


    「逃げちゃダメですよー。さて、では、脱いでいただきましょうか、はい、よいしょ、よいしょ」


    　楓ちゃんはＴシャツをムリヤリに脱がせると、俺をこの最悪な状況に突き落とした元凶であるブラジャーを素早く取り去った。


    「次はパンティーですー」


    「コラっ、ダメだっつーの、楓ちゃん、やめっ」


    　床に転がり、必死にウエストを押さえて足をばたつかせる俺に、結が着火した蠟燭を手渡した。


    「おわっ、なんだよ」


    　反射的に受け取ってしまった俺は、あまねく生物の摂理として慌てて火を顔から遠ざけながら言うと、結はニコリと笑った。


    「見ればわかるでしょう？　熱～い、熱～い蠟燭よ」


    「なんでそれを俺に手渡すんだあちちちちちっ」


    「いいから黙って持ってなさい。言っとくけど、動いたら危険よ？」


    　もう一本、ライターで火を灯ともしたかと思うと、今度は俺の左手に握らせた後、さらに３本目の蠟燭に火を灯す。そして、あろうことか、両手が塞ふさがってろくに身動きも取れないでいる俺の口へと差し込んでくわえせさせるではないか。　


    「ふぐぐううっ」


    「次はどうしようかしら」


    　首をひねったかと思うとぽんと手のひらを叩たたく。


    「これでどうかしら」


    　俺の頭に股また開きパンティーをかぶせたかと思うと、両こめかみに蠟燭を４本差し込む。


    「きゃはははは、八やつ墓はか村みたい。かっこいいわよ、哲太」


    「うぐうぐうぐう」


    　両手に口に頭と計７本の蠟燭を装着され、動けば、すぐにでも顔面に熱い蠟が流れ落ちるというこのピンチを、どう打開すべきか素早く回転させている俺の頭を、一気に混乱のど真ん中へとぶち落とすような、なんともいえない刺激が下半身に走った。


    「おいおいおいおいおいおいおいおいおいおい」


    「さあ、お注射の時間ですよー。その前にぬりぬりしましょうねー。洞どう窟くつの神秘に触診で迫るのですー」


    　楓かえでちゃんは、医療用手袋に包まれた手を俺の目の前に掲げたか思うと、その指先にローションをたっぷりと垂らした。そして、ゆっくりと俺の尻しりの中心、＊アステリスクをこちょこちょと弄いじくりはじめた。


    　注射って……やっぱりソコなの？


    「う、うひひひひひひひひっ」


    　ああっ、俺の黄こう門もん様さまはいい日旅立ち一歩寸前。


    「うーん、なかなか入らないですねー。よいしょ、よいしょ、探検探検。よいしょよいしょ」


    「あひっ！　入っちゃダメー！」


    　ず　ぷ　り　☆。


    　終わった……。


    　すべて、終わった……。たぶん、今、入ってる。ああ、頭の中が真っ白っす……。衝撃で何も考えられないので、ここから先は音声のみでお届けするっす。


    「おおっ、ぎゅうぎゅうですー」


    「きゃははははー。哲てつ太た、キツいってさー」


    「さあー、哲太お兄ちゃん、注射器のポンプ押しちゃいますよー。３、２、１」


    「や……、やめ……」


    「ううー、哲太お兄ちゃん、力を抜いてくれないと、上手に入らないですよー。それ──！」


    「あほおおおおおおおおおおおっ」


    「すごいですー、ごくごく飲み込んじゃってますー。貪どん欲よくなお口ですー。下のお口は恥ずかしいお口ですねー」


    「やだ、これちょっと全部入ってるわよ。大丈夫なの？　これ」


    「あっ、あっ、熱あちちちちちちち！」


    　遠のいた俺の意識を呼び戻したのは、顔にかかる熱い液体だった。頭に差していた蠟ろう燭そくが傾き、その弾みで溜たまりに溜まった蠟燭が俺の頰ほおへと流れだしたのだ。


    「あわ──────っ」


    　もう一度、今度は熱さで悶もだえ暴れると、さらに熱い蠟が俺の頰へと流れ落ちた。


    「あはははは。ホントにバカねー、哲太、動けば動くほどドツボって気がつきなさいよー」


    「うふふー。こちらは、まだまだ入るみたいですよ？　すごいですねー」


    「あふっ、つめはっ、あふっ、つめはっ、あふっ、つめはっ」


    　下半身に流れ込んでくるのは冷たい液体、そして上半身に流れだしているのは熱い蠟。


    　混乱のド真ん中の俺を次なる悲劇が襲う。


    「あはううっ、ほれほうへふー」


    　急に差し込むように腹が……腹が……。


    　俺の頭の中にナイアガラの滝の映像が浮かんだ。あの、重力のまま、迸ほとばしる勢いで急降下する激しい流れ。


    「こじにさじさふえさにさじさぶ～っ」


    　ピクリと体を震わせながら、必死に下腹部に力を込めて奔ほん流りゆうを防ごうと努める。そんな俺をせせら笑うかのように、


    「何？　哲てつ太た、何しゃべってるかわかんないわよ」


    　結ゆいは小悪魔なんて可愛かわいいものではなく、そのものズバリ、デビルな笑えみを浮かべて首を傾かしげた。


    「哲太お兄ちゃん、もうお腹なかいっぱいみたいですねー」


    　顔だけは天使のような笑みを浮かべた楓かえでちゃんが、パンツを穿はかせるついでとばかりに、あろうことか、俺の下腹をプニプニと圧おし責める。


    「らめ、あはううっ、はふうううっ、ははふふははああ」


    　もうダメだ。出る。スリーセブンで大開放！


    　いやいやいや、それだけはダメだ。それだけは死守だ。


    　男のプライド……というよりも人間の尊厳をかけて、漏もらすことだけは避けなければならない。けど、もう砦とりでが……洪水の威力に負けそうだよ。


    　と、その時、ふわっと白びやく檀だんのような芳かぐわしい香りが鼻をくすぐった。


    「あなたたち、わたしの部屋でいったい何を？」


    　程よい低音が、小川のせせらぎのように俺の耳を心地よくくすぐる。


    「あーママ、ちょっと哲太と火遊び、火遊びっ」


    「楓は水遊びですー」


    　これぞまさに地獄に仏。この火責め水責め地獄から救い出してくれるであろう菩ぼ薩さつに救いを求める視線を投げかけた。


    　お願いだ、紫ゆかりさん、さっさと俺を助けてくれ。そしてこの悪魔どもに鉄てつ槌ついを！


    　が、しかし、紫さんは目を細めると、ニコリと笑って言った。


    「あらあらあら、仲がよろしいのはいいですわね」


    「ふぐぐぐぐ、ぐわっ、あふっあふふふふっ」


    　仲よく遊んでいるわけではないということを、必死に伝えるべく首を横に振ると、再び蠟ろうが零こぼれ落ちた。


    「アヒ─────────ッ」


    　俺は反射的に飛び上がる。すると、今度は床に垂れた蠟をもろに踏んづけた。


    「熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱いっ」


    　慌あわてて足をあげた瞬間、体のバランスを崩して片足けんけんでよろける。


    　両手にはもちろん、火のついたままの蠟ろう燭そく。目の前には紫ゆかりさん。このまま転んでしまっては危険だ。


    「わたたたたたたたたっ、紫さん、危ないっ、そこどいてくださいっ」


    　しかし、俺はなすすべもなく、紫さんに重なるようにして両手を突き上げたまま頭からダイブした──。


    



    「あ」


    　プ。


    



    　ここはどこだろう。……きっと天国なんだな。


    　顔面から床へと倒れ込んだ俺は、柔らかな物体に優しく受け止められていた。


    　これはなんだ。フワフワのクッション。懐かしくも心ときめく感触に顔が包み込まれている。触って確かめようにも、俺の両手は蠟燭で埋うまっている。


    「あうぅうう、も、漏もれ……た」


    　プニプニに顔を埋うずめたまま、四つん這ばいの体勢で、情けない声を漏らす俺の耳元に囁ささやき声が響いた。


    「ううん、哲てつ太たさん、お怪け我がなどはなされていませんか」


    「はふ？」


    　顔をあげる。するとそこにあったのは、慈じ悲ひ深い微ほほ笑えみを浮かべる紫さんの顔だった。


    　そういうことか。倒れ込んだ俺を、紫さんはとっさに身を投げ出して助けてくれたのだ。俺は紫さんのおっぱいに顔を埋めるように倒れ込んでいた。


    　ああ、なんて優しい紫さん、そしてなんて優しいおっぱい。


    　再びその優しい谷間に還かえりたい衝動に駆られたが、そうはいかない。そう。俺は生きている。その証拠に、ぎゅるるる……と、また腹が差し込む。


    　奇跡だ。俺のパンツの中には、ちょっとだけ……しかし、ダムの決壊はギリギリで防がれていた。しかし、油断はならぬ。また腹がゴロゴロと唸うなりをあげる。ああ、ダメだ。いま切実に必要なのはトイレ。ああ、さよなら谷間。トイレが呼んでいる。


    「ゆ、紫さん、ありがとうございます、あっ、いまどきますからっ」


    　結果、押し倒した形になっている紫さんの上から、俺は後ろ髪を引かれる思いで立ち退のこうとするが、両手がふさがっているために、にっちもさっちもいかない。


    　その間にも、ぎゅるるるると、慌てふためく俺の腹で再び警告音は響いた───。


    



    「はふううううう」


    　気力体力どころか魂たましいまでも下水管に流してしまったかのように脱力した体で、ふらふらと紫ゆかりさんの和室に戻ると、紫さんの指示号令のもと、結ゆいと楓かえでちゃんが部屋を元通りの状態に片付けている最中だった。


    「哲てつ太たさん、大丈夫ですか。顔色が優れないようですけど。ちょっとこのコたちの悪ふざけが過ぎたようで……」


    　と心配そうな紫さんの横で、結はまったく悪びれた様子もない。


    「いやいや、ノープロブレムよ。デトックスと蠟ろう燭そくのお灸きゆうで、むしろ代謝良くなって健康！　みたいな？」


    　反射的に小突きたくなるような小憎たらしい発言が聞こえてきたが、俺はまだシクシクと痛む腹を抱えて反抗する気力もないままに、どさりと床へと倒れこんだ。


    　虚うつろな思いで、ところどころ、赤い蠟が染みついた畳を見つめながら、わずか30分前の俺に思いを寄せる。


    　ああ、あの時は何も知らない子供だった。それが今じゃ俺は灰だ。真っ白な灰だ。蠟燭の炎で燃やし尽くされ、浣かん腸ちよう器きの中の水で流されてしまった灰。


    　打ちひしがれている俺は、ふと視線を感じて顔をあげる。


    　俺に同情の眼まな差ざしを注いでくれているのは誰だれだ。


    　顔をあげると、紫さんの脇わきに、ぴたりと寄り添う豚さんの胸クソ悪い薄ら笑いが目に入った。


    　ちくしょう、豚。マジで死んでくれ。


    　しかし、今の俺にできることは、空っぽになった腹を抱えてそっと目を閉じることだけだった。


    　神様、今日だけは、ちょっとだけ泣いてもいいですか。

  


  
    ３　啓華高校　パンチラスポット


    



    「ちょっと、ちょっと、ちょっとー、すげーから。っていうか、マジですげーし、マジでやべーから！」


    　俺が枕まくらを濡ぬらしたあの制服捜し勝負の日から数日。


    　夜になれば奔はしる妄想を収めるように鈴虫がコロコロと鳴き、青く高い空の下、吹く涼風が、思春期の俺たちのムンムンとした汗をからりと乾かしていくとはいえ、まだまだブレザーを着込むには暑い衣ころも替がえ当日がやってきた。


    　さして目新しい気持ちもなく惰性で登校した俺を待ち構えていたのは、真剣な面おも持もちで詰め寄ってくる親友の香こう本もと多た賀か雄おだった。


    「あー、どうした？」


    　どうせ、こいつの『すげーこと』も『やべーこと』も９割方がエロいことと相場が決まっている。脳みそのほとんどをエロに支配された残念な男、それがこの多賀雄なのだ。


    「聞け、哲てつ太た。どうしたもこうしたもウチの高校に、ものすごいパンチラスポットを発見してしまった」


    　やはりそうか。本当にわかりやすい男だよな。ある意味うらやましいぜ。


    「おお、よかったな」


    　やる気なく生返事で返す。すると多賀雄は、にやけた顔をぐいと俺の顔面に近づけて声を潜ひそめて囁ささやいた。


    「まじでものすごいんだ。本当は勿もつ体たいないから、誰だれにも教えたくないところなんだが、特別にお前にだけは教えてやる。な。教えてやるから代わりに結ゆいさんと楓かえでちゃんのナマ下着と取引ということでどうだ」


    「オイ、ちょっと待てよ、多賀雄。結はともかく、楓ちゃんは男だぞ？」


    「男だろうが可愛かわいいものは可愛い」


    　しみじみ思うが、本当にこいつはバカだ。そして本当に節操も見境もない。


    「でも、パンチラ見たさに家族を売るのはどうかな」


    「そんな良心などぶっ飛ぶほどのヤバさだぜ、あのスポットを知っているのと、知らないのとでは、これからの学校生活がまるで違ってくること請うけ合いくらいのもんだ」


    　よほどの自信があるのか、多賀雄はがしりと俺の手首を摑つかむと、ぐいぐいと俺を引っ張っぱる。


    　この情熱を勉強に生かせば、万年最下位から卒業できると思うんだが。しかしながら、多賀雄がここまで熱弁を奮ふるうパンチラスポットに興味が湧わいてきたのも事実だ。


    「わかった、わかったから」


    「ええっ、わかったの？　じゃあ、結ゆいちゃんと楓かえでちゃんのつんぱを俺に？」


    「いや、それは確約はできん。が、善処はする」


    　結、楓ちゃんすまん。しかし俺の中のエロが疼うずくのだ。多た賀か雄おに貢みつぐにしても洗濯済みのものにするくらいのデリカシーはあるから許してくれ。


    　連れて行かれたのは、校舎の一番端っこの非常階段だった。鉄製で、段と段の間が空あいているため、階下からスカートを穿はいた女子を仰あおぎ見れば、ばっちりパンチラが見えるであろう形状だ。だが。


    「こんなところ、誰だれも通らなくね？」


    　校舎内部の移動に、わざわざ外階段を使う意味がない。


    　こんな校舎の隅の外階段を使うのは、よっぽどの変わり者くらいだろう。


    「と、思うだろ？　それがもうちょっと待っててみろって」


    「いいけど、もう授業始まるぜ」


    　俺はちらりと腕時計を確認した。


    　８時20分。あと10分で朝のホームルームが始まる。


    　しかし、俺たち２年の教室のある、２階の出入り口の鉄製ドア前の踊り場に、何食わぬ顔で座り込んだ多賀雄は、まるで宇宙の真理を追究する学者のように、探究心溢あふれるストイックな表情で俺に向き直って言った。


    「哲てつ太た。もうそろそろ、勝負が始まるぞ」


    　と、三階の扉が開く金属音が頭上に響いた。


    　上履きが階段を踏みしめる小気味いい音が響く。


    「よし、哲太、いまだ、上を見ろ」


    　言われるがままに上を仰ぐと、ばっちりと見えた。


    　薄緑色のパンティー。清すが々すがしく学生らしい色味だ。それが、スポーツで鍛きたえられたような、きゅっとあがったヒップにぴたりと張り付いている。


    　ああ、マッスルエロス。


    　健康的なお色気に目を奪われている俺の横で、多賀雄は、


    「ほぉほぉ。グリーンに黄色にオレンジ……。持ち主は体育会系の女子、しかもあれだな、バドミントンかテニスかラクロスあたりだろうな」


    　と、腕を組んで満足げにうんうんと頷うなずいている。


    　多賀雄の予測通りに、階段を降りて現れたのは、クラスメイトの太おお田たさんと、太田さんが所属するテニス部の女子たちだった。


    「あ、大おう城じようくん、香こう本もとくん、おはよー。こんなところで何してるのー？」


    　太おお田たさんはショートカットの頭を斜めに傾かしげながら、爽さわやかな微ほほ笑えみを浮かべた。


    「いや、男同士の内緒話」


    「何それ、ウケるー。ホームルーム遅れないようにねー」


    　太田さんは、太めの眉まゆ毛げの下のぱっちりとした目を、くりくりと悪戯いたずらっぽく動かすと、テニス部の女子たちとともに、軽快な足取りで教室のある２階へ向かって駆け上がっていった。


    「なんで、太田さん、わざわざこんな外階段を使ってんだろう」


    　目にも爽やかな新緑色の三角布と筋肉質のぽってりヒップを思い返しながら、狐きつねにつままれた思いで呟つぶやく俺に、多た賀か雄おが「しっ」と唇くちびるに人差し指を当てて黙るように言った。再びドアががちゃりと開いた。


    「理屈はあとあと。見上げてごらん。哲てつ太た」


    「おおっ」


    　短く裾すそをつめられたスカートから見え隠れするパンティーは、それぞれ、赤、紫、青のＴバックだった。Ｔバックということは、お尻しりのホッペが丸見えであるわけで。


    「すげーすげーすげーっ」


    　多賀雄が取り乱した声を上げる。


    「し、静かにしろ、多賀雄。あんまり騒ぐと、バレる」


    　冷静を装よそおいながらも、俺の目は、大福のようにぽわんぽわんの真っ白いヒップに釘くぎ付づけだ。


    「でもさ、でもさ、制服でさ、ミニスカにしてるのにさ、Ｔバックって無防備というかむしろ無謀というか、向こう見ずというか、とにかく、すばらしいよね！」


    　たしかにすばらしい。制服にＴバックというのは、意外性の驚きに加えて、未成熟の象徴の中に成熟のシンボルがあるという魅惑に満ち満ちている。


    　さっきの年相応のヘルシーなエッチもいいが、こういう官能系も正直悪くない。　


    「いつまでも見ていると、パンチラを覗のぞいてるのがバレるだろ」


    　セクシーパンツの主が俺たちの真上にきたところで、多賀雄が、俺の手を引いた。慌あわてて手すりに腕をかけ、ふたりで景色を見ているふりをする。


    「なに、ちょっとあんたら、邪魔なんだけど」


    　制服に不似合いな太いアイラインで強調された零こぼれそうにでかい目に、てかてかとグロスで光る厚ぼったい唇。大げさにデコられた携帯電話と、何が入っているのか、ぱんぱんに膨ふくらんだ化粧ポーチを手に持って、甘い香水の匂においとともに出てきたのは、隣のクラスの酒さか井いさん率いるギャル選抜の方々だった。


    　まだ幼い顔に大人っぽいメイクをしているせいで、映画『タクシードライバー』で幼い娼しよう婦ふを演じたジョディ・フォスターのような、妙な色気が醸かもし出されている。


    「なんでこんなとこで溜たまってんのよ」


    「いやいや、男子同士のボーイズトークでありまして」


    「バッカじゃないの。意味わかんないし」


    　酒さか井いさんは細く綺き麗れいに整えた眉まゆをひそめて俺たちを一いち瞥べつすると、ドアノブに手をかけたところで、ふと振り返った。


    「ああっ、そういや、あんたって、結ゆいさんの弟だっけ」


    「あ、はい。結が何か」


    「いや、超可愛かわいいよね、あの人。ぶっちゃけあたしたちの、憧あこがれだから。今度学校に遊びに来るときは声かけてくれるように、よろしく言っておいて」


    　ルックスはもちろん、妙なカリスマ性のある結は、たまに学校に遊びにくるうちに、学校中の生徒たちに知られる存在になっているようで、一部で妙な人気を博していたりもする。主にギャルと腐ふ女じよ子しという両極端なカテゴリの人たちにだけど。


    「了解っす」


    　頷うなずく俺の顔と酒井さんの色気にやられて真夏の犬のようにハァハァと息を荒らげている多た賀か雄おを、酒井さんは不ぶ躾しつけな視線で見つめたかと思うと、笑いをこらえるような顔をした。


    「あ、あと、結さんの新刊、読んだって言っておいて。あたし、ＢＬって初めて読んだんだけど……プププププ。あれってどこまで事実？　やっぱりふたりって……」


    　なんだそれ。ここにいるふたりといえば、俺と多賀雄か。そういえば最近学園モノの新作が完成したと言っていたが……。なんとなく嫌な予感を覚えて多賀雄を見ると、多賀雄も俺を見つめていた。


    「やだーふたりで見つめ合っちゃって。やっぱり……プププ」


    　酒井さんは笑いをこらえながら、ギャルふたりと連れ立って、扉の中へと消えていった。


    「俺たちの顔を見て笑ってたよな。結さん、いったい？」


    「おおよそ想像はつくけど、言葉にはしたくない感じだな」


    「まぁいいか。ここはパンツのお花畑だねー」


    　多賀雄は、地面にしゃがみ込み、体育座りをしたかと思うと、空を見上げてうっとりと鼻の下を伸ばす。


    「つーか、なんで女子たちの間で、ここを通るのが流は行やってるのがよくわかんないんだけど」


    　納得できずにいる俺に、多賀雄はドヤ顔でにやにやして言った。


    「実はね、哲太くん。現在、２階の女子トイレは故障中なのだよ。したがって、うちの学年の女子はこの近道シヨートカツトを使って、１階上のトイレに来ているというわけだ」


    　なるほど。本当にそういうことだけには目ざといな。呆あきれていると、すぐそばの扉のドアノブが回された。


    「あれれー、大おう城じようくんに香こう本もとくん、こんなところで何してるのー」


    　自然なナチュラルブラウンのボブヘアーに、ほんのりと桃色に染まった卵肌。色素の薄いナッツ色の瞳ひとみにアヒル口。


    　校舎の中から顔を出したのは、なんと、クラスの№１清純派・桜さくら井いひとみだった。


    「いや、ちょっと、あれ、あは」


    「あー、外でお話するの、気持ちいい季節だもんね」


    　桜井さんは気持ちよさげに目を細めて、秋の空気を楽しむように大きく深呼吸した。小ぶりな顔の輪りん郭かくを縁取る髪の毛は、いかにも柔らかそうな程よい焦こげ茶ちや色。毛先には、緩くカールがかかり、まるで妖よう精せいのようにふわふわと揺れている。茶色いプリーツスカートから覗のぞく、小さな膝ひざ小こ僧ぞうに、程よい肉付きのふくらはぎ。そして、柔らかそうな太ふと腿もも。


    　久しぶりに見る冬服の、長なが袖そでシャツと茶色いリボンをぐいと押し上げている胸が揺れ、大きく上下する。茶系チェックのスカートは控えめなミニ丈。その下に穿はいているのは、いったい何色のパンティーなのだろう。


    　男心とモテを知り尽くした桜井さんのことだ。やはりここは男のツボを刺激する永遠の憧あこがれ色、純白のパンティーを着用している可能性が高い。うん、白だな、きっと白だ。勝手に納得していると、


    「あ、チャイム。急がなきゃ」


    　桜井さんがちらりと腕時計に目をやった後、階段の上に目をやった。どうやら３階に用事があるようなのだが、俺たちがここにいるのが気になるようだ。そりゃあ、そうだよな。隙すき間まのある鉄階段。真下からはスカートの中がバッチリ見えてしまうことは想像に難かたくない。


    「大おう城じようくんたちは、ここにいるの？」


    「あ、うん。俺たちちょっとシリアスな話してるんで、本ほん鈴れいギリギリに戻るわ」


    　いけしゃあしゃあと言い放つ多た賀か雄おに、桜井さんは一瞬、戸惑いの表情を浮かべた。ごめんなさい。桜井さん。けれど、パンチラ狙ねらいでここにいるとバレて軽けい蔑べつされるのもつらい。


    「そうそう、ちょっと人に聞かれたくない話があって、ここで多賀雄に俺の相談に乗ってもらってるんだ」


    　噓うそついてごめんなさい。ずきりと心臓が高鳴る。


    「ふうん、じゃあ、わたしちょっと上に用事があるから」


    　桜井さんはアヒル口をぐいとつきだすとニコリと笑った。


    　よかった、バレてないようだ。


    　胸を撫なで下ろしている俺を残して、桜井さんは階段に足をかけると、無防備にも階上へと向かって行った。俺たちは、桜井さんの後姿が見えなくなると、手すりの外を向いていた体をすかさず翻ひるがえし、階段の真下へと移動する。上を見上げると、隙間から、スカートがひらりと捲めくれ、太腿がちらりちらりと挑発するように見え隠れした。


    　かなりきわどい角度になったが、スカート丈が長めのためか、まだパンチラは見られない。しかし、桜井さんのパンティーが見られるのも時間の問題だ。


    　俺は、冬服姿の桜井さんの、絵本の中から飛び出してきたか、おとぎの国から召しよう喚かんされたか、はたまた神が天界から使わせた天使かと見まがうかのような可か憐れんっぷりを思い起こして、ごくりと喉のどを鳴らすと、スカートの中身に必死に目を凝らす。


    　と、スカートの奥に、ちらりと黒い布が見えたような見えないような。


    　……まさか、黒？　黒とな？


    　黒といえば、大人下着の代表格だ。セクシー下着の急きゆう先せん鋒ぽうだ。そんな過激なパンティーを桜さくら井いさんが身に着けているだなんて。


    　ありえないだろ。イメージダウンだろ。いや？　そうでもないな。


    　むしろ、十分、ありえる……。


    　いつもその愛らしさで騙だまされてしまっているが、実のところ、桜井さんは並みの男子高生では太た刀ち打ちできない天性の悪女だ。


    　類たぐいまれなるその清純なルックスで相手を陥落後、翻ほん弄ろうして楽しむのが趣味という危険な女でもある。


    　しかし、その本性をわかっていてもときめいてしまうこの魔性。ううっ。なんて可愛かわいいんだ桜井さん。


    　あー、それにしても制服に黒のパンティーとは刺激的だ。挑発的ともいえる。


    　桜井さんは下着に関しては、見た目通りの清純パンティーではなく、意外性をアピールするセクシーランジェリーを選んだというわけだ。さすがは桜井さん。いつも一枚も二枚も上うわ手て。やはり俺などは太刀打ちできぬ恋の達人……。


    　完敗の気持ちで、はふぅと落胆のため息を漏もらした瞬間、またも階上でドアが開く。


    　桜井さん、もう戻ってきたのか。早いな。いったいなんの用事だったんだろう。


    　しかし、桜井さんのパンティーは一瞬たりとも見逃せないと、慌あわてて頭上を仰あおぐと、俺の目に飛び込んできたのは、迷彩柄のボクサーパンツだった。


    　迷彩柄だと？　誰だれだ、いったいこんな色気のないパンツを穿はいているヤツは。まぁ、俺の予想が外れていなければ、おそらく……予感的中。けたたましい足音とともに、俺の前に姿を現したのは、クラスメイトの成なる沢さわ舞まいだった。


    「およよ、大おう城じようクンに香こう本もとクンではありませんか。こんなところでいったい何を？」


    　パパラッチ舞との異名をとるクラス一の情報通の舞は、溢あふれんばかりの好奇心に目をキラキラと光らせて首を傾かしげる。


    「あー、ここってさぁ、パンチ……」


    　慣れ親しんだ舞が相手のせいか、うっかりと口を滑らそうとした多た賀か雄おの口を慌てて塞ふさぐと、ごまかした。


    「パン、学食のパンについて相談を」


    　苦しいが、仕方あるまい。女子生徒のパンチラ狙ねらいの痴ち漢かんだと認識されては、俺のこれからの高校生活がメタメタだ。


    「うぬー、待機にはまだ早いかと。まだ始業のベルも鳴ってないでありますが」


    　舞まいは、背後の学食棟を振り返り不思議そうな顔をした。


    「ところでさー、舞ちゃん、相変わらずいいカメラ持ってるねー」


    「そうなのであります。実は清きよ水みずの舞台から飛び降りるつもりで、買ってしまったのであります。ニコンＤ３っ」


    「おおっ、それってデジタル？」


    「そうであります。オークションで買った中古なのでありますが、それでも、お小遣いをはたいた次第でありまして」


    「おおっ。デジタルだったらさー。現像要らないんだよね。だったらさー、俺、撮ってよー。舞ちゃんの芸術のためならヌードになるからさー」


    　ワックスで無造作にキメているつもりが、実際はただのぼさぼさなだけにしか見えない頭をしきりに気にして撫なで付けて多た賀か雄おが言った。どこらへんをカッコつけてるんだ、コイツ。


    　しかし舞も舞で、


    「ヌ、ヌードっ？　そ、それはちょっと困るといいますか……」


    　顔を真っ赤にしたかと思うとでかい声でまくし立て始めた。


    「あー、でも、俺だけ撮られるのは不公平だよな。じゃあ、舞ちゃんのヌードを俺が撮ってフィフティ・フィフティでどう？」　


    　多賀雄が、ニタニタとした笑えみを浮かべながら舞ににじり寄り、はたかれている。


    「あらー舞ちゃん」


    　頭上から、体の芯しんがほっこりと温まる春の陽ひだまりのような声が降ってきた。


    「あ、桜さくら井いさん……」


    　階上の踊り場から、桜井さんがぴょこりとまた顔を出した。


    　スカートの中身は無防備にも丸見えだ。やっぱり黒。ばっちり黒。ちょっとでかい気もするが、それは気のせいだろう。ああ、黒のセクシーランジェリー。ああ、眼がん福ぷく。


    　思わず見とれていると、


    「およよ、ひとみちゃん、ここからパンツが丸見えでありますっ……ということはひょっとして舞のパンツもふたりに見られていたということでありますか」


    　舞が騒がしく、スカートを押さえて地じ団だん駄だを踏んだ。コラ！　騒ぐな！　舞のヤツ、余計なことを。桜井さんにパンチラ鑑賞会がバレバレじゃないか。


    「ううっ、屈くつ辱じよくであります」


    　なんだ。過剰反応だな。やっぱり迷彩柄なんていう女らしさのかけらもないパンティーを見られたのが恥ずかしかったのか。


    「大丈夫だよー舞ちゃんのパンツはぜんぜんエロっちくないからー」


    　多賀雄がフォローにもならないフォローを入れる。


    「パンティーとは女子の最恥部。うー、この辱はずかしめをどうしてくれるのでありますー」


    「パン・ツー・マル・ミエッ！」


    「あうううー」


    　多た賀か雄おが追い打ちをかけると、舞まいは断末魔の悲鳴をあげて、その場にしゃがみこんでしまった。見といてナンだが、そこまで恥ずかしがらんでも。


    　一方、桜さくら井いさんははまるで動じる様子もない。それどころか、俺たちに向かい、自らスカートを捲まくりあげた。


    　あらわになる黒いランジェリー。しかしながらやっぱりサイズがでかいような？


    　いかん。こンな神聖なモノを多賀雄ごときに何度も見せるべきではない。


    「コラっ、多賀雄、見るな」


    「大丈夫。これ、見せパンだから」


    「見せパン？」


    「そう、パンチラ防止にオーバーパンツを穿はいてるの」


    「オーバー……パンツ？」　


    　理解できずに間抜けな声をあげる。オーバーパンツってなんだ。よくわからないが、パンツでないことは確かだよな。なんでそんなものを穿いてるんだ。


    「これなら見えても大丈夫でしょ。わたし、女を安売りしない主義だから」
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    「ルール違反だ……」


    　多た賀か雄おが落胆の表情を浮かべ肩を落としてつぶやいた。


    　追い打ちをかけるように、桜さくら井いさんがアヒル口をにっと曲げて笑って言った。


    「それにしても、エッチだなぁ、ふたりとも。パンチラ狙ねらいでそんなところにいるだなんて」


    　あう。バレバレ。そしてパンツすら見せてもらえず。完全に手のひらの上で踊りまくらされてる俺たちが恥ずかしいよ。気まずい思いで多賀雄と目を合わせる。と、階上に再び人の気配がした。


    「おやー、あなたたちー。何騒いでるの」


    　３階の出入り口付近。手すりにつかまって、身を乗り出しているのは俺たちの所属する２年Ｆ組の担任教師の菅すが原わら夏なつ子こ、通称、夏なつちゃんだった。


    　一昨年に大学を卒業したばかりの24歳の新米教師。小柄で細身、舌足らずでのんびりとしたしゃべり方。


    　先生というよりも隣のお姉さん的な雰囲気で、慕したわれてはいるが、教師としての威厳はゼロだ。それでも、がんばって教師らしくいようとしているようで、カールをつけたセミロングヘアーをきりりとひとつにまとめてアップにしてはいるものの、ふんわりと垂れ下がる後れ毛がやはり緩ゆるい。


    　今日の夏ちゃんの格好は、清せい楚そな感じのグレーのスーツに中は薄いピンク色のシャツ。きちんとストッキングを穿はいているところも、大人の女の人って感じでいいな。


    　テカテカとした薄いナイロンに包まれた夏ちゃんのふくらはぎに見とれる。


    　教師というよりも、教育実習生と言ったほうがぴったりとくる夏ちゃんのオトナカワイイ姿を堪たん能のうしていると、多賀雄が俺の肩に手をかけ、すばやく囁ささやいた。


    「舞まいちゃんたちにバレちまったってことは、このパンチラスポットを楽しめるのは、もう最後なんだぞ。お前、それでいいのか？」


    　俺は多賀雄の顔と、３階の夏ちゃんを見比べる。確かに夏ちゃんのパンティーは魅力的。しかし、舞と桜井さんの視線が痛い。


    「あなたたちー、何しているの？　もうホームルームが始まるわよ。急いで教室に戻りなさい」


    「はーい、急ぎまーす」


    　桜さくら井いさんと舞とが声を合わせて、まだその場所に張り付いている俺たちをジト目で睨にらみつけながら、俺たちの教室のある２階の扉の奥へと消えていった。


    「ほら、大おう城じようくんと香こう本もとくんも、さっさと教室へ急ぐ」


    「ういっすー」


    　もはやこれまでか。しかし、桜井さんのパンティーが見れなかったのが唯一の心残り。見えたと思ったのに、見せパンだっただなんて、ぬか喜びだな。このショックから立ち直るには、夏ちゃんのパンティーしかないが……。だめだ。リスクが高すぎる。


    　俺は、後ろ髪を引かれる思いで、ドアノブに手をかけた。すると、多た賀か雄おにぐいっと肩をつかまれた。


    「俺は高校生活に悔いを残したくない」


    「マジ？」


    　多賀雄は静かに、というふうに唇くちびるに人差し指をあてた。目線を上に向ける。


    　こいつ、本気だ。俺は思わず頷うなずく。そう。諦あきらめたらそこでゲームセットなのだ。


    　ヒールが地面にあたる金属質なカンカンカンという音が響くたびに、俺の心臓はビクンビクンと波打つ。


    　そろそろか……。


    　顔をあげて見上げる。雲ひとつない青い空、スカートにざっくりと入った深いスリット。そして、ストッキングに包まれた白い太ふと腿もも。


    　お、オトナの脚だ。すりすりしたい……。


    　隣を見れば、多賀雄も俺と同じように階段に這はいつくばり、ストッキングの魅力にノックアウト寸前のようだ。このまま永遠に階段が続いてくれればいいのに。


    　俺たちは目だけで合図しあうと、さらに姿勢を低くする。


    　見えたッ！


    　グレーのタイトスカートの奥、白いレースのパンティーがちらりちらりと。


    　ああっ。大人の白。あえての白。目に沁しみ心に染みる。


    　むっちりと張ったタイトスカートの中は、こんなことになっていたとは。大人の秘密を垣かい間ま見みた気分だ。


    　しかし夏なつちゃんは、そろそろ折り返し地点にたどり着こうとしている。秋色の風に吹かれ、ラベンダーの匂においがふわりと漂ただよってきた。ああ、大人の香り。癒いやされるー。踊り場を通り過ぎれば、もうパンチラが拝めない。残り少ない幸せの白いパンチラを嚙かみ締めていると、隣の多賀雄がぼそりと呟つぶやいた。


    「楓かえでちゃんと結ゆいさんのナマ下着の価値分くらいはあるだろう？」


    「おお、前向きに検討しよう」


    　俺が頷くと同時に、ホームルームの開始をつげる本ほん鈴れいが鳴り響いた。


    　今思えば、パンチラで喜んでいたこのときの俺たちは、本当に無邪気で何も知らないまま、高校２年の夏の終わりを過ごしていたのだ。


    



    　衣ころも替がえが終わったばかりの教室は、うっすらと防虫剤の臭においが漂っている。それに加えて、女子生徒の髪から漂う甘酸っぱいシャンプーや淡いコロンの香り、男子生徒の汗の匂いに整髪料のにおいが混じりあい、不思議な調和を醸かもし出している。


    　一時限目はホームルームだ。ひとりだけ、ほんのりと成熟した大人の色香を漂わせている夏ちゃんが、出席簿を片手に教室を見回した。


    「今日から、この啓けい華か高校に、スクールカウンセラーが来ることになりました」


    　教室に微かすかなざわめきが湧わきおこる。２学期の中盤、とにかくみな、刺激に飢えているのだ。


    「スクールカウンセラーって女かな、男かな。女だといいよなー、っていうか女だよな、女じゃないわけないよな。俺は女だって信じてるぜ、お前もそう思うだろ？」


    　二学期初めの席替えで、俺の後ろの席になった多た賀か雄おが、背中をツンツンとつっついた。


    「どっちだっていいかな」


    　スクールカウンセラーか。悩みを相談するっていっても、正直オトナには話しづらい。これは俺だけでないと思うのだが、常駐させる意味とかあるのか。　


    「どっちだっていいなら、俺のために女だって祈ってくれ。ああ、もしも女でしかも美人だったら、俺は毎日通うぞ。だって無タ料ダでお話をしてくれるんだろ？」


    「お前、スクールカウンセリングの意味、わかってるか？」


    「もちろん。ふたりっきりで俺の悩みを聞いてくれて、場合によっては……むふふ」


    　ダメだ。完全に意味を誤解している。


    「まぁ、祈るくらいならしてやってもいいけどな」


    　スケベで馬ば鹿かだけど一応親友だし、パンチラスポットも教えてくれたしな。


    　俺は天を仰あおぐと、新任カウンセラーが女でありますようにと、一応願ってみた。


    　後ほど嫌というほど後悔することになるとは気がつかずに。


    「はいはい、静かに。えっと、カウンセラーの先生には、なんでも悩みを話してくださいね。なんといっても専門家ですから」


    「先生っ、アノ悩みもいいんですかー」


    　多賀雄がすかさず手をあげた。


    「アノってなんの？」


    　首を傾かしげる夏なつちゃんに、


    「アノといえば、決まってるじゃないですかー。もうアレがしたくてしたくて、毎晩悶もん々もんとしてるんすよー」


    　多賀雄のヤツ、本当に恥知らずというか、なんというか。エロ以外のことに脳みそを使うことはないのかね。さすがにクラスメイトも呆あきれて笑っている。


    「香こう本もとくん、カウンセラーの先生は、真ま面じ目めな悩みの相談専門よ？　勉強に集中できない悩みがあるとか、イジメにあっていて、学校に来るのがツライだとか」


    「マジメもマジメっすよ。アレをしすぎるせいで、勉強どころじゃないし、ずっと悶々としているので、学校にいるのがツライっす。マジで困ってるっす」


    「アレ……じゃあ、試しに相談してみるといいわ。わたしには手に負えません」


    「あれ、先生、アレがなんだかわかったんすか。やーだなぁ」


    「……ええっ」


    　多た賀か雄おは頰ほおを紅潮させている夏なつちゃんにニヤニヤした笑えみを浮かべて言った。


    「顔が赤くなってますよ。何、想像してるんすか。ゲームっすよ、ゲーム。テレビゲーム」


    　単なるオヤジのセクハラかよ。


    「……香こう本もとくん、テレビゲームは一日一時間よ」


    　完全に夏ちゃんの怒りを買った多賀雄は、16連打ばりの出席簿アタックを脳天に喰くらうハメになった。愚かなヤツだ。


    「痛いてててててててててっ」


    　頭を抱えて痛がる多賀雄を無視して教卓へと戻ると、夏ちゃんはぐるりと視線をめぐらせてにこやかに言った。


    「さーて、もう２学期も半分近くが過ぎようとしています。来年は受験だし、きっと悩みも増えることでしょう。みんなも、マジメな悩み事があったら、カウンセラーを利用してくださいねー。今、順番に各クラスを回っていますので、後で、教室にいらっしゃったらちゃんと紹介しますからねー」


    　ああ、そうか、折り返し地点か。


    　高校２年の10月ということは、ちょうどこの学校にいる期間の半分が過ぎたことになる。


    　とはいっても、来年になれば受験や就職の準備で、あっという間に１年が過ぎてしまうだろう。こんなふうにのんびりしていられるのも、今のうちだ。


    　桜さくら井いさんの清せい楚そな制服姿も、舞まいの作った校内新聞も、夏ちゃんの必殺・出席簿ゴチンも、もう１年と半年後には見られなくなってしまうだなんて。


    　ふとセンチメンタルな気分になった俺は机に顎あごを乗せると、教室を見回す。


    　ハイソックスに、校章のついたブレザー、三つ編みに野球部の丸刈り。教科書の隅の落書きに、角の丸まった消しゴム。


    　当たり前のようにあるこれらが、いつしか懐かしい思い出に変わってしまうだなんて、いまはまだ信じられない。


    　どうせ終わりが決まっているなら、それまでの間、少しでも多く、笑って過ごしたいよな。俺は、小さくため息をついてそう思う。


    　物思いに耽ふけっていると、教室のドアががらりと開いた。


    「失礼します」


    　可か憐れんな声と共に入ってきたのは、白衣に身を包んだ妙齢の美女だった。


    　……いい。


    　キリリと乱れなくまとめた漆しつ黒こくの髪に、黒目がちでつぶらな瞳ひとみ。真っ赤な口紅が塗られた唇くちびるに浮かんでいるのは、まるでキャビンアテンダントのような隙すきのない微笑。


    　身長は小柄ながら、白衣を押し上げるバストはたわわ。全身から漂う気品溢あふれるエレガンスと、豊満な肉体とのミスマッチが奇妙な色気をかもし出している。


    「あ、えっと……スクールカウンセラーの？」


    　夏なつちゃんが面食らった様子で言う。


    「ええ、姫ひめ乃のです」


    　対して、こちらはまったく動じる様子はない。完かん璧ぺきな微笑を口元に貼はり付けたまま、こくりとうなずいた。


    「おおっ、すげー美人」「う、美しい……」「夏ちゃんよりはオバサンじゃない？」「オバサンでもぶっちぎりで向こうの勝利だろ」「大人の女だ」などと、クラスメイトのやつらもざわめいている。


    　たしかに大人の女と言えば、夏ちゃんだって悪くはない。けれども、夏ちゃんが野に咲く可か憐れんなシロツメ草だとしたら、姫乃先生は、豪ごう華か絢けん爛らんで大輪の牡ぼ丹たんの花だ。ほのぼの４コマ漫画と劇画ほどにキャラの濃さが違う。


    　この姫乃先生と張り合える相手がいるとしたら……俺の脳裏に、紫ゆかりさんの姿が浮かんだ。


    　頭の中で並べ、比較検討してみる。うむ、美しさでは遜そん色しよくない。


    　しっとりとした色気では、紫さんのほうが勝っているが、姫乃先生のほうが、垢あか抜ぬけているというか、都会的な雰囲気で勝っている。おっぱいは……いい勝負。紫さんには、じんわりと滲にじみ出る母性というか、包み込むような優しさ、何をしても許してくれそうな雰囲気がある。姫乃先生は、むしろ積極的にどんどん責めて、俺を違う世界に連れ去ってくれそうな、情熱的な雰囲気もある。って俺、いったい何考えてるんだ。　


    「哲てつ太た、ヤバいな、これは期待以上ではないか」


    　多た賀か雄おが涎よだれを垂らさんばかりの顔で呟つぶやいた。


    「ああ、美人だ」


    「俺は狙ねらうぞ。哲太。ああいう美人は得てして高たか嶺ねの花すぎて、逆に男に敬遠されて、その実、寂さびしかったりするもんだ。そこに俺はつけこんでみようと思う」


    　いやいやいや、これは無理だろ。正直いって、俺たちとは、まるでレベルが違いすぎる。


    　釣堀で鮒ふなを釣ったと思ったらカジキマグロだったというか、魚肉ソーセージだと思ったら大トロの刺身だったというか、サル山に混じったミスユニバースというか。


    　いくら寂しくとも、多賀雄になびくとは思えない。


    　それに、ちょっと美人すぎはしないか。退屈な学校生活のスパイス的には、ちょっと可愛かわいいカウンセラーが赴任してくるくらいの刺激でいいのに、こうも今までの俺たちの人生とは接点のなかった人種、一言でいうと『いい女』に来られると正直、困ってしまう。目の保養にはいいけれど、これだけフェロモン過多の美人に側そばにいられると、逆に落ち着かないものだ。


    「ああ、姫乃先生。ちょうど今、お話をしていたところなので、自己紹介をどうぞ」


    　その証拠に、夏ちゃんの動きが心なしがギクシャクしている。同性を緊張させるほどの美女に、どんな悩みが相談できるっていうんだ。


    　姫ひめ乃の先生は、熟したプラムのような唇くちびるを開くと、俺たちに向かい、低めの声でゆっくりと自己紹介を始めた。


    「皆さん、はじめまして、今月から、この学校に赴任してきたスクールカウンセラーの姫乃きららです。悩んでいること、つらいことがあったら、なんでもお話してくださいね」


    　くるりと踵きびすを返すと、達筆で自分の名前を黒板に書いた。


    　姫乃きらら。なんだか名前までもがインパクト。


    「姫乃って苗みよう字じすごいねー。きららってのもすごいけど。芸能人？　芸名？　なんかゴージャスよねー。姫だしさ、姫。うん。姫って呼ぼうよ」


    　むしろ源げん氏じ名なみたいじゃねーか。声に出して突っ込みそうになり、慌あわてて俺は口をつぐんだ。いかんいかん、そういう品性を疑われるような発言は自じ粛しゆく。


    　姫は再び俺たちに向き直るとパーフェクトスマイルを崩さぬままに言う。


    「思春期の皆さんは、心に不安があると、本業である勉強にも身が入らないことと思います。生徒の心のケアは、何よりも優先されるべきなんです。ですから、いつでも、誰だれでも、遠慮なく私のところに来てくださいね。理事長にも許可をいただきまして、しばらくは、理事長室をカウンセリング室として使わせていただくようになりました。そちらにいつも待機していますから、皆さん、よろしく。うふっ」　
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    　理事長室？　ということは、豚さんの部屋か。


    　豚さんは、うちでは単なるマゾ豚だが、実はこの学校の理事長だったりする。ときどき学校でびしっとスーツを着こなした豚さんを見るたび、世の中わからんことだらけだよなあ、と思う。


    　偉い人にはヘンタイがけっこう多かったりするんだろうか。とはいえ、あいつ、美人には弱そうだからな。案の定、姫ひめ乃の先生の色気にたぶらかされて、理事長室を使ったらいいと、あっさり許可でもしたんだろう。帰ったら紫ゆかりさんにチクってやる。


    　妙に静まりかえる教室で俺はそんなことを考えていた。姫乃先生の挨あい拶さつは続き、男子生徒たちは、妙に熱のこもった目つきで、魅入られたように新任カウンセラーの話を聞いていた。

  


  
    ４　ノーパン　ブリトニー


    



    　イエロー、グリーン、オレンジ。


    　俺は今日一日で幸福な出会いを果たしたパンティーを思い浮かべながら、ぼんやりと歩を進めていた。


    　ブルーにパープル、そして赤白黒。どれもこれも選びようがないほどに魅み惑わく的てきな三角布。


    　お尻しりだってさまざまだ。桃をはじめ、ナタデココのようなふるふるヒップにつきたてのお餅もちのようなぽちゃぽちゃ尻。まん丸なの、大きいの、ぎゅっと締まったの。


    　外階段が病やみつきになりそうだ。


    　通学路を悶もん々もんとしながら歩いていると、黒塗りのメルセデスがけたたましくクラクションを鳴らしつつ、猛スピードで近寄ってきた。


    　住宅地の細い路地で、こんなスピードを出しているのはどこのバカだ。


    「あらー、あぶないあぶない」


    　と、俺の前をママチャリで走っていたおばちゃんが慌あわてて道の隅へと寄り、さっとチャリから降りた。おばちゃんの乗っているママチャリの両ハンドルには、パンパンに膨ふくれたスーパーのビニール袋が４つほどかかっている。


    　両りよう脇わきに通行人がいようとも、まるでスピードを落とす気配のないメルセデス。なんつー乱暴な運転だ。俺とおばちゃんが睨にらみつける。


    「あれれ……いまの豚さんじゃ？」


    　後部座席の中にいたのは、豚さんと女性の姿に見えたが、気のせいだったか。


    　しかも豚さんは、スーツ姿の理事長モードではなく、上半身裸に首輪という豚奴隷モードだったように見えたのだが。いや、気のせいだよな。気のせいか？　とすると、隣は紫ゆかりさん？　呆ぼう然ぜんと車を見送る俺におばちゃんも興奮した様子で、


    「危ないわねー、何考えてる……」


    　と言いかけて中の豚さんの姿に絶句している。当たり前だ。超高級車にヘンタイ。ある意味パンチのおっさんよりも怖い組み合わせだろう。


    「やーねー」


    　とりあえずド迫力のしかめっ面つらで不快感を露あらわにしたおばちゃんは、よろよろと過剰積載のママチャリをよろけさせながら漕こぎ出して去っていった。


    　やっぱり俺の見間違いじゃなかったか。だとしたら、うちの高校の通学路で豚モードでドライブなんて、プレイにしては危険すぎないか。　


    　けれども、貪どん欲よくな豚のことだ。むしろ十分にありえる。ちくしょーずるい……じゃなくって、なんてことをするんだ、豚の野郎。自分の欲望を優先するのもいいが、ほどがすぎると俺にも考えがあるからな。紫ゆかりさんだって、そうだ。少しは俺の立場を考えてくれても……いや。しかし、車の中にいた女性は本当に紫さんだったのか。でも、紫さんだったら、俺に気がついて車を止めるなりなんなりするような。


    「……家に帰ればわかるか」


    　もしも紫さんだったら、通学路でプレイするのはやめてもらうよう頼もう。


    　俺はとりあえず家路を急いだ。


    



    「暑っ。いやー衣ころも替がえしたとはいえ、ブレザー着るとさすがに暑いっすね」


    　早歩きでマンションまで帰ってきたせいか、息を乱しながら家の中に足を踏み入れると、一気に汗が噴出してきた。


    　手でパタパタと扇あおぎながらリビングルームに入ると、紫さんが、ダイニングテーブルの前で、何をするでもなくぼんやりと頰ほお杖づえをついていた。


    　白地に淡い紫色で葡ぶ萄どうの絵の描かれた着物姿で、テーブルの上には、棒の先を裂さいた箒ほうきのような竹細工と、紙がぐるぐるに巻かれた棒、足元には、豚さんがひしと寄り添っている。


    「あー、やっぱり、豚さん、帰ってきてたんすね」


    　俺はダイニングチェアの上に通学鞄かばんをどさりと置くと、とりあえず喉のどの渇きを癒いやすため、カウンターを回りこむ。キッチンの冷蔵庫を開けると、ガラスのポットからグラスへと麦茶を注ぐ。


    　豚さんは俺をちらりと見上げると、すぐに興味ないとばかりに視線を戻す。紫さんのふくらはぎに頰をすりすりと夢中で擦こすりつけると、みるみるうちに恍こう惚こつの表情が浮かびあがった。　


    「豚さんは衣替えとかないんすか」


    　今度は視線さえもあげず、あからさまに無視しやがった。親父おやじ不在のいま、この家の最高権力者は長男である俺だぞ。しかし、この豚は、どうやら俺を一番下に見ているように思えて仕方ない。このヤロウめ。ちょっと注意してやるか。


    「豚さん、家の中でプレイはいいっすけど、通学路でその格好はやめてもらえ……」


    　俺が最後まで言わないうちに豚さんは、


    「ぶうううううううううううう」


    　耳をつんざくような咆ほう哮こうを上げた。


    「ちょっ、いきなりなんすか、豚さん、ちょっと俺の話を聞いて欲しいんすけど、通学路で豚モードは……」


    「ぶうううううううううううう」


    　わざとだ。こいつ、わざと俺の話を遮さえぎってやがる。なんでだ？


    「豚さん、なんで俺の話……」


    　俺が最後まで言い終わらないうちに、豚さんは素早く身を翻ひるがえすと、70歳にもうすぐ手の届くとは思えない身のこなしでさっと逃げ去っていってしまった。


    「……なんだよ、豚のヤツ」


    　俺は麦茶の入ったグラスを片手にダイニングテーブルへと戻ると、ぶつぶつと呟つぶやきながら、紫ゆかりさんの正面に腰掛けた。


    「ねぇ、紫さんも、外でプレイするのもいいですけど、わざわざ俺の通学路で、下校時間にっていうのはやめて欲しいっていうか……紫さん？」


    　しかし紫さんも紫さんでなんだかいつもと少し違う。


    　何やら思いつめた表情で、宙を仰あおいでいる。


    「紫さん？　もしもーし、紫さん？」


    　いくら呼びかけても、眉み間けんに皺しわを寄せたまま、うわの空で反応しない。唇くちびるを半開きにして、物思いに耽ふけっている。


    　紫さん、どうしたんだろう。俺は物思いに耽ったままの義母をそっと観察する。


    　かすかに青ざめたような肌は、吸い付きそうに滑らか。今にも涙が流れ出しそうにしっとりと湿った瞳ひとみに、濡ぬれた唇と、その間からちらりと見える赤い舌。息がかすかに乱れ、熟しきった果実のような甘ったるい吐息が漏もれている。


    　いつもはきちんとまとめられている髪が崩れ、後れ毛が２、３本、首筋に張り付いている。なんだか妙に悩ましい姿だ。


    　……ひょっとして、これは人妻の欲求不満というやつでは？


    　考えてみれば、親父おやじと再婚してもう半年近くが経たつ。それが、これだけ放ほうっておかれて、相当欲求不満が溜たまっているに違いない。ごくり。俺は思わず息を呑のむ。


    　いくら豚さん相手のＳＭで解消される部分があるとはいえ、紫さんも女王様である以前に女であるわけで、溜まってしかたない日もあるだろう。


    　ああ、俺が解消させてあげられたらいいのに！


    　っていま、何を考えた？　相手は紫さんだぞ。親父の嫁さんだぞ、俺の義か母あさんだぞ。


    　ダメだダメだ。俺は疚やましい気持ちを振り払うように首を振ると、気を散らせるために机の上に置かれた竹細工を取り上げた。


    　なんだろう。これは工芸品だろうか。箒ほうきのような、茶道のお茶をかき回すヤツの先端を切ったような形状のそれを見つめて俺は首を傾かしげる。


    「……それは、ササラというんです」


    　俺の心の声が通じたのか、紫さんがぼそりと呟つぶやいた。と、どこからか、カサカサカサ、という音をともに、豚さんが戻ってきて、紫さんに向かい、お尻しりを突き出した。


    「ササラ、っすか？」


    「ええ、ササラです。基本的には、食器などを洗浄するための用具なんですが、和風にＳＭをするときにお道具として使うことにしていますの」


    　紫ゆかりさんは、豚さんに向かい、振りかぶると、すばやく打ち下ろした。バチンと、肉を打つ音が響く。豚さんはびくりと震ふるえ、悩ましげに身をくねらせた。


    「はぁ」


    　試しに自分の二の腕を先で打ってみたが、確かにバラ鞭むちのような感触だ。


    「もうひとつ、こちらは箒ほうき尻じり。ササラと違って本格的な拷ごう問もん道具です。江戸時代に、罪人として疑いをかけられた者に自白させるために使ったりしていたものです。竹を割って麻糸で補強して紙こ縒よりを巻いただけのシンプルな道具なんですが、軽い割りに衝撃が強くて……手加減をしないと肌が裂さけたりもしてしまうんです……よっ。あら？　裂けないわ。もっと強く叩たたかないといけないかしらねぇ？」


    　紫さんは、豚さんの尻を箒尻で強く打ちつけた。


    「ぶひひひひひひっ」


    　さすがは拷問専門具。痛みに耐えかねて豚さんは床に崩れ落ちる。


    「肉を断って骨を打つっ」


    　ビシリ。尻と尻の間に箒尻が思い切りヒットした。


    「ぶひっ、ぶひっ。ぶひっ─────」


    　豚さんが嘶いななき叫ぶ。それと同時に、エナメルのパンツの中心部がバリッと裂けた。


    　うはあ。


    　初老男性の適度に枯れながらも肌つやのいいヒップ。しかも恍こう惚こつ顔。なぜにこうも豚さんは俺をイラっとさせるのか。


    　紫さんは、俺の不快感も知らずに、Ｏの字の形にぱっくりと開いたエナメルパンツを横目で見ながら、淡々と語り続ける。


    「革かわや金属でできた拘束具を使い、鞭で責めるプレイを見慣れていた欧米の方たちには、麻あさ縄なわで緊きん縛ばくし、箒尻などで打つ日本式のプレイはとにかく目新しかったようで。わたくしがかつて評価を得たのも、実力というよりは、ただ物珍しさだけだったのかもしれませんわ」


    　そこまで話すと、ため息を漏もらしながら、遠くを見るような目をした。


    　紫さん、やっぱりなんだかヘンだ。苛いら立だっているようにも、落ち込んでいるようにも見える。こういう時に紫さんの心や体を慰なぐさめるのは、親父おやじの役目だろうが、あの役立たずはいま、アフリカ大陸の砂漠を横断しているはずだ。


    「紫さん、あの、俺でよければ……」


    　性的欲求不満の解消はできずとも、悩みを聞くことくらいは俺にもできる。


    　おずおずと切り出すと、紫さんはキラリ、と目を光らせた。


    「やってみます？」


    「へ？」


    「箒ほうき尻じり体験ですわ」


    「ええっ、マジですか。これ、ですよね」


    　手て練だれＭの豚さんでさえも、まだぐったりと床につっぷしているほどの威力の箒尻だ。俺のような素人が打たれた日にはどうなってしまうのだろうか。


    　びくり。俺の中の何かがむくりと鎌かま首くびをもたげた。


    「これって痛いですよね」


    「ええ、ものすごく」


    　びくり。さらにその何かが反応する。どうしたんだ、俺。しかし、心の半分ほどは、やってもいい気持ち……むしろやってもらいたい気持ちに傾いているような。


    「うふふ、冗談ですわ。哲てつ太たさん。だから、そんな怯おびえた顔はやめてくださいな。哲太さんみたいな初心者に使う道具ではありません。まぁ、どうしても、というなら一発くらい試し打ちをしてもいいですけど」　


    　そういう紫ゆかりさんの目は笑っていない。ごくり。俺は息を呑のむと、勇気を振り絞って言った。


    「……じゃあ、試しに一発だけお願いします」


    



    　痛たたたたたたたた。


    　夕食を終えた俺は、ベッドでうつ伏せになると、まだジンジンと痛む尻しりっぺたを抱え、悶もん々もんと悩んでいた。


    　いったいなぜに、俺は箒尻で打たれることをいいとしてしまったのだろう。


    　痛たたたたたたたた。


    　案の定、気持ちよくなどまったくなく、しかも数時間たった今、打たれた部分は立派な痣あざになり、かつ打撲の後遺症でまだ痛くて仕方ない。今日はうつ伏せで寝るしかなさそうだ。


    　しかし、やっぱり俺はヘンだ。打たれてみたいと思うだなんて。あれがエロだと感じてしまうだなんて。


    「……ナナちゃんでも見るかな」


    　俺はふと浮かんだ疑惑を取り消すために慌てて大好きなアイドル女優・北ほう条じようナナの写真集に手を伸ばすとページを捲めくった。


    　ファースト写真集での一番のお気に入りは、白いワンピースのショットだ。浜辺でこちらに向かい手を差し出してのパーフェクトスマイルに、セーラー服姿でブランコに乗り、股またの間から見え隠れする眩まばゆいほどに真っ白いパンティー。ああ、可愛かわいい。胸とその下、脚の付け根のマイソンがカッと熱くなり、いてもたってもいられない気分。


    　心臓をばくばく言わせながら、俺は怖こわ々ごわと最新写真集を手に取った。


    　通算４冊目にして『サディスティック77』と銘打たれたそれは、それまでの清純なナナちゃんのイメージを覆くつがえすような過激なものだ。№１清純派として名高いナナちゃんが手ブラなどの大胆ポーズに挑戦したことに加え、ボンデージスーツやエナメル素材などのＳＭを彷ほう彿ふつとさせるセクシーな衣装に、鞭むちや手錠なんかの小道具までも使ってしまっている。


    　なんでも、この写真集を撮影した海外の有名なアーティストが、紫ゆかりさんのプレイからインスピレーションを受けたらしい。俺も紫さんの調教の二次的恩恵にあずかっていると言うことか。


    　といっても、チラリズマーな俺は、記念に買ってはみたものの、目の保養にも実用にもいまいちで、なんとなく仕舞い込んでいたものだ。露出度はピカイチながらも、俺は正直この写真集で興奮したことはない。しかし、このところのエロでエロでたまらない俺なら、興奮してしまいそうな気がする。


    　もしもこれで反応したら、俺の頭はエロに侵されているということだ。


    　そうだったらどうすればいいのだろうか。俺はこれから一生、延々とエロに支配されて生きていくのだろうか。パンチラで興奮し、ＳＭでヤケドしているくらいならばいいが、もっとイリーガルだったりアブノーマルなものに興奮してしまったらどうしよう。いまの俺のこのエロ敏感ボディでは、絶対にないとは言い切れない。


    　しかも、俺の家族は特別だ。普通の家族と違って、性的モラルの非常に低いきょうだいふたり。あのふたりに弄もてあそばれて、俺の中の怪物が目覚めてしまったらどうしよう。今まで抑えられていたものが、溢あふれ出して、とんでもなくインモラルな事になってしまったら、この家族は……。


    　けれども、この悶もん々もんとした気持ちのままでいるのも辛つらい。昼間から心を覆おおっている暗あん澹たんとした予感に白黒つけるべく、というか、例のあの日課をしちゃおうかな？　という出来心で『サディスティック77』のページをめくろうとした。


    　その時、ドアが外側から叩たたかれる音がした。


    「哲てつ太た、ちょっと入るけどいい？」


    　この声は結ゆいだ。


    「あ、は、ひゃい！」


    　慌あわててベッドの上に転がった写真集を、掛布団で隠す。気のせいか、ムンムンと男臭が立ち込めている気がする。慌てて窓を開けると、焼け石に水だとわかっていても、手でパタパタと扇あおいで空気を攪かく拌はんする。


    「いい？　入るわよ」


    　言うが早いか、ドアが開き、ぶかぶかのＴシャツをワンピースのように身に着けた結が入ってきた。お風ふ呂ろ上がりなのか珍しくすっぴんで、濡ぬれ髪を無造作に頭のてっぺんでお団子に結わいている。


    「返事が遅いのよアンタ。なんかあたしに見られたら気まずいことでもしてたわけ？」


    　メイクをすべて落とした結ゆいはいつもよりも少し幼い表情で、口を尖とがらせた。


    「いや、そのっ、別に」


    「まぁ、いいけどね、健康な思春期男子だもんね。そりゃあ、一人遊びくらいするわよねー」


    　結はくすりと笑うと、俺の隣、ベッドに勢いよく腰掛けた。Ｔシャツの下で、胸が重そうにぶるんと揺れた。長めの裾すそが持ち上がり、健康的にパンパンに張った太ふと腿ももが露あらわになる。しかもよく見ると、胸の先端あたりが、かすかにポチっとしているような……。


    　ひょっとしてこいつ、ノーブラか。　


    「ででで、いったいなんの用事で」


    「あのね、ママのことなんだけど、最近ちょっとおかしいと思わない？　すっかりふさぎ込んじゃって。いったい何があったのか、あんた心当たりない？」


    　結が心配そうに首を傾かしげたが、俺は正直、それどころではない。むき出しの太腿とノーブラの胸とのどちらを見ればいいのか、というかどちらも見ちゃいけないんだろうけど、どちらにも勝手に視線が向いてしまう。


    　ただでさえ俺の中でエロが溜たまっているというのに、この結の無防備さはどうだ。よりによってスッピンだ。ギャルの苦手な俺の、対結の唯一のストッパーはあの濃すぎるみょうちくりんメイクだというのに。


    　何も施ほどこさずともぱっちりと大きい二ふた重え瞼まぶたに、すらりとした鼻筋。口角の上がった勝ち気そうな唇くちびる。ああ、結、可愛かわいいよ、結。


    「ちょっと、なに、見つめてるのよ。スッピンなんだからやめてよね」


    　思わず無言で見とれていると、結はあろうことか、頰ほおを淡く染めた。珍しく素直な反応。化粧と一緒に暴力性も洗い流したのだろうか。


    「いや、結のスッピン、可愛いなぁと思って」


    　俺も思わず本音がポロリとこぼれる。


    「は？　あんた急に何言ってんのよ」


    　結は頰を赤く染め、強がりながらも恥ずかしそうに下を向いた。Ｔシャツの両胸の先端がさらにくっきりと浮き出し、洗いたての髪の香りが俺の鼻をくすぐる。


    　おいおいおい。なんだこの雰囲気は。


    　なんだか今日の結は可愛すぎる。欲望に抗あらがえずに、俺は結にそっと近づいた。顔がアップになる。整ったアーモンド形の目が俺をじっと見つめる。思わず結の肩に手を伸ばす。ああ、こんなに大胆になっている俺、どうしてしまったんだろう。しかし、もう知るもんか。可愛すぎる結のせいだ。肩先に指が触れた。その時。


    「ママの件、何かわかりましたかー」


    　のん気な声とともに、ドアが開かれ、楓かえでちゃんが顔を出した。


    「あうっ、あわっ」


    　俺は結ゆいの肩にまわしかけた手を慌あわてて元に戻そうと引っ込めるが、完全にバランスを崩し、結のほうへと倒れ込んでしまう。


    「ぎゃ─────！」


    　俺に体を思いっきり押される形となった結は、後ろ向きに倒れこみ、床へと転がった。


    「うわ、すまん、結」


    「痛いった～。すまんですんだらね、警察はいらないのよッ」


    　さっきまでのしおらしい態度はどこへいったのか、床に転がったまま俺を鋭い目つきで睨にらみつける。しかし、俺はそれよりもむしろ、捲めくれあがったＴシャツの腿ももの付け根のサプライズに気を取られ、硬直状態だ。


    　え？


    　両脚を開いて床に尻しりをついた状態でＴシャツから露出した腿の間、本来あるべき最後の砦とりで、簡単に言うとパンティーが……ない!?　いや。ないのはパンティーだけじゃない。なんにもない。


    「え？　つるつる？」


    「わーっ!!」


    「うわー、結お姉ちゃん、脱毛ですかー。ブラジリアン～」


    　楓かえでちゃんが目を丸くする。


    　俺の視線の先に気がついた結は、慌ててＴシャツをずり下ろすと、勢いよく立ち上がった。


    「イヤー！　嫌嫌嫌嫌───!!　あんた～、見たわね？　信じられない。今すぐアンタの記憶から消去しなさい、デリートよ、デリート。Delっ、DelDelDel[image: ]」


    「いえいえ、見てません見てません。見えませんでした」


    　さすがに本当のことなど言えない俺に、結がまくし立てる。


    「セレブはみんなやってるんだからっ。知らないの？　パリスだってブリトニーだってそうなんだからしかたないじゃないっ」


    「おかげで超まるみえでしたー」


    　楓ちゃん、追い打ちをかけてどうする。


    「うるさい、楓、黙りなさいっ。で、哲てつ太た、あんたどうやって記憶を返してくれるわけ？　なんならあたしが脳のう髄ずいをぐきっとすれば、すべてが真っ白！　強制終了よッ!!」


    「いえ、見たといえば見ましたが、見てないといえば見てないというか……太ふと腿ももの延長というか下腹の続きというか」


    「それを見たと言うのよーっ」


    　結は指をぽきぽきといわせると、俺の後ろに素早く回り込み、俺の首に腕を回してヘッドロックをかけた。


    「ちょっとアンタさ、あたしの恥部を見たお詫わびにママと腹を割って話してみなさいよ」


    　結ゆいは俺の首をギリギリと締め上げて言う。


    「げほっ、なんで俺が？　そういうのは、長女の役目ではないかと」


    　喉のど仏ぼとけに腕が食い込んだ。


    「だってママが、あたしに腹を割るわけないでしょ……さぁ、楓かえでちゃん、あたしが押さえてるから、哲てつ太たが許してくださいっていうまで好き勝手いたぶっていいわよっ」


    　結はそのまま俺とともに背後に倒れると、手脚を絡めて固めた。　


    「わーい。プロレスごっこ、大好きですー」


    　楓ちゃんはちょこちょこと俺の元へと近寄ると、こちょこちょと脇わきをくすぐりはじめた。


    「ひゃ、ひゃはははは、プ、プロレスって楓ちゃん。それは反則っ、ふひひひひーっ」


    　笑い転げる俺の頰ほおに、ホールド体勢の結のバストが触れる。ああ、結のバスト。そしてさきっぽ……じゃなくってくすっぐったっ……。


    「あれれ、哲太お兄ちゃん、なんだかちょっと息が荒くなってますー」


    「イテテテテ、結、髪の毛、痛いってば、イテテテテ、抜ける、抜ける」


    　結は俺の頭髪を草むしりのように思い切り握り締めると、容赦なく引っ張り始めた。


    「あんたの親父おやじさんみたいに気の毒な感じにしてやるんだから」


    　ああ、たしかに俺の親父はちょっと頭髪が残念な。しかしそれは本人的にも不本意であるはずで。親父の頭髪を思い出した瞬間、脳裏にさっきのあれが再びよみがえり……。


    「ああっ、つるつるだけはやめてくれーっ」


    「つるつるつるつるうるさいのよっ。髪の毛と一緒にあんたの記憶も抜いてやるんだからっ」


    「いやいや、記憶は抜けないからっ」


    「じゃあ、楓は下半身をヌイてあげるです──」


    　楓ちゃんが俺のウエストに手を伸ばしたかと思うと、トランクスを部屋着のジャージごとすばやくさげた。パンツの上からベイビー俺をがしりとつかむと、スライドさせる。


    「あうっ、ヌくって、俺たちはきょうだいで男同士、ってあれ？　イテテテテッ」


    「抜ける、抜けるって言ってくださいー」


    「楓ちゃん、それは意味が違うから、イテテテテッ」


    「れっつ、ぬきぬきー！　わー。伸びてます伸びてます」


    「ああっ、や、やめてー」


    「そうよ！　いいこと思いついた。あんたもココを脱毛なさい？　それでおあいこよ」


    「あいこじゃないっすよ、イタタタタっ。ああっ、ガムテープ？　なんで？　あひっ。イタタタタっ」


    　結は床に転がった俺の上に馬乗りになると、ハムスターのようにすっかり縮こまった可哀かわい想そうなチビ俺にガムテープを貼はり付け、一気にはがした。


    「あふーっ、あはううっ、あふううっ」


    「あははー、抜けた抜けたーっ」


    　結ゆいが俺をまたいだまま立ち上がると、高笑いをあげた。


    　ああ、結、怒りに我を忘れるのはいいが、見えてるぞ……。


    　その瞬間、俺の中で何かがはじけた。


    　あはははは、たいへんだ──。おっぱいが揺れているー、頭上にはー、ノーパンの股こ間かんが──!!　


    「嫌がっていながらも、こっちのお兄ちゃんは正直ですー。くすくすくす」


    　俺の脳の中のエロ記憶領域が完全に容量オーバーになる警告音が響く。そして俺の脳はフリーズした。


    　結、ごめん。神様、ありがとう。

  


  
    ５　女教師　誘惑


    



    　眠い。ひたすらに眠い。ああ。昨日は遅くまで、結ゆいにつき合わされてしまった。


    　秋の透明な空気の下、頭上で燦さん々さんと輝く太陽を恨みがましい気持ちで見上げながら、俺は学校への通学路を歩いていた。


    　昨夜俺がフリーズ＆トリップした後、待っていたのはインモラルな行為でも、禁断の関係でもなかった。ぐったりと脱力している俺に、「あたしのノーパンを見たんだから、もっと恥ずかしい目にあわせてやる」と断言した結は、さまざまな破は廉れん恥ちポーズを要求した。屈辱のＭ字に羞しゆう恥ちのＹ字バランス（もちろん全裸で）、さらには男のプライドずたずたのＬ字開脚（座ったまま左脚は横に、右脚は90度天に向かって突き上げる。もちろん……）までもだ。


    　俺を辱はずかしめつつも、自らの漫画の参考用のポーズを心ゆくまで写真撮影するという、結にとっては一粒で二度美お味いしい復ふく讐しゆうが終了したのは、外がうっすらと明るくなってきた頃ころだった。


    　結果、ほぼ徹夜。


    　眠いし、薄毛になってしまったアソコはなんだかむず痒がゆい。最近、調子がくるうことが多いな……太陽のバカ野郎。目を細めて八つ当たりをしていると、


    「大おう城じようクンー、おはようでありますーっ」


    　背後からハイテンションな朝の挨あい拶さつに襲われた。振り返らずともわかる。このオタクくさいしゃべり方は舞まいしかいない。


    「……おはよう」


    　真夏のサンルームと、真冬の体育館ほどに温度差のある挨拶を返すと、朦もう朧ろうとしたまま、ひたすら校門へと向かう。


    「およよー、今日の大城クンは、なんだか元気がないでありますねー」


    　朝は普通はアンニュイなものだろ。ハイなのは周りを見回してもお前だけだっつーの。突っ込む元気もなく、ただおざなりな愛想笑いを顔に貼はり付けて返事の代わりにする。


    「妙に憔しよう悴すいしているようにも見えますが、寝不足でありますか」


    　舞が首を捻ひねった。


    　刹せつ那な、脳裏に昨日の羞恥的なポーズが浮かぶ。


    「そ、そんなことねーよ」


    「うぬぬー、なんだかいま、ギクリとしたでありますね。なんだか、怪しいのであります」


    　舞が上目遣いに俺を見上げ、口を尖とがらせた。


    「あ、怪しくなんかねーよ」


    　ヤベ、否定する声がうわずって裏返ってしまった。


    「そうそう、怪しいといえば……」


    　舞まいが何かを思い出したように目をしばたかせた。


    「なんだよ。どうした？」


    　俺は話題がそれたことにほっとしつつ、先を促うながす。


    「姫ひめ乃のきららについて取材を進めているんですが、これが不可解なのであります」


    「あー、あの美人カウンセラー」


    「なぜか、検索しても、聞き込みしても、まったく履歴情報が出てこないのであります。スクールカウンセラーということですが、前にどこの学校に勤務していたのかさっぱり……どうやら理事長の肝いりで、ごり押し赴ふ任にんだということだけは判明したのでありますが」


    「理事長というと豚さんか」


    　昨日の豚モードでの暴走ドライブといい、なんだか妙な動きだ。


    「それにでありますが、昨日から理事長室を使って始まったカウンセリングですが、カウンセリング中、部屋の中からこの世のものとは思えない叫び声や、咽むせび泣く声が聞こえてくるという噂うわさもあるのであります。しかも、そのカウンセリングの後、生徒の様子がおかしいとも……」


    「叫び声？　それはなんつーか、尾ひれがついているような気がしないでもないんだけど……」


    「いいえ、本当であります。なぜなら舞も、頰ほおを涙に濡ぬらした男子生徒がカウンセリング室から出てくるのを確かに見たのでありますっ」


    　舞は俺の鼻先に人差し指を突きだした。


    　というか、アレはなんだ？


    「なぁ、舞、それもおかしいけど、あれもおかしくないか」


    　昇降口の辺りを指差す。俺の指先に視線をやった舞が、得意げに尖とがらせた唇くちびるをゆるゆると開くと、アルファベットのＯの字の形に口をあんぐりと開いた。


    「……あれは、いったいなんの行列でありますか」


    「さぁ、なんだろうな」


    　俺は目の前の光景に首を捻ひねった。


    　柔道着を身に着けた面々やピチピチのユニフォームを身にまとったレスリング部のヤツらに、まわしを締めた相撲すもう部まで、校内の肉弾派が連れ立って、ぞろぞろと行進をしていた。なんの行列だ。それにしても、このむさくるしさは異常。スポーツマンとは爽さわやかな存在のはずではないのか。


    「うぬー、マッチョパレードでありますか。それとも、ガチムチデモ？」


    　体育館オールナイト営業希望とか、スポーツ飲料の出る給水機設置とかそういうのを求めて……いや、ないだろ。


    「んんん？　およよ？　真ん中にいるのはもしかして」


    　舞まいが指差した先を見ると、今日も白衣とミニスカートに身を包んだ姫ひめ乃の先生の姿があった。


    　姫乃先生主催で異種格闘技戦でも始めるつもりか。


    　思春期汁混じりの汗臭い匂においをぷんぷんとさせながら、行軍する筋肉男たちにあっけに取られていると、俺たちの姿を見つけた多た賀か雄おが駆け寄ってきた。


    「おっはよー。朝から一緒に登校なんてしちゃって、まさか、舞ちゃん、昨日は哲てつ太たの家に御宿泊？」


    「な、何を言ってるでありますかっ」


    「ということは、早朝サービスタイムを利用しての御休憩とか」


    「多賀雄クンの言っていることが舞にはまったく理解できないでありますっ」


    「またまたー」


    　多賀雄は、顔を真っ赤にしている舞の様子をニヤニヤと笑いながら見つめている。


    　本当にセクハラ好きだよな。こいつ。他ひ人とごとだけど将来が心配だ。このままの性格で社会に出て就職でもした日には、あっという間にセクハラでクビになるぞ。　


    「多賀雄、バカなこと言うのやめろよ。俺と舞がそんなことあるわけないだろ、な、舞」


    　俺が呆あきれつつ鼻で笑うと、舞は頰ほおを膨ふくらませてぷいと横を向いた。


    「っていうか、これ、すごいよねー、姫の親衛隊らしいよ」


    「へぇ、なんで多賀雄クン、舞よりも早くそんな情報をご存じでありますか」


    　舞は悔しそうだ。なんといっても、情報を制するものが世の中を制するっていうのが口癖の舞にしてみれば、多賀雄に制されちゃったんだから、そりゃ悔しくもなるよな。


    「あのねー、カワイコちゃん情報については、俺はすごいよー。今日の舞ちゃんのパンツの色も知ってるもんね」


    　多賀雄が舞の下半身にじっとりとした視線を這はわせた。


    「はうっ？」


    　舞が慌ててスカートの裾すそを押さえて多賀雄を睨にらみつける。


    「舞ちゃんのパンツはねー、今日も迷彩のボクサー。ずばり正解でしょー」


    　図星だったのか、舞がさらに真っ赤になった。なんだこいつ、今日も迷彩パンツか。もっと色気のあるヤツを穿はけよな。


    「まだ昨日、赴ふ任にんしてきたばっかりだぜ。もう親衛隊？」


    　美人なのは認めるけれども、それにしても着任早々ファンクラブとは、なんとなく気持ちが悪い。だって、いくら綺き麗れいだといっても、俺たちにしてみたら、自分の年よりも、母親の年に近い女の人だぜ。


    「いやいやいや、なんでもカウンセリングがとにかくすごいらしくって、一度受けると、もう、つまんない悩みなんてぶっ飛んじゃうんだって。それで、姫ひめ乃の先生すごいっていうんで、みんな姫にメロメロになっちゃうらしいよー」


    「へー、これまたすごい話だね」


    「というわけで、俺も今日、カウンセリングの予約を取ってみたりしてー。ああっ、楽しみだなー」


    「は？　お前がカウンセリング？」


    　学校一悩みとは無縁な男だと思っていたが。


    「それがさー、もう、ひと月先までほぼ予約で埋まっちゃってるらしいんだけどさ、昨日の放課後に姫から話しかけられて『あなた、悩みがあるわね、明日の放課後、理事長室へいらっしゃい』なーんて、逆指名を受けてしまいましたーっ。ヤバいねー、俺の孤独がなんか姫の心の琴きん線せんに触れてしまった的な？　みたいな？　いひひー」


    　多た賀か雄おが孤独を抱えていたとはまったくもって知らなかった。それにしても、カウンセリングか。本当に効くなら、俺もちょっと受けてみたいような。


    「あ─────っ」


    　と、突然、舞まいがすっとんきょうな声をあげた。


    「アレ、ひとみちゃんではないですか」


    　なぜか、桜さくら井いさんが姫乃親衛隊に囲まれているところだった。その真ん中から、姫乃先生がついと姿を現したかと思うと、桜井さんに何か耳打ちする。


    「いったいどうしたですかねー」


    　舞がカメラを構えてシャッターを切った。


    「あ、解放された」


    　舞が困ったように首を傾かしげている桜井さんに駆け寄る。


    　俺と多賀雄も、続いて近寄っていった。


    「ひとみちゃん、どうしたでありますかー」


    「うんー、授業が始まる前に理事長室にカウンセリングを受けに来いって呼び出されちゃった」


    「およよ、なんででありますかねー」


    「なんかねー、カウンセリングが必要だって。自分では必要性をまったく感じないんだけど。わたしは自分のメンタルもフィジカルも人生も、とっても上手にコントロールできてるし」


    　桜井さんも不思議そうに首を傾げて言う。たしかにその通り。桜井さんくらいの生き方上手はこの学校にいないんじゃないかと俺も思う。


    「早く行かないと授業始まっちゃうから、行こ」


    　くるりと踵きびすを返すと、ふわりとシャンプーの香りが匂におった。


    　あふ、いい匂い……。


    　俺が無意識にその香りを肺いっぱいに吸い込み、深呼吸していると、舞まいがぐい、と顔を近づけてきた。


    「うぬぬー。なんだか、舞の事件レーダーが、ビンビンに反応しているのでありますっ。不ふ肖しよう・成なる沢さわ、理事長室を偵察してくるでありますっ」


    



    　桜さくら井いさんと舞とが戻ってきたのは、１時限目の英語のリーダーの途中だった。


    　授業をサボらせてまでするカウンセリングってなんだ？


    「君たち、遅刻の理由は？」


    　30分以上遅れて教室に入ってきた桜井さんと舞に、パンチパーマの英語教師、パンチこと、加藤先生が眉まゆをしかめて注意する。


    「あの、カウンセリング室に呼ばれたであります……」


    　舞が妙にもじもじと体をくねらせて言う。


    「カウンセリング室ぅ？」


    　パンチが竹し刀ないを床に突き刺しながらさらに眉をしかめた。


    　このパンチこと、加藤先生は、英語教師のくせしてなぜかいつもジャージ姿で竹刀を片手に持っている。どうやら体育教師に憧あこがれているらしいし、ぱっと見は体育教師にしか見えない。ちなみにパンチはパーマ屋さんでかけているのではなく、天然パーマらしい。いったい何をどう偽装したいのか。


    「はい……そうです」


    　桜井さんもなんだか惚ほうけた様子だ。アヒル口を力なく半開きにして、目に力もない。


    「なんで授業よりもカウンセリングなんだ、えっ。誰だれがそんな勝手なことを」


    　パンチが不愉快さを隠さずに言う。


    「姫ひめ乃の先生に呼ばれたであります」


    「ふたりともか？」


    「はい……姫乃先生に……ああっ」


    　言い終わらないうちに、桜井さんは突然、自らを腕でぎゅっと抱きしめながら、床へとしゃがみこんでしまった。


    「さ、桜井っ、どうしたっ、貧血か？」


    「ええ……あふぅん」


    　床にうずくまった桜井さんは息も絶え絶え、なんだか妙に艶なまめかしい。


    「具合が悪いなら、カウンセリング室じゃなく、保健室だろう。保健委員、桜井を保健室へ連れていってやれ」


    　色っぽい様子の桜井さんに、パンチはなぜかドギマギとした様子だ。しかも、ドサクサにまぎれてちゃっかりと、桜井さんの腰に手をかけようとしている。このエロ教師め。


    　パンチの毛むくじゃらで野や卑ひな手が、桜さくら井いさんに伸ばされる。ああっ、桜井さんが穢けがされてしまう……。


    「だ、ダメっす！　それはダメっす」


    　俺は反射的に立ち上がると叫んでいた。


    「あ？　大おう城じよう、どうした。先生のすることが不満か？」


    　女子には比較的マイルドだが、男子には激辛のパンチが、まるで恐きよう喝かつするかのような強こわ面もてを俺に向けた。


    「いや、貧血の時はあんまり動かさないほうがいいと何かで読んだような」


    「あ？　そんなこと誰だれが言った？」


    「あれれ？　記憶違いかなー」


    「大城、お前な、あんまりいい加減なこと言ってると、いてまうぞ？　コラ」


    「……あの、先生、もうわたし、大丈夫です」


    　桜井さんは、苦しげな表情を浮かべたまま、言い合う俺とパンチの間に割って入った。


    「おお、桜井、本当に大丈夫か？　よし、じゃあ、立ち上がれ」


    　ほんのりと上気した頰ほおの桜井さんの華きや奢しやな腰に、パンチが手を回した。


    「あはぅんっ」


    　あはぅんっ？　俺は耳を疑う。いまの破は廉れん恥ちな溜ため息いきは、まさか桜井さんの口から漏もれたものではあるまい。あるわけがない。では誰だ。


    「先生、そこは……んんっ」


    　桜井さんがよがっている？　ごしごしと目をこすったが、たしかにあの悩ましい台詞せりふは桜井さんの可か憐れんなアヒル口から漏れたようだ。


    「さ、桜井、どうした？」


    　桜井さんの予想外の反応に、パンチもドキマギと戸惑った様子だ。


    「なんでも、あはっ、ちょっとだけ、なんだか体が火ほ照てって、あふうんっ」


    「ひとみちゃん、とりあえず席に着くで……ありますよ」


    　助けを出した舞まいも、なんだか呂ろ律れつが回っていない。


    「あ、はい……お騒がせしてすみませんでした、あふっ」


    　桜井さんはパンチの手を振り払うと、妙な内うち股またでよたよたと歩き始めた。それに続いて舞もまるでロボットのようなぎこちない歩き方で自分の席へと戻っていく。


    「なんかふたりとも別人みたいだな」


    　多た賀か雄おはあっけにとられた顔だ。


    「桜井さんもおかしいけど、舞も相当おかしいと思うぜ」


    　カウンセリング室で何が？


    　１時限目終了のチャイムが鳴り、パンチが竹し刀ないを振り回しながら教室から去っていく。いったいカウンセリング室で何が起きたのか、事情聴取をするために、俺は慌あわてて舞まいの席へと向かった。


    　いつも休み時間と言えば、校内のゴシップのあることないことを声高にしゃべくりまくっている舞だが、じっと自分の席に座ったままふさぎこんだ様子である。


    「舞さー、大丈夫かよ、なんか元気なくないか？」


    　俺が近寄ると、舞は病やまいに冒おかされたように、ふらふらと立ち上がった。


    「はふー。大丈夫であります……」


    　言葉だけは気丈だが、体はゆらゆらとまるで力が入っていない様子。


    「カウンセリング室でさ、何をされたわけ？」


    「カウンセリング室……なんでありましたっけ？」


    「ええっ、お前、さっき桜さくら井いさんについていってきたんだろう。姫ひめ乃の先生のところ」


    「姫乃先生？」


    「おいおい、舞、お前、大丈夫かよ。って、あれ、カメラは？」


    　いつも首からさげているトレードマークのニコンの一眼レフがない。


    「カメラ……？」


    「そう、どっかに落としたか？　ってわけないか。お前がカメラを落とすわけないもんな」


    「ああっ。カメラ、カメラ」


    　舞がビクリと跳ね上がった。きょろきょろと辺りを見回しながら、手をあわあわと動かす。なんつーベタなリアクションだよ。


    「お、おい、舞。お前いったいどうしたんだって。マジで」


    「うぬぬー、姫乃先生に没収されたカメラを取り戻さなくてはっ」


    　舞がギリギリと歯を食いしばって言う。その瞳ひとみからは、さっきまでの霞かすみがかかったような曇りが抜け、好奇心にキラキラと光っている。いつもの舞が戻ってきた。


    「姫乃に没収された？　マジか？」


    「カウンセリング室に行ってくるでありますっ」


    　教室から飛び出そうと、慌てて立ち上がったその勢いで、舞のスカートがふわりとはためく。


    　ひらりとプリーツスカートの裾すそが舞い上がり、パンティーが丸出しに……ない？


    　そこにあるのは、迷彩のボクサーパンツではなく、ぷりんとした滑らかな……尻しり？


    　これはデジャヴか？　それとも俺の周りの女子のノーパン率がなぜか局地的に上昇する神様のイタズラ？


    「ま、舞。お前、スカートの下」


    「スカート？　ああっ」


    　舞は、まるでトマトのように顔を真っ赤にして、慌ててその場にしゃがみこんだ。


    「大おう城じようクンッ、見たでありますかっ？」


    「ええっ？　あ、見たといえば見たけど。あっ、でも一瞬だったし」


    「うううっ、そんな……」


    　スカートの裾すそをぎゅっと握り締め、舞まいが叫んだ。　


    「生きて辱はずかしめは屈辱っ」


    　言うが早いか、ブレザーの内ポケットに手を入れると、手のひらサイズの鉄の塊かたまりを取り出した。パイナップルのようにごつごつとしたそれは、映画でよく見かけるアレだ。


    「ちょっ、それ、オイっ、手しゆ榴りゆう弾だん!?」


    「ピンを抜いたらサヨウナラッ」


    　舞は高々と手を突き上げると、先端についた栓に手をかけた。


    「コラっ、やめろっ、やめろってばっ。なんでそんなもん持ち歩いてるんだよ、このバカッ」


    「バカとはなんでありますかっ。みなが平和ボケをしているだけで、学校も街も戦場。ならば武装するのは当たり前というものでありますっ」


    「バカっ、日本は憲法第九条で戦争を永久に放棄してるんだぞ。とりあえず、それを離せっ。テロはゆるさーんっ」


    　とにもかくにも、こんなところで俺は死にたくない。一度もアレを経験しないままにお陀だ仏ぶつなんざ、寂しすぎる。それにだ。紫ゆかりさんと父さんにおめでとうだってまだ言ってないし、俺が死んだら結ゆいのポーズモデルは誰だれがやるんだ？　楓かえでちゃんは、一生テレビゲームで俺に勝てないままじゃないか。


    　死ぬわけにはいかん。


    　その物騒な代しろ物ものを舞の手から取り上げようと腕を伸ばす。しかし、身を[image: ]よじらせて逃れようとした舞にしがみつく形で、床へと崩れ落ちた。


    「お願いでありますっ、武士の情けをっ」


    「だー、早まるのはよせっ」


    「玉ぎよく砕さい─っ」


    「人を道連れにするなー」


    「生まれ変わったら一緒になりましょうでありますーっ」


    「とりあえず落ち着け、な、落ち着けっ……手渡さないと、スカート捲めくるぞっ」


    「イヤーッ、それだけはダメデアリマス──────ッ」


    　何が起きているのかと集まり始めた野次馬ギャラリーズの中心で、なんとか舞の手から手榴弾を取り上げる。あー、しんどい。けれど、結に鍛きたえられているせいで、前よりも揉もみ合いに強くなった気がするな、俺。


    　それにしても、なんでこいつ、手榴弾なんて持ち歩いてるんだ。銃刀法違反だろ。いや、銃でも刀でもないか。じゃあなんだ。爆発物取締法？　どちらにしても超物ぶつ騒そう。高校で手榴弾爆発だなんてした日には、明日のニュースはそれ一色に染まるだろう。間一髪で防いだ俺を誰かほめてくれ。ってええっ？


    　手のひらのパイナップルのような塊かたまりの頭の先っちょの栓が、半分抜けているではないか。


    「おわっ、これっ」


    　慌あわてて舞まいの目の前に近づけると、舞が目を丸くした。


    「うぬっ、安全ピンが抜けてしまっているであります」


    「ということは……」


    「おおよそ11秒後にどかーん」


    「うわーっ」


    　俺は無意識に腕を振りかぶると、思い切り教室の外、廊下へ向かって投げた。無機質な鉄の塊は綺き麗れいな放物線を描いてドアをくぐり、ちょうどそこを通りかかった姫ひめ乃の先生の手のひらに見事に着地を決める。ナイスキャッチ。いや、ダメだ。今すぐスローイングプリーズ！


    　しかし、手のひらのソレがいったいなんであるか、理解できないでいる姫乃先生は、物珍しげに見回している。


    「何かしら、これ」


    「あーっ、姫乃先生、どっかにそれを投げてくださいっ」


    「え？　投げる？　これを？」


    　姫乃先生が首を傾かしげた。が、もうタイムオーバーだ。手しゆ榴りゆう弾だんからは白い煙がしゅわしゅわと立ち昇りはじめた。


    「ああっ、爆発するーっ」


    　もうダメだ。絶望して叫ぶ俺に舞が首を振った。


    「爆発はしないであります」


    「ええっ？」


    「あれは催さい涙るいガス弾でありまして、殺傷能力はゼロ」


    　良かった。いや、良くない。でも最悪の事態ではないから良かったではないか。俺がほっと安あん堵どのため息をついたのも、つかの間、焼けるような痛みが喉のどを襲う。ついでに目もひりついて涙が止まらない。なんだこれ。


    　俺だけではなく、姫乃先生や舞をはじめとするクラスの皆も、体をくの字に曲げて、苦しげにごほごほと咳せき込み始めた。


    「ごふぉっ、舞、なんだよ、ごほっ」


    「煙に唐とう辛がら子しエキスがっ。ごほほほっ」


    「なんなのよこれーっ、目が痛くて開あかなっ、ごほごほっ」


    　平和だった学校がテロ騒ぎで一気に気分はもう戦争。そう。戦争はもう始まっていたのだ。


    



    　放課後、俺は浮かない足取りで、夏なつちゃんのもとへと向かっていた。


    　呼び出された先は、生徒指導室。


    　罪状は、校内で催さい涙るいガステロ騒ぎを起こした罪だ。停学か、はたまた退学か。さっぱり見当がつかない。前例もないことだろう。おそらく後にも先にも俺がオンリーワン。まったく誇らしいことではないが。　


    　行きたくないというメンタルが、ダイレクトにフィジカルに影響してとにかく足が重い。


    　はぁ。誰だれかこのネガティブマインドをサルベージしてはくれないものか。


    　もちろん、無駄に横文字を使って考えたところで、画期的な案が浮かぶわけでもない。俺はうんざりとした気持ちで、生徒指導室の扉を叩たたいた。


    「どうぞ」


    　ドアを開くと、窓辺に立った夏なつちゃんの姿があった。


    　綺き麗れいに巻かれた栗色の髪の毛。人の良さそうな垂れ目に淡い桃色の唇くちびる。俺たちが入学するとともに、教師になって、２年半。ようやく貫かん禄ろくがついてきたといえども、まだまだ太めの眉まゆに初々しさが色濃く残っている。今日はベージュのジャケットに同じ生地のタイトスカート。中に着ているブラウスはテロンとした光沢を持ったサテンの白。すっかり秋の装よそおいだ。


    　おお、今日はちょっとオトナっぽいな。姫ひめ乃の先生の転任でちょっと気合いが入ったのか、キャリアウーマン風で、これはこれで新鮮だ。


    「大おう城じようくん、こっちへいらっしゃい」


    　夏ちゃんは俺の姿を見つけると、おいでおいでするように手招きした。


    「あの、夏ちゃん、すみませんでした」


    　俺が反省の意を込めてその場で頭をさげると、夏ちゃんは深刻な顔で言った。


    「怪け我が人が出なかったからいいものの、姫乃先生は、最近増えている暴力行為が、この学校でも蔓まん延えんしているって、すごく心配されていたわ。催涙ガスを学校にまき散らすなんて、特に大城くんについては、どんな生徒なのか、詳細に報告するように、って。大城くん、学校に何か不満でもあるの？」


    「いえ、そんなことはないです。すみませんでした」


    　本当に申し訳なかったと、俺はもう一度頭を下げる。


    「じゃあ、もっと違う不満、欲求不満とか？　ねぇ、大城くん、こっちにいらっしゃいな」


    　およ。いったいなんだ。なんだか奇妙なものを感じながらも、俺は言われるがまま窓辺へと歩みよった。


    「ねぇ、大城くん、先生は、先生としてどうかな」


    　夏ちゃんは、正面に立った俺をじっと見つめると、思いつめたように切り出した。


    「ええっ、そりゃ……ちょっと頼りないけど、でも、まぁ、それなりっていうか。まぁいい先生ではないかと」


    　夏ちゃんは、口を閉じたまま、目だけで微ほほ笑えむと俺の肩にコツン、とおでこを当ててもたれ掛かった。


    「な、夏なつちゃん、どうしたんすか」


    　にじり寄る夏ちゃんを慌あわてて押しのける。


    「ああっ、わ、わたし、何してたのかしら。ごめんなさい。今のは忘れて」


    　夏ちゃんは慌てた様子で、俺からいったん離れた。かと思うと、今度は俺の手をとり、むんずと自分のおっぱいに持っていった。


    「ちょっ、夏ちゃん」


    　ど、どうしたんだいったい。突然のスキンシップ・トルネードに体を固くする。


    「お、大おう城じようくん、なんだかわからないけど……体が勝手に」


    　夏ちゃんは、そう言いながらも、さらに強く自分の胸に俺の手を押し当てる。


    　おおっ。ぽわんとしたこの感触。手のひらから広がる夢心地。


    「ああっ、好きなように、触ってもいいのよ……いえっ、何を言っているの、わたし。ああっ、揉もんで。いえっ、揉まないで。いえ、揉んでいいわ」


    「夏ちゃん、いったい俺はどうすれば」　


    　しかし、俺の意志など関係なく、夏ちゃんは自分の胸に置かれた俺の手のひらをぎゅと握り締めると、ゆっくりと手のひらを円を描くように動かしはじめる。


    　ああ、おっぱい、オッパーイ！　脳裏にたくさんのおっぱい浮かび上がり、まるで電球のようにチカチカと点滅を始める。


    「ねぇ、大城くん。先生、なんだかヘン。勝手に、勝手に体が」


    　夏ちゃんは片かた膝ひざを上げると内ももで俺の脚をすりすりと撫なで始めた。


    「あはあんっ。体が止まらないのーっ」


    　スカートが捲めくれあがり、ガーターストッキングがあらわになる。しかも、脚と脚の間の大いなる泉の源を、俺の太ふと腿ももにきゅっきゅとこすり付けている。というか、ひょっとして、この感触は……ナマ？　そそそそ、そんな、人の脚を使って気持ちよくなんて、大人の女の人はそんな技を持っているのですか。


    　暴走する夏ちゃんに、どうしていいやら呆ぼう然ぜんとしている俺に、夏ちゃんが喘あえぐ。


    「ああん、ダメ。先生、おかしくなっちゃう。だめよ。もうダメっ。おかしくなっちゃうー。っていうかおかしいわ。いったいわたしは何を？　ああっ、でも、止まらないーっ」


    　本当だ。夏ちゃん。おかしいよ。俺もおかしいけど夏ちゃんもおかしい……マジでおかしいだろ。


    「ちょっ、待ってくださいよ、夏ちゃん。ちょっ、ちょっとっ」


    　なんだか急に怖くなった俺は、慌てて数歩、後ずさった。しかしすぐに机に背中がぶつかってしまう。


    「大城くん、先生をもっとおかしくしてーっ」


    「もう十分おかしいですってば。夏なつちゃん、正気に戻ってくださいよ、酒でも飲んでるんすかっ」


    　無意識に背中に当たった机の上を探ると、出席簿があった。夏ちゃんの必殺技・脳のう天てん角かど叩たたきに使われるアレだ。考える暇ひまもなく俺はそれを振り上げると、勢いをつけて夏ちゃんの頭の天てつ辺ぺんへと叩き落とす。


    「あうううっ」


    　夏ちゃんは、両手で頭を抱えると、その場にしゃがみこんだ。やばい。ちょっと力を込めすぎたか。


    「……ごめん、夏ちゃん、大丈夫？」


    　俺は頭を抱えたままその場にうずくまった夏ちゃんに十分な距離をとって話しかけた。


    「ううう、痛たたたたた」


    　夏ちゃんは痛みに眉まゆをしかめながら顔をあげると、俺を見て言った。


    「あれ、大おう城じようくん、こんなところで何をしているの……たしかわたし、姫ひめ乃の先生と一緒にいたはずだったのに」


    



    　おかしい。絶対に何かがおかしい。


    　桜さくら井いさんといい、舞まいといい、夏ちゃんといい、慣れ親しんだ人々が皆、突とつ如じよ、別人のように豹ひよう変へんするのはなぜだろう。
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    　そもそも、学校の雰囲気自体がヘンだ。まるで異物でも飲み込んだかのように、息苦しく、すっきりとしない。この違和感はなんだ。と考えてようやく気がついた。


    　いつもは運動部のやつらの掛け声や嬌きよう声せいで騒がしいはずの校庭が、しんと静まり返っていた。そうスポーツの強い学校ではないが、それでも、サッカーは関東大会の常連だし、ラグビーも大学からスカウトがくるほどだ。放課後の校庭は、月曜日から金曜日までローテーションで埋まっていて、いつも活気のある歓声が聞こえている……はずなのに。


    　もう部活動も終わりの時間かと思って時計を見たが、まだ午後４時を回ったところだ。


    　何があったんだろう。俺は二の腕に鳥肌が立つのを感じながら、さっさと下校することにした。


    　教室で急いで荷物をまとめていると、ガラリと教室のドアが開いた。


    「おおっ、哲てつ太た。いいところにいた。ちょっと聞いてくれよ」


    　相変わらずのぼさぼさウルフカットの多た賀か雄おが顔をのぞかせる。


    　こいつもおかしかったりしないよな？　念のために疑ってはみたが、いつもと変わらないように見える。


    「いやいや。姫んところにカウンセリングに行ったらさー、今日は急きゆう遽きよお預けとか言われちゃってさー俺、超がっかりしてんの」


    「あー、そうなんだ。ちょっと悪いけど、俺、疲れてるから、今日はもう帰るわ」


    　先ほどの夏なつちゃんとの秘め事をいまだに咀そ嚼しやくできないでいる俺には、多賀雄のバカ話やエロ話に付き合う余裕はない。


    「ああ、違う違う。俺の代わりにお前に来いってさ、姫が。夏ちゃんに生徒指導室に呼ばれてるっていうから呼びにいったらいないしさ。教室に寄ったらいてくれて助かったよー」


    「姫ひめ乃の先生が俺にカウンセリングを？」


    「そうそう、癒いやしてもらってこいよ。悩みとか不安が一発で解消されるすご腕カウンセラーなんだぜ」


    　姫乃先生か。


    　そういえば、皆がおかしくなったのは、姫乃先生に接触した後だ。桜さくら井いさんも、舞まいも。そして夏ちゃんも。確かめにいくべきかもしれない。


    「ああ、わかった。行ってみる」


    　俺が言うと、多賀雄は心から羨うらやましそうな声をあげた。


    「いいなぁー。哲太に先を越されるとは、ちくしょー。癒されてこいよー」


    　むしろ俺は敵地に乗り込む気分なんだけどな。


    



    「失礼します」


    　一礼後、顔をあげると、ぱりっとした白衣を身に着け、椅い子すに浅く腰掛けた姫ひめ乃の先生の姿が目に入った。丈が短めで、かつ、中に穿はいているスカートがミニのせいか、黒いストッキングに包まれたすらりとした美脚が嫌でも目に入る。


    　姫乃先生は入室した俺と目が合うと、口角をあげ、妖よう艶えんな微笑を浮かべた。


    　う、美しい。


    　なんと魅惑的な微笑なのだろう。しっとりと濡ぬれた瞳ひとみを縁取る長い睫まつ毛げ。気の強そうな弓形の眉まゆに捲めくれた上うわ唇くちびる。


    　ああ、大人の女の人だ。


    　これに比べたら夏なつちゃんなんてまだ雛ひな鳥どり。桜さくら井いさんも結ゆいも舞まいも卵かそれ以前みたいなもんだ。


    　それにしても、カウンセリング室として使われている理事長室は、さすがに他ほかの教室とは違ってゴージャスな内装だ。テーブルの下に敷かれた毛足の長いふかふかの絨じゆう毯たんに、一枚板のどっしりとした机。革張りのソファーセットにシャンデリア。


    　豚さんの野郎。自分の部屋にはずいぶん金をかけてるじゃねーか。それだったら教室にクーラーのひとつも入れろっていうんだ。俺はなんとなく面白くない思いで部屋の中を見回す。すると、グリーンの絨毯に赤い染みが点々とあるのを発見した。


    　見慣れたあれはひょっとして。


    　目を凝らして確認する。やっぱりそうだ。溶けた蠟ろうの塊かたまりだった。学校でもプレイしてやがるんだな。貪どん欲よく豚め。いや、待てよ？　学校で？　いったい誰だれと？　俺の脳のう裏りに不安がよぎる。それを遮さえぎるように、姫乃先生が、すっくと立ち上がり、ハイヒールの踵かかとを鳴らしながらすぐそばに近寄ってきた。


    「大おう城じようくん、さっきのアレは何かしら。そんなにわたしがこの学校に転任してきたことが嫌ですか？　菅すが原わら先生にも、たぁっぷり絞られたんじゃない？」


    　姫乃先生はなぜか俺の股こ間かん辺りに目をやりながら言った。


    「いえ。嫌なんかでは……催さい涙るいガスの件は申し訳なかったですが、あれは事故というか」


    　大きくＶ字に開いた胸元から吸い込まれそうに深い谷間が覗のぞいている。その両りよう脇わきのふくらみはたわわな秋の果実。秋の豊作祭絶賛開催中だ。


    　しかも、姫乃先生はぐいぐいと体を寄せて、俺にその天の恵みを押し付けてくるではないか。


    　ええっ？　また？　夏ちゃんに引き続き姫乃先生までも？


    　姫乃先生は、俺の耳たぶを前歯でかぷりと嚙かむと、俺の頰ほおを摑つかんで、振り向かせた。


    「大城くん、先生のおっぱいを、じっと見て頂ちよう戴だい」


    　姫乃先生はブラウスの一番上のボタンをゆっくりとはずし始める。


    「ひとーつ」


    　ぐいとへこんだ鎖さ骨こつがあらわになった。


    「ふたーつ」


    　顔を埋うずめたらあっさりと包み込まれてしまいそうな谷間が現れる。


    「みっつ」


    　うっすらと脂肪のついた豊満な上乳が。


    「よっつ」


    　白いレースのブラジャーに包まれた、中秋の名月のようなまん丸のバストがまる出しになった。


    「いつつ」


    　形のいい縦長の臍へそがさらけ出される。


    「むっつ」


    　姫ひめ乃の先生は、赤く塗られた唇くちびるに、笑えみを浮かべてたまま、さっとシャツを脱ぎ捨てた。俺の脳裏はじんじんと痺しびれ、まるで霞かすみがかかったように、意識がだんだんとぼやけていく。


    「ねぇ、大おう城じようくん、あなた、わたしに謝ってくれないかしら」


    　遠くで姫乃先生の声が響いた。


    「もちろんです。先生、催さい涙るい弾など持ち込んで申し訳ございませんでした」


    　返事をしているのは誰だれだ……俺だ。


    「うーん、先生、そんな謝り方じゃ納得できないな。誠意を見せてくれないかな」

  


  [image: ]


  
    「誠意ですか。ええと、それではどうすれば」


    「誠意といえば、四つん這ばいに決まっているでしょ」　


    「四つん這い？」


    　姫ひめ乃の先生は、魅み惑わく的な微ほほ笑えみを浮かべたまま、こくりと頷うなずく。四つん這い……？


    　なんでそんな格好をすることが誠意に。


    「わかりました。四つん這いになります」


    　何を言ってるんだ、俺。しかし、俺の本心とは別に体が勝手に動き、両りよう膝ひざをつくと、床に手をついてしまった。ああっ、なんだこの屈辱のポーズは。


    「うふふ。うれしいなぁ。大おう城じようくんの恥ずかしーい姿が見れるだなんて」


    「はい、恥ずかしい姿を見てください」


    　だから、何を言ってるんだって。俺は必死に暴走する自分の体を止めようとするが、まるで何者かに操られているように、自由にならない。必死に抗あらがおうとしても、まるで他人の体のようで、指先ひとつ俺の意志では動かすことができない。


    「もっとお尻しりをつきあげて、そう、天井に向けてつんとなさい？」


    「あうっ」


    　恥ずかしさのあまりに声が漏もれてしまった。


    「あらー、いい格好ね。それに、いい顔してる」


    　顎あごをぐっとつかまれる。姫乃先生の吐息までも顔にかかる近さだ。まるで、蘭らんの花のようにエロティックな形状の唇くちびるが妖あやしく蠢うごめいている。青みがかった白目に、吸い込まれそうな漆しつ黒こくの瞳ひとみ。


    「先生、俺、は、恥ずかしいです……」


    「恥ずかしいの、嫌いじゃないでしょう？」


    　姫乃先生は立ち上がったかと思うと、目の前の椅い子すに腰掛けた。すらりと伸びた脚が目の前を横切ったかと思うと、頭の上にずしりと重みが圧のし掛かる。


    「ああっ」


    　俺の頭に、姫乃先生の右脚が乗っかっている。スカートの奥の薄うす暗くら闇やみの中、発光するかのような白いレースのパンティーが浮き出して見える。思わず息をのんだ。


    「何見てるのかしらねー」


    「ああっ、すみませんすみませんすみません。見るつもりはないんですが、ああっ、先生のパンティーがっ」


    「目をつぶれば見ないで済むでしょう？　目を開あけているのは、見たいからじゃないの」


    　背中にぐさりと何かが刺さる感触。ヒールで踏みにじられているらしい。


    「うひっ」


    　同時に体の芯しんがむずがゆいような、まったくもって認めたくはないが、感覚的に言うと『快』に近い反応に体がピクリと……ああっ、どうしちまったんだ、俺。


    「あら、大おう城じようくん、なかなかいい声出すじゃないの。さては調教済みだったりして……お母様に」


    　調教済みってなんだ？　お母様に？　どういうことだ？


    「い、いったい何を知って……あうっ」


    　姫ひめ乃のが立ち上がったかと思うと、素早く俺の背中の上に馬乗りになった。


    「うふふ。いろいろ知ってるわよ、大城哲てつ太たくん」


    　ぴしゃり。尻しりに鋭い痛みが走る。と、すぐにさわさわとしたこそばゆい感触。撫なでられているようだ。ぞわぞわとした快感が背筋を迫せりあがってくる。


    「高校生なのに、こんな体にされちゃって可か哀わい想そうねぇ。もう、取り返しがつかないわよね。同級生なんて、幼くってバカみたいに見えるでしょう？　そりゃあ、そうよね。あなたひとりだけ先に大人にされちゃったんだもの。わたしと一緒よ。わたしも昔、人よりも先に大人にさせられてしまったの。ねぇ、可哀想な大城くん。わたしが慰なぐさめてあげるわ」　


    　ああっ。痛い、けど、気持ちがいい。


    　普段、家で紫ゆかりさんや結ゆいや楓かえでちゃんにヤラレていることと大して変わらないというのに、なぜか体が抵抗できない。


    　なんだ、なんだこれは。尻を撫でられて腰を砕けさせてる場合じゃないぞ。


    　しかし、抵抗しようと試みるが、どうにもこうにも、体が言うことを聞いてくれない。


    どうしちまったんだ、このわがままボディーめ！


    「ねぇ、どう？　紫とどっちが上手かしら？」


    「ああ、そんな……」


    「パンツの上からじゃ、判断できない？　わがままなコね」


    　姫乃先生が俺のベルトに手をかけた。


    「それじゃあ、ナマで叩たたいてあげるわ」


    「や、やめてくださいっ、姫乃先生っ」　


    　ああっ……ああああああああっ。


    「あらあら、ちょっと反応しちゃってるみたい。うふふ、お尻をぶたれてこんなにしちゃうだなんて、立派な豚さんね。そろそろ催眠も効いてきたかしら」


    　……豚？　豚だって？　俺が豚？


    　豚さんの勝ち誇った顔が頭に浮かんだ。


    　その目は「後輩豚め」と語っているように見える。


    　……無理だ、絶対に無理だ。


    　俺の中で急にすーっと波が引き、まるで魔法が解けたかのように体が自由になった。


    「おれは豚じゃないっ[image: ]」


    　俺は、ようやく自分の意志で動くようになった手足でもがき、床を這はって後ずさる。


    「近寄るな、この魔女めっ」


    　壁際まであと一歩というところで、床に置かれた段ボールにぶつかった。


    「痛ててててっ……って、これ、なんだ」


    　ひっくり返った段ボールの中からは、色とりどりのパンティーが溢あふれ出してきた。


    「パ、パンティー」


    　なぜこんなところにパンティーが。いったい誰だれのだ。


    　定番の白やピンクや水色をはじめとして、コットン素材の花柄や、赤と黒のレースのコンビ、蛍光色のド派手なＴバックに、迷彩柄のボクサーパンツまである。


    　迷彩柄のボクサーパンツ……舞まい？


    　呆ぼう然ぜんとしていると姫ひめ乃のが、すっくと立ち上がって俺を見下ろした。


    「大おう城じようくん、いくら抗あらがっても、無駄よ。わたしの下もとに、全生徒は奴ど隷れいとなるの。男は骨抜きの豚に。そして女もいやらしいメス豚にね。『全生徒奴隷化計画』……そしてもちろん、あなたもわたしの豚にしてあげるからね。覚悟なさい？……それがわたしの復ふく讐しゆうなんだから」


    「……うるせー、俺に向かって豚とか言うんじゃねえ。俺は豚さんになんかならねーぞ」


    　俺は大声で叫ぶ。何が奴隷だ。何が豚だ。理事長室を好きに使わせている豚さん、そして姫乃の親衛隊、パンツを脱がされ、突然いやらしくなる女子たち……。催眠？　復讐？　いったい何が起ころうとしてるんだ。


    　慌あわてふためいて理事長室を飛び出そうとする俺の背中に、姫乃の呟つぶやきが忍び寄ってきた。


    「なかなかしぶといわね。大城哲てつ太た……。あなたをわたしの豚にしてから、あの女の前に現れてやろうかと思ったけど、作戦変更が必要かしら……」

  


  
    ６　タコ糸　お仕置き


    



    「この欲しがりの豚め、もっと縄でぐるぐる巻きにして欲しいというのかい？　ええ？　早く醬しよう油ゆをかけて欲しくてしかたない？　どうしようもない淫いん乱らん豚だねぇ。どう料理してやろうかねぇ」


    　俺がへとへとのよれよれになって帰宅すると、紫ゆかりさんは今日もダイニングテーブルの前に座り、浮かない顔で晩ご飯の下ごしらえをしていた。しかし。


    「紫さん、その格好はいったい……」


    　シルク地だろうか。紫色に白で中華風の刺し繡しゆうの入った胸下丈のコルセットに、乳房は丸出し、バストトップ……乳首を隠しているのは、ギリギリ隠れる大きさのスパンコールの施ほどこされたシールだけ。そのシールの中心からは白いフリンジが下がっている。パンティーはコルセットと共とも布ぬのの紐ひもパン。紐の先端には、やはりフリンジがぶら下がっている。


    「ああ、ちょっと豚さんを縛るのに、たまには気合いを入れてみようと思いまして」


    　紫がどこか上の空の様子で、テーブルの上を指差す。そこには、豚が……豚さんではなく精肉店で売っている、豚の塊肉が置かれていた。


    「チャーシューを作るのに、煮崩れしないようにタコ糸で結んでいるんですのよ。えいっ。ああ、まったく縛りがいのあるよく肥えた豚だこと。ここを結んだら、嫌らしい肉がはみ出して恥ずかしいねぇ」


    「はぁ」


    「哲てつ太たさんはチャーシューがお好きかしら？」


    「ええ、好きっすけど」


    「そうよね、成長期の男の子ですものね。チャーシューはいいですわよね、そのままおかずにしてもご飯の上に乗せてどんぶりにしても、ラーメンに入れても、細かく刻んでチャーハンにしても美お味いしいですしね？　さぁ、縛り終えたら熱い湯に入れてぐつぐつと煮立ててやるからねぇ」


    　紫さんはつらつらと語りながらも、手を休めることなく、豚にタコ糸を這はわせていく。しかもただの縛りではない。亀きつ甲こう縛りから、くもの巣のような遠心状の縛り、そして中には、器用にも『豚』の字の形に糸が這わされたものまでもがある。


    「うふふ、この食い込みがすばらしいですわね。うふふふふ……ほおら。お啼なきなさい？」


    「あの、紫さん、いいっすけど、いくらなんでもチャーシューは啼かないと思いますよ。それに、いくら美味しいといっても、これは作りすぎでは」


    　テーブルの上には、綺き麗れいに縄なわが施ほどこされた肉にく塊かいがごろりと10個ほども転がっている。さすがに作りすぎだろ。しかし紫ゆかりさんは悲しげに眉まゆをひそめたかと思うと、うわ言のように呟つぶやき始めた。


    「……でも、チャーシューはそのままおかずにしても、ご飯の上に乗せて食べても」


    「わ、わかりました。いいっす。いいっす。俺、チャーシュー、大好物っすから。これくらいすぐに食べきっちゃうっす。だから気にせずに縛ってください」


    　どうしたんだ。紫さん。これはよっぽど欲求不満が溜たまってるということだよな。


    　かといって、俺じゃ、なんにもできないし。やっぱりこれは親父おやじに助けを求めるしかないか。よし、そうしよう。部屋に戻ったら、すぐさま、親父にスグカエレのＥメールを送ることを決心した。


    「じゃあ、ちょっと俺、自分の部屋に戻ります。また夕飯で」


    「ええ。また夕飯で」


    　豚肉とタコ糸を手に、にこりと微ほほ笑えむ紫さんをダイニングに残して自室へ立ち去ろうとすると、テーブルの隅に一通の封書が置かれているのが目に入った。


    　シンプルな白い封筒で、錠じよう前まえのようなシールで封がされている。親父からの手紙じゃないよな。なんとなく気になる。


    「紫さん、これってなんすか」


    　指差すと、紫さんは、まるで電気に撃たれたように背筋を伸ばして、テーブルの上から素早く奪い取り、椅い子すの上、尻しりとの間に隠した。動きが激しかったせいか、胸の先端のフリンジが揺れる。うお。


    「なんで隠すんですか」


    「いえいえいえいえいえいえ！　何も隠してなどいませんわ。気のせいです」


    　そんなきっぱりと断言されても、隠したのは明らかだし、目だって泳いでいる。怪しいぞ。あと胸のふさふさも揺れてるぞ。やらしいぞ。


    「まさか、俺にも言えない隠し事……」


    「あの、隠すというか隠したつもりはないんですが、うっかりというか、でもたいしたものではありませんので」


    　紫さんは顔を青くして、ぶるぶると首を横に振った。胸のフリンジもそれに合わせて揺れる。いちいちそれが気になって追及できないじゃないか。


    　まさか男からのラブレターとか。欲求不満で、別の男を……。


    　もっとも、この状態で別の男からラブレターを貰もらって、紫さんが気持ちを揺れ動かしたとしても、俺はどうすることもできない。新婚だというのに、半年以上も放置しているのは親父のほうなのだ。浮気されようが、一度も同居しないまま離婚されようがはっきり言って身から出た錆さびだ。


    　しかし、それは紫さんがこの家から出て行ってしまうことを意味している。それだけはダメだ。紫ゆかりさん、欲求不満は俺が……。いや、待て俺。考えが危ないというか、エロスなほうに行ってないか？


    「紫さん、悩みなら俺に打ち明けてください」


    　なんなら肩ぐらい揉もみます。もっと別のところも……。


    「ああ、哲てつ太たさん、それだけは堪忍を」


    　おいおいおい。この展開は……もしや……俺？　俺に紫さんの欲求不満の……その、解消というか、お相手というか……ができるのか？　ああ、フリンジがまた揺れている。紫さん、そんな切なげな顔で俺を見つめて──。


    　と、その時、能天気な声が響いた。


    「きゃー、何？　珍しくママが責められてるとかって超レアなんだけどー」


    　リビングルームの向こうから、ドアを開けて現れたのは結ゆいだった。


    　衣ころも替がえも済んだというのに、タオル地のキャミソールワンピースというまるで夏の海のような格好をしている。色はもちろんドピンク。


    　結は、はばかることなく大口を開けて欠伸あくびしたかと思うと、鼻で笑う。


    「ママを責めるだなんて、哲太も偉くなったじゃない？」


    「責めてなんかないっつーの」


    　俺は邪魔されたイライラを隠しもせずに言うと、結は首をすくめて、きょろきょろと辺りを見回した。


    「ねぇ、ねぇ。豚さん知らない？　姿が見えないのよねー」


    「あー、そういやいないな、豚」


    「わたくしが最後に見たのは、朝の洗濯の時ですわ。洗濯物と一緒に干したんですが、さっき、取り込みにベランダに出た時にはもういなくって……自分で縄なわをほどくことなんて珍しいんですけど」


    　結はテーブルの下や、リビングの隅など一通り見回した後、つまらなそうにぷるんとした唇くちびるを尖とがらせた。


    「最近さー、豚さん、あんまり見なくない？」


    「そういえば、そうですわね。留守がちですけれども、あれでも一応、表の顔は、理事長ですし、お忙しいんですわ、きっと」


    　紫さんはおっとりと首を傾かしげた。


    「これがホントの遁とん走そう、なんちて」


    「哲太、アンタ、ぜんぜん面白くないわよ」


    　結は眉まゆをしかめると、俺に向かってソファーの上のクッションを投げた。


    「あぶねっ」


    　すんでのところで避よけると、クッションがフローリングの床へと転がり落ちる。


    「うわ、アンタ避よけたわね、生意気よ。かかってきなさい？」


    　結ゆいは拳こぶしを両りよう頰ほほの横で構えてボクシングのオン・ガード・ポジションを取った。


    　そんな暴力に訴えるほどのことじゃないだろう。しかし、そう言って納得する結ではない。


    　それでも情けないことに、接近戦で結に勝てる気がしない俺は、床に落ちたクッションを拾い上げると、結に向かって投げつけた。


    　結の拳がアッパーを打つ。シュッ、まるで剃かみ刀そりのような鋭さで空くうを切り裂さいたかと思うと、クッションに見事にヒットした。


    　一瞬頭上へと舞い上がったクッションは、地球の重力に従したがって落下を始める。今度は結のサウスポーが炸さく裂れつする。まるで小こ蠅ばえを払うかのように無表情のまま、横殴りした。


    　見事なコンビネーションに息をついたのもつかの間、クッションは側面の壁に沿って置かれたリビングボードへと命中。そこに置かれた写真立てをなぎ倒しながら床へと着地した。


    「あーっ」


    　俺たちの悲痛な叫びもむなしく、ガシャンという破壊音が響き、写真立てのガラスが粉々に砕けて床へと散らばった。


    「……ヤベ」


    　写真立ての中に入っているのは、俺たち家族の写真だ。夏の終わり頃ごろ、楓かえでちゃんの16歳の誕生日パーティーの時に撮影したものだ。


    　椅い子すに腰掛けた俺と楓ちゃんの後ろで、紫ゆかりさんが背筋を凛りんと伸ばして、おしとやかな笑えみを浮かべている。その隣で結はＶサインをして大げさな表情で舌を出している写真だ。


    「あー、もうっ、哲てつ太た、何してんのよっ」


    　結がちっと舌打ちをして、無残にも壊れた写真立てを見下ろした。


    「かかってこいって言ったのは結だろうがよ」


    　この展開はやばいよな。絶対に紫さんのお仕置きのツボだ。


    　紫さんのモットーは喧けん嘩か両成敗。


    　それゆえ、俺と結とのきょうだい喧嘩は、たいがいの場合に於おいて、ふたりともお仕置きされることになるのだ。


    　俺と結とは、戦々恐々としながら紫さんを盗み見た。


    　と、紫さんは、先ほどの封書を手にしたまま、俯うつむいている。よく見ると、目が異様な光を放ち、静かに、だが確実に殺気が膨ふくらんでいる。やばい、これは殺やられる──。鞭むちか蠟ろう燭そくか鼻フックか、はたまたスパンキングか……。チャーシューのようにされるのだけは勘弁……。


    　しかし、紫さんの殺気は、俺と結を見た瞬間、しゅん、としぼんだ。


    「紫さん、あの、ごめんなさい、写真立て、壊しちゃったんすけど」


    　思い切って自みずからの悪行をアピールした。しかし、紫さんは、壊れた写真立てにちらりと目をやっただけで、


    「ん、ちゃんとお片づけするのよ」


    　まるで普通の母親のような反応ではないか。


    　もちろん、お仕置きなんかはされないに越したことがないが、それでも、いつもと違う紫ゆかりさんの態度に、いまいち喧けん嘩かの落としどころが見つけられないでいる俺たちの間に、妙な空気が流れ充満した。


    　どうしたものかと困っていると、玄関へと続く廊下から、バタバタと騒がしい足音が聞こえた。ドアの向こうから、楓かえでちゃんとごつい髭ひげ坊ぼう主ずが顔を出す。


    　結ゆいの親友であり、ニューハーフパブのママのキャンディッド・ラブ・ドロップスこと、通称ラブちゃんだ。


    「あらー、ナニナニ？　お通夜みたいに静まり返っちゃってー。ていうかお化けが出たみたいな顔してるわよアンタたち。怖いわー。え？　お化けはアンタだって？　失礼～☆」


    「ただいまですー」


    「あ、ラブちゃん、いらっしゃい。楓ちゃんはお帰り」


    　結がほっとした声で言った。


    　ある意味地獄に仏というか、とにかく助かった。


    　こういう時は無責任で能天気なこのオネエの、無鉄砲極まりない意味なしマシンガントークが助かる。それにラブちゃんは、ある意味、紫さんにもずけずけとモノが言える唯一の人物でもあるし。


    「紫さんが、ちょっとヘンなんです」　


    　俺は、まるで魂の抜け殻がらのような紫さんを横目に、ラブちゃんにこっそり耳打ちした。


    「あはぁん、耳はダメよ、あたし感じやすいんだから」


    　ラブちゃんは体中が総毛立つような甘い声をあげると、体をくねらせた。お願いだから勘弁してくれ。


    「はい、よく聞こえなかったからワンス・モア♡」


    　ラブちゃんが耳を差し出すのを軽く無視して、俺は普通の声で続ける。


    「いや、あの、感じたりとかしなくていいので、ちょっと紫さんを見てくださいってば」


    「感じるなって言ったって、感じるものは感じちゃうんだからしょうがないでしょ？　文句があるならあたしのこの敏感ボディーに言って頂ちよう戴だい」


    　ラブちゃんはぷいと頰ほおを膨ふくらませた後、紫さんを見やった。


    「あらやだ、本当に虚うつろ。まぁでも仕方ないんじゃない？　今年は10年に一度のＳＭコンベンションの年。しかも今回は東京で開催されるのよ！　これがそわそわせずにいられるであろうかっ！」


    「ＳＭコンベンション？」


    　と、紫さんはまるで背筋に電流を流されたかのようにびくりと体を震わせた。その弾みで、白魚のような指先から、ひらりと封書が舞い落ちる。


    「あら、ヤダ。噂うわさをすれば影だわー、これコンベンションの招待状じゃないの」


    　すかさず拾い上げたラブちゃんが表書きを見て目を丸くした。


    「ねぇ、紫ゆかりさん、もちろん出場するのよね？　どうしましょう？　シード出場？　きゃあ、あたし何着ていけばいい？」


    　すると、紫さんは首を横にゆっくりと振って否定した。


    「残念ですが、今回はわたくしは棄き権けんいたしますわ」


    「ええっ？　出ないつもり？　だって東京大会よ？　競技しないにしてもエキシビションでパフォーマンスするくらいは仁義ってものでしょうよ」


    「へー、ママ、お呼ばれしているですか。すごいですねー。楓かえではアイデンティティの証明のためにも絶対に出席したほうがいいと思いますー」


    「しかも、たしか、ＳＭコンベンション優勝者には賞金１０００万円よ」


    「い、いっせんまんえん？」


    　すげーな。どこから出るんだ、そんな金。


    「１０００万円あったら、ハワイでぱーっと豪遊できるわよ？」


    「楓はおっぱいが作りたいですー」


    「あーら、ダメよ。楓ちゃん。今は、男の娘こが流は行やってるんだから、あくまでも体は男子でいなさいよ」


    「うー、流行り廃すたりで決めるものではないと思うのですがー」


    「それよりもやっぱりワイハよワイハ。青い海！　白い砂！　戯たわむれる男と男っ」


    「戯れる男と男はハッテン場に行けばいくらでも見れるでしょうよ」


    「じゃあ、ラブちゃんは１０００万円あったら何に使うですか？」


    「えーあたし？　あたしはねー。まずは、目をぱっちりと二重にしてー。次に鼻を高くしてーあとはえらを削って、あとおでこが大事なのよね。男のおでこってへこんでるのよ。女の子はちょっとでてるの。だからおでこにシリコンかしら」


    「ずるいですー。楓も入れるですー」


    「ダメっ、あんたそれ以上可愛かわいくなったら、あたしの営業妨害よっ」


    　盛り上がる女性（？）陣たちから取り残され、俺は密ひそかに心が暗くなる。


    　なんでだろう。紫さんに出て欲しくない。


    　ＳＭコンベンションだって？　俺の義か母あさんである前は、女王様だったことはもちろん理解してるつもりだ。だけど、なんなんだろう。この気持ちは。コンベンションに出てしまったら、紫さんが遠くに行ってしまう気がする。


    「あー、夢が広がるわね。ねー、哲てつ太た、アンタはどうよ」


    　ドキン。お鉢が回ってきてしまった。俺は、心の整理がつかないまま、結ゆいに言った。


    「……出ないで欲しいです」


    「ええっ、あんた、バカ？　だって賞金１０００万よ」


    「ねぇねぇ、哲てつ太たくん。ＳＭコンベンションってねー、ものすごい由緒ある大会なのよ。ここで優勝するっていうのはオリンピックで金メダルを取るのと同じ名誉なのよ。その名誉に届く場所に紫ゆかりさんはいるの。だったら応援してあげましょうよ」


    　結ゆいでは埒らちが明かないと思ったのか、ラブちゃんが割り込んできた。


    「そんな名誉、紫さんに必要なんですか。紫さんは、元は確かに有名な女王様だったかもしれないけど、今は引退したんだし。そんな破は廉れん恥ちなかっこうで、わざわざ人前に出なくたっていいじゃないですか」


    　自分でも意外だった。一度自分の気持ちを言ってしまうと、堰せきを切ったように俺の口から本音がこぼれていた。


    「破廉恥って、ボンデージよ？　カッコいいじゃないのよ。いやらしい目で見るほうが間違ってるのよ」


    　結がむくれた。


    「ボンデージといったって、普通に見たら、あれはいやらしい格好なんです。俺は自分の義か母あさんがそんな目で見られることが嫌なんだ」


    「アンタ、ほんっとーにつまんない男ね」


    　結は心の底から軽けい蔑べつしたような口調で言う。険悪な雰囲気が場を支配する。


    「哲太お兄ちゃん、ママのことも考えてあげてくださいー。ママだって本当は出場したいはずですー」


    　楓かえでちゃんが泣きそうな声をあげたが、俺は即座に首を横に振った。


    　結がしらけた目つきで俺を見る。軽蔑するならすればいいさ。俺はとにかく出て欲しくないんだ。ラブちゃんがぽんと手のひらを叩たたいた。


    「じゃあさ、ボンデージじゃなくって、和服とかキャットスーツとか、とにかく露出の低い格好で出場すればいいじゃないのー。ねねね。紫さん、そうよね」


    「そうじゃないんです。俺は……紫さんに俺だけの義母さんでいて欲しいんです」


    　紫さんは、ハッと顔をあげると、驚いた表情で俺を見つめる。


    　そして、ひとこと、ハッキリと呟つぶやいた。


    「……わたくしは、出ませんわ」


    　俺はほっとしながらも、紫さんを見つめる。ここのところ様子がおかしかった紫さん。原因はきっとコンベンションだったんだろう。俺に、紫さんを止める権利なんかあるんだろうか。でも、抑えられないこの気持ちはなんなんだ。俺は紫さんのことをどう思ってるんだ？


    「ママ、哲太のことなんか気にしないで、出たかったら出たらいいんだからね。ママの人生はママのものなんだから」


    　結ゆいの説得の言葉もむなしく、紫ゆかりさんはひたすら首を横に振るばかりだ。


    「なんでよママ。哲てつ太たが嫌がるからってだけで、参加しないつもり？　そんなのおかしいわよ」


    　諦あきらめの悪い結に、紫さんはぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみ締めたかと思うと決意したようにキッと顔を上げて言った。


    「哲太さんが嫌がるから参加しないわけではありませんわ」


    「じゃあ何でですかー」


    　楓かえでちゃんが真剣な面おも持もちで尋たずねると、紫さんはきっぱりと言い放った。


    「一度は引退を決めた人間が、かつての名誉や若い頃ころの栄光を忘れられずに再度しゃしゃり出るなんて、とてもみっともないこと。わたくしは、もう、表舞台には出ないと決めましたの。だから、何があっても出ません」


    　なるほど。紫さんの言うことには、一理ある。俺は自分の勝手さ──紫さんに自分の義か母あさんでいて欲しいだけのためにコンベンション出場に反対していること──を少し恥ずかしく思いながら、美しい義母の決意を秘めた横顔を見つめる。


    「伝説の女王様の禁断のプレイを目にするチャンスだと思って楽しみだったけど、紫さんが言うなら仕方ないわねー」


    　とラブちゃんが残念そうに首を振る。


    「大丈夫ですわ。それに、今のＳＭ業界には、わたくしなんかよりもすばらしい女王様がいることでしょう」


    　と紫さんはニコリと笑って言ったが、しかし、なんとなく寂しそうにも見える。


    　紫さん、やっぱり本当は出場したいんじゃないのかな。


    　ふとそう思ったが、だからといって、俺には、紫さんがＳＭコンベンションに出ることに賛成なんてできないよ。


    　我わが儘ままな息むす子こでごめんなさい。俺は、紫さんの、凛りんとした美しい横顔に向かって心の中で謝った。


    



    　なんとなく気まずい雰囲気のまま食事を終え、楓ちゃんや結に乱入されることもなく、少し物足りない気持ちで風ふ呂ろにも入り終え、あとは眠くなるのを待ってベッドに入るだけだという12時すぎ。


    　ベッドの上に寝転んで、今夜も北ほう条じようナナちゃんの写真集を見ていた俺は、悶もん々もんと悩んでいた。


    　昼間は売り言葉に買い言葉で、紫さんが破は廉れん恥ちなことをするのが嫌だとまくしたててしまったが、本当はそうじゃないのかもしれない。


    　紫さんは俺の家に来てから、俺や楓ちゃんの学校での問題や、結のピンチを救うために、外で女王様モードになったことはあった。しかし、それはあくまで家族のためだった。俺は、それが嬉うれしくもあり、だからこそコンベンションで紫さんにＳＭをして欲しくないのかもしれない。


    　ここ数日の紫ゆかりさんのふさぎこんだ顔がどうにも頭から離れない。一応、謝るだけ謝ろうか。それで、俺の思いのすべてを伝えるのはどうだろう。義か母あさんなんだから、きっとわかってくれるだろう。このままじゃ、コンベンションが終わるまで、延々と煮え切らない気持ちで過ごすことになりかねない。そうだ、紫さんともう一度、ちゃんと話そう。そして俺の気持ちをわかってもらおう。


    　俺は決意するとベッドから勢いをつけて起き上がった。


    　結ゆいや楓かえでちゃんに邪魔をされては元も子もない。薄暗い玄関の明かりを頼りに、紫さんの部屋へと忍び足で向かった。


    　部屋の前へとたどり着くと、中からごそごそと動く気配がした。良かった。起きてる。


    　襖ふすまに手をかけようとしたところで、５センチほど、隙すき間まが開いていることに気がついた。


    　開いてる……。


    　俺の中で、急にいけない好奇心が湧わき起こる。


    　紫さんって、部屋でひとりでいるとき、何をしているんだろうか。


    　いや、ダメだって、覗のぞくとか。理性でわかってはいても、本能が覗きたいとダダをこねている。いや、ダメだ。でもちょっとだけ。ダメだって。でも、本当にちょっとだけだから。


    　あああああ。紫さん、ごめんなさい。俺は息を潜ひそめたまま、そっと隙間から部屋の中を覗いた。


    　逆光に、シルエットがぼんやりと浮き出している。紫さんは横向きに立ち、片足を椅い子すの上に持ち上げて、ストッキングをゆっくりとずり上げている最中だった。


    　上半身は寝巻き用の襦じゆ袢ばんが一枚。股またのところで布が割れ、むっちりとした太ふと腿ももがむき出しになっている。


    　うお。着替え中であったか。


    　見てはいけないと思いつつも、俺は目を離すことができず、ごくりと唾つばを飲み込んだ。紫さんはストッキングを穿はき終えると、入り口に背中を向けた。両肩からはらりと襦袢を落とすと、薄うす暗くら闇やみの中、ヌードの背中があらわになった。


    「（ぶぐほぉうっっ）」


    　俺は声にならない叫び声をあげながら、それでも義母の裸体をしっかりと目に焼き付ける。


    　月明かりにうっすらと浮かび上がる陶磁器のような肌。華きや奢しやで骨ばった肩と、程よい脂肪の乗った二の腕。傷も染みもひとつない凛りんとした背中から、両手で摑つかめそうなほどに細いウエストへと緩ゆるやかなカーブが描かれている。つんと突き出した大ぶりのヒップにむちむちの太もも、細めのふくらはぎにきゅっと締まった足首。


    　美しすぎる。


    　俺は神こう々ごうしささえも感じられる紫さんの全身像を、思わずうっとりと見つめながらため息をつく。


    　紫ゆかりさんは、裸の上からワンピースをかぶると、くるりとこちらに向き直った。ヤバい。俺は慌あわてて息を飲むと、音を立てないようにリビングルームへといったん避難した。


    



    　電気の消えたリビングルームでそっと息を殺していると、やがて玄関のドアがそっと閉められる小さな音が耳に届く。外出？　こんな時間に……。


    　俺は足早に玄関に向かうと、音を立てないようにドアを開いて外廊下を見回す。エレベーターホールに向かって歩いていく紫さんの後ろ姿が目に入った。


    　サンダルをつっかけて反射的にドアの向こうへとするりと体を出すと、後を追う。


    「こんな夜中にいったいどこへ。どう考えてもコンビニ……じゃないよな？」


    　紫さんがエレベーターに乗り込んだのを確認すると、急いで非常階段を駆け下りる。弾む息を整えながら１階へ着くと、エレベーターはすでに到着した後だった。エントランスを抜けて前の歩道へと出ると、辺りを慌てて見回す。


    　いた。


    　駅へと続く大通りと反対方面に向かう姿が目に入った。


    　珍しく黒いワンピースという洋服姿。しかしコンビニにいくにしてはストッキングにハイヒールというかしこまった格好でもある。


    　やがて紫さんは公園の前で立ち止まると、きょろきょろと辺りを見回して入っていった。


    　この辺りで随一の大規模な公園で、中心部に小さな池があり、その奥は小さな森のようになっている。全体的に草木が生おい茂っていて薄暗いし、水辺のせいか虫も多い。こんな夜中には、いちゃつくのが目的のカップルさえもあまりいないだろう。


    　決して女性のひとり歩きに適している場所ではない。こんな夜中に用事のある場所とも思えない。この先、いったい何が持ち受けているんだ。


    　俺は、息を潜ひそめて、紫さんの後を追う。


    　紫さんは池に沿ってぐるりと旋回した後、歩道をはずれて森の中へと入っていった。


    　森の中はいよいよ薄暗い。俺は見失わないように、紫さんとの距離を縮める。


    　紫さんが立ち止まった。


    　バレたか。


    　ドキリと心臓が跳ねる。俺は慌ててそばの大木の陰に隠れ、胸に手を当てて、息を止めた。


    　もう一度そっと顔を出して見ると、紫さんは鞄かばんの中から何かを取り出した。


    「……鞭むち？」


    　紫さんの右手に握られているのは、愛用の長い一本鞭だ。背筋がぞくり、と寒くなる。


    　ああ、紫さんにあれで打たれたらどうなるんだろう。びっしりと鳥肌を立てながらも、俺の心は、ゾクゾクと弾みはじめる。どうしたら打ってもらえるのだろう。お仕置きか、それともお願いして頼んでみればいいのか。そんなことをしたらヘンタイ扱いされはしないだろうか。いや、逆にヘンタイの息子むすこならお仕置きしてくれるのではないだろうか。けれどもそんなことも、紫ゆかりさんならば包み込んでくれそうだ。包み込んでなお、俺の希望をかなえるためにお仕置きを。ああっ、紫さん、お願いします。鞭むちをください。ああ、鞭、むち、ムチをっっ!!


    　紫さんは腕を大きく振りかぶると、素早く振り下ろした。


    　シュルルルルッ。


    　空くうを裂さくシャープな音が響いた。


    　鞭先は、生おい茂った木々の間を器用に潜くぐり抜け、まっすぐに俺のほうへと飛んできた。


    　驚きに叫び声を上げそうになるのを、必死に押しとどめる。


    　鞭は俺の隠れている木の肌をさっと撫なでると、まるで生き物のようにしなって紫さんの手元へと戻っていった。


    　紫さんがほかの木に向き直ると、俺は一気に正気に戻った。さっき俺はいったい何を考えていたんだろう。お仕置き？　鞭をください？　ダメだ、大丈夫か、俺。自分にバリバリの不信感を抱きつつ鞭で打たれた木肌を見ると、小さく驚きの声をあげてしまった。


    「うお……」


    　そこに刻まれていたのは『Ｍ』という字だった。噓うそだろ、まじか。


    　これも素振りというのだろうか。紫さんはそこらじゅうの木に鞭を振りかぶっては下ろすという動作を繰り返している。

  


  [image: ]


  
    　これは……鞭むち打ちの練習？　そして、俺はそれを見て何を思ったのか。


    　なんとなくこれ以上は考えてはいけない気がして、俺は、その場をそっと後にした。

  


  
    ７　全生徒奴隷化計画　パンツ


    



    　なんだアレ。


    　下駄箱で上うわ履ばきに履はき替えてると、何やら廊下に生徒たちが集まりざわざわと騒いでいるのが目に入った。


    　首を傾かしげながら廊下をすすむと、生徒たちの中心には、校内のガチムチ達を揃そろえた姫ひめ乃の親衛隊の姿が、さらにその中心には舞まいと桜さくら井いさんとがいた。


    「うぬぬ、イヤでありますっ」


    　舞が吼ほえた。桜井さんは下した唇くちびるを嚙かみ締め、今にも泣きそうな顔をしている。


    「どうしても行かないというのなら、腕力に訴えるまでだけどな」


    　柔道部の主将がにじり寄り、舞の制服のブラウスの襟えりに手をかけた。なんとも物騒なことになっている。俺は人ごみを搔かき分けると、舞の前に躍り出た。


    「どうした、舞」


    「ああっ、大おう城じようクン！」


    　舞の顔がぱぁっと輝いた。


    　いや、そんな顔されても、俺、肉体派相手に何もできないけど。


    「助けてくださいでありますっ、こいつら、なぜか舞とひとみちゃんをカウンセリング室に連れ込もうと」


    「カウンセリング室？　カウンセリングって自分が希望して受けるものだろ？　無理やり受けさせてどうすんだって」


    　俺が声を荒げると、生物部部長の内ない藤とうがついと前に出てきて、神経質そうに眼鏡をずりあげながら言った。


    「いやいや。彼女たちは朝、カウンセリング室に来るように指示されていたはずなのに、顔を出さないようなのでね」


    「イヤなのでありますっ。昨日、舞もひとみちゃんも、あの姫乃のカウンセリングを受けてからなぜだかおかしな気分にっ」


    　舞が必死に訴えると、内藤は急に顔色を変えた。


    「君たち、姫の悪口は許さないよ。姫はこの学校の救世主だ、女神だ、教祖様だ。あの方のすばらしさがわからない可哀かわい想そうなきみたちは、やはりカウンセリングが必要だな」


    「つーか、姫乃のカウンセリングってあれかよ。ただの色仕掛けじゃねーか」


    「……色仕掛けだと？」


    「俺はそうだったけど」


    「あれは、崇すう高こうな儀式だ。あれを色仕掛けという君もカウンセリングが必要だ」


    「なにが崇高でありますか。昨日、舞まいたちはあの姫ひめ乃のにパッ……」


    「パ？」


    　すると内ない藤とうは鼻でふふんと笑った。


    「ああ、パンティーを脱がされたんだっけね。可哀かわい想そうに。でもあれだよ。姫乃先生の理論。精神の病やみは闇やみ。闇を取り去ってこそ、人間は癒いやされるってね。パンティーはあの部分を暗くするだろう？　それを取り去ることでみな、福音を得るのさ」


    　パンティーを脱がされた？　


    　すべてが繫つながった。


    　昨日、舞がパンティーを穿はいていなかったことと、カウンセリング室で見たパンティーの山。やはりすべての元凶はあの女。姫乃だ。パンティーを脱がすのは、女子をいやらしい豚に催眠誘導する準備なんだろう。


    「というわけで、今日もパンティーを穿いているなら、さっさと脱がないとまずいな。さぁ、君たち、脱ぎたまえ」


    　こいつら、何言ってんのかわかってんのかよ。完全に操られてる。


    「脱がないなら、実力行使にでるまでだ」


    　そりゃあ、まずいだろ。しかもこいつら、一般生徒じゃないか、なんの権限があって、女生徒のスカートを捲めくれるんだ。


    「やめろよ。そんなこと、許されるわけないだろ」


    「いや、許されるのだ。だって、俺たちは啓けい華か高校カウンセリング補助隊として、学校に認められたんだから」


    「カウンセリング補助隊？」


    　なんだそれ。姫乃親衛隊とやらじゃなかったのか。


    　内藤は今度は内ポケットから書類を取り出すと、俺の前につきだした。


    　そこには、カウンセリング補助隊の自主活動を認めるという一筆と、理事長名の判子が押されていた。理事長？　豚のヤロウ、何してるんだ。


    「というわけで、僕たちの活動は、正真正銘、学校公認なわけだ。さあ、実行係、前へ」　


    　つい、と人ごみが分かれてその間からひとりの男子生徒が前に出てきた。ちょっと待て。


    　見慣れたニヤニヤした顔つきの……多た賀か雄おじゃないか。


    「ちょ、俺がやるんすか、まじっすか、うわー。役得……じゃなくって、それはヤバいっすよ」


    「多賀雄、お前なんで？」


    「いや、なんとなくノリでそういうことになっちゃったんだけど……。『パンティーを脱がさないか？』なんて勧誘されたらさ、断れなくない？」


    「香こう本もとくん、彼女たちのスカートをめくって、パンティーを脱がせるんだ」


    「ごめんねー、舞まいちゃん、ひとみちゃん。俺も別にやりたくはないんだけどさー、一応、親衛隊……じゃなかった、カウンセリング補助隊に入ったからには、やらないとさー、まずいっていうかさー、ごめんっ」


    　ちくしょう。やっぱり多た賀か雄おも姫ひめ乃のに洗脳され済みだったのか。


    「こら、多賀雄、やめろ。お前、舞や桜さくら井いさんの友達だろ？」


    　力ずくで止めようと、多賀雄につかみかかろうとした俺を、レスリング部のやつらが羽は交がい絞めにした。


    「さぁ、香本くん、脱がせるんだ」


    「舞ちゃん、ひとみちゃん、ごめんねー」


    「多賀雄、やめろよっ」


    「いやー、だって姫には逆らえないっていうかー」


    「あっ、こら、多賀雄、やめろっ」


    　多賀雄は困惑しつつも、嬉うれしさを隠しきれない様子で、桜井さんのスカートへと手を伸ばす。


    「いやっ、香本くん、やめてっ」


    　桜井さんが身を[image: ]よじる。しかし両りよう脇わきをがっしりラグビー部のやつらにつかまれ、ろくに身動きが取れない状態だ。


    「ごめん、逆らえないんだよー」


    「逆らえよ！　多賀雄!!」


    　俺の怒号もむなしく、桜井さんのスカートが捲めくりあげられた。


    「おおっ、闇やみっ」


    　黒いオーバーパンツがあらわになる。


    「おおっ。パンティーの上に、もう一枚、穿はくとは……これは相当の闇を抱えている。俺たちには太た刀ち打ちできん。姫に頼むしかない……カウンセリング室に強制収容だ。そしてそっちのキミ、キミはどうだろうね」


    「やめてくださいでありますーっ」


    　後ずさろうとしても、舞の小さな体は、がっつりとつかまれて自由がきかない。


    「ごめんね、舞ちゃんー」


    　舞のスカートがひらりと捲りあげられた。


    「ぎゃあああああああっ」


    　悲痛な悲鳴が響き、迷彩色のボクサーブリーフがあらわになった。


    「闇発見っ！」


    　カウンセリング補助隊が声を合わせたかと思うと、ラグビー部が舞にタックルをかました。


    　脚をばたつかせながら、舞は床に倒れこんだ。そこをすかさずレスリング部が押さえ込む。


    「さぁ、おとなしくパンティーを脱がせるんだ」


    　メガネをキラリと光らせて内ない藤とうが舞まいににじり寄る。


    「お前ら、やめろ、嫌がってるだろ」


    　いくら叫ぼうとも、両りよう脇わきを固められていてどうすることもできない。


    「多た賀か雄お、やめさせろ、お願いだ、やめさせてくれ」


    「ごめん、哲てつ太た、ホントに俺、逆らえないんだよー」


    　多賀雄、そんなのありかよ。俺たち、友達だったじゃないか。


    　この学校はいつの間にか全員敵にされちまったって言うのか。「全生徒奴ど隷れい化計画」という姫ひめ乃のの言葉が頭の中にこだまする。


    　ああ、舞、ごめんよ。力になれなくてごめん。　


    　目を閉じると、俺は必死に舞に許しを乞こう。と、その時、


    「あんたたち、何してるの、舞ちゃんの手を離しなさい」


    　怒りを込めた口調が割って入った。


    　この声はまさか。


    　ぎゅっと閉じていた瞼まぶたを開く。まるで校内にふさわしくないド派手な存在が目に入った。


    　激ミニ丈に裾すそ上げしたスカートを腰骨丸出しのローライズにカスタマイズし、シャツの第四ボタンまで開けて黒い見せブラを丸出しにした上、裾を臍へそ上うえで結ぶという、うちの学校のものとは思えないほどに制服をセクシーに着こなした結ゆいの姿だった。


    「結がどうして？」


    　あんぐりと口をあけている俺に向かい、結が振り返って言った。


    「体操部の男子が跳び箱の上でアクロバティック・ラブなシーンを描かくために、ちょっと忍び込んでみたのよ。そうしたら舞ちゃんがひどい目にあわされそうになってるじゃない？　つい黙ってられなくって、出てきちゃったわ。ごめんね、哲太」


    　坊主頭の男が結の前につい、と出るが早いか、しゅっと手刀を繰り出した。空手部の小お川がわだ。


    　結はそれをすばやくしゃがみ込んで避よけると同時に、横から回転させながら右足を突き出した。


    　ぼすっ。鈍い音がしてローキックが決まった。


    　小川は脛すねにもろに蹴けりを入れられ、その場に崩れ落ちると悶もん絶ぜつした。


    　舞が床に押さえつけられながらも驚きの声をあげる。


    「すごいであります。小川クンは県大会では３位の実力の持ち主。それに勝つ結さんって、いったいなんの格闘技経験者でありますか」


    「あたしはストリートファイト専門よっ……っていうか、こいつらなんなの」


    　結が次に襲ってきた男の鳩みぞ尾おちに、拳けんを叩たたき込むと言った。


    　と、俺の３倍ほどの胸板の男が一歩前にしゃしゃり出てきた。


    　たしかこいつはレスリング部のキャプテンの田た中なかじゃないか。


    「我らは、啓けい華か高校カウンセリング補助隊。またの名を姫ひめ乃のきららファンクラブ、略してＨＫＦＣ！」


    　なんだか香ホン港コンのサッカークラブのようなネーミングだ。


    　と、内ない藤とうが多た賀か雄おの背中を押した。


    「俺？　俺っ？」


    　多賀雄がふらふらとした足取りで結ゆいの前へと躍り出る。


    「あら、あんた。哲てつ太たの友達の……ええっと、なんだっけ？　タコオじゃなくって……」


    「香こう本もと多賀雄ですっ、お姉さまっ」


    「あーそうだったわね、何よ、あんた、あたしと相まみえるつもり？　地獄、見るわよ？」


    「ああ、どうせならば、天国に連れていって欲しいのですがー」


    「うるさーいっ！」


    　結のハイキックが多賀雄の後頭部に力強く振り下ろされた。


    「あへっ……ショッキングピンクの……Ｔバック……」


    　あーあ、多賀雄にパンチラキックなんて、サービスしすぎだろう。今度多賀雄とやりあう機会があったら、ローキックで倒せと結に言っておくべきだな。


    　結は次々と男たちを倒していく。まったく容赦ない。


    「この女、誰だれだか知らないけど、なかなか強いな。こうなったらあれしかないか……」


    　と野球部のエースが結の前に躍り出た。手には金属バットを持っている。


    「素手の女相手に武器だなんて、情けないわねー、あんた」


    　結が呆あきれたように首を横に振った。


    「悪いけど、手段は選ばないように言われてるんだ」


    　と叫ぶが早いか、エースが金属バットを振りかぶった。


    「うおっ、それは卑ひ怯きようだろ」


    　と俺は無意識にエースの前に飛び出すと、頭上で銀色に光る金属バットに向かい、慌あわてて手を伸ばす。


    　さすがの結だって、金属バットで殴られたら大怪け我がだ。いや、結のことだ、きっと避よけるだろうけど。それでも、万が一ってことも考えられるしな。


    　珍しいこともあるもんだ。


    　振り下ろされるバットが加速する直線上でつかむことに成功した。頭上に構えたバットを俺につかまれ、身動きの取れなくなったエースの顔が悔しそうにゆがんだ。


    「ナイスであります、哲太クンっ！」


    　という舞まいの叫び声が聞こえると同時に、エースがニヤリと笑って言った。


    「下ががら空あきだな」


    　と同時に股こ間かんに衝撃が走った。


    「さにれもさおひれにあさだふぁに」


    　俺は床へと崩れ落ちると、ごろごろと痛みに悶もん絶ぜつする。お前、男ならもっと容赦しろよ。


    「ちょっと、哲てつ太た、大丈夫っ？」


    　と俺に駆け寄る結ゆいを両りよう脇わきから相す撲もう部のメンバーががっしりとホールドした。


    「やめなさいってば。離しなさいよっ」


    　ああ、結。舞まい、桜さくら井いさん、守れなくってごめん。


    　俺は薄れゆく意識の中でそう必死に謝った。


    



    「大おう城じようクン、今日のお弁当はなんでありますかっ？」


    　と後ろから元気いっぱいの声が響いた。舞だ。


    　頭の天てつ辺ぺんで結ゆわえたポニーテールをぴょんぴょんと跳ねさせて、俺の弁当箱の中を覗のぞきこむと満面の笑えみで言った。


    「わーい、舞はウインナーが大好物でありますーっ」


    　俺も大好きなんだけど、もう食べたし、舞にわけてやろうか。


    　はちきれんばかりの舞の笑顔を見ていたら、そんな気分になった。


    「じゃあ、舞……」


    　とその時、小川のせせらぎのようなヒーリングボイスが俺の耳に染み込んできた。


    「今日の大城くんのお弁当はウインナーなんだ？　わたしも大好物なんだ」


    　振り返ると、そこにはアヒル口をうにゅっと前に突き出した桜井さんがいた。


    　桜井さんも好きなのか。じゃあ、舞と仲良く半分コかな。小さくなっちゃうけどいいよな。


    　と思ったその時、


    「哲太お兄ちゃん、楓かえでも食べたいですー」


    　と今度は楓ちゃんが、こちらが食べたくなるほどに愛らしいスマイルを浮かべて言った。


    　３分の１ずつ……じゃ、ほんの一口ずつになっちゃうけど、いいのかな。困ったな、と思っていると、今度はけだるげな声がした。


    「ちょっと哲太ー、あたしもウインナー、食べたいんだけどぉ」


    　この声は……やはり結だ。今日も歩くたびにパンツがちらちらと見えてしまいそうに短いスカートに、豊満な胸のかたちがくっきりとわかるタイトなＴシャツを着ている。


    「舞にくれるでありますか？」


    「わたしにくれるよね、大城くん」


    「楓はダメですかー」


    「あたしを選ぶわよね。哲太」


    　みな口々に俺に向かい、迫ってくる。


    「もしも舞まいにくれるなら、舞はキスくらいなら……」


    「大おう城じようくん、ひとみのおっぱい触りたくない？」


    「楓かえでのは小さいですけど、おっぱいに貴き賎せんはないですー」


    「あたしの谷間は深いわよー」


    　ちょ、ちょっと待ってくれ。ウインナーはひとつしかないんだ。みんなで仲良くわけよう。


    　な？　お願いだから。


    「ダメよ！　それはわたしがいただくわ」


    　なんとか俺が説得してみんなで幸せになろうとしているのに、横から手が伸びてきて、奪い取っていった。いたたたた。


    　ああっ、俺のウインナー。舞に、桜さくら井いさんに、楓ちゃんに、結ゆいにあげるはずだったのに。


    　略奪の主、姫ひめ乃の先生は、残酷な笑えみを浮かべてそれをぱくりと口の中へと入れてしまう。いたたたたたたた！


    「哲てつ太たさんが、優柔不断だから、横から取られちゃうんですよ」


    　と落ち着いた声色が俺をなだめる。


    「ゆ、紫ゆかりさん？」


    「もう、優柔不断な哲太さんのこと、みんな嫌いですって」


    　紫さんはサディスティックな微ほほ笑えみを浮かべて冷たく言い放った。


    「正直、幻滅であります」


    「ひとみもちょっとがっかりだよ？」


    「哲太お兄ちゃんなんか嫌いですー」


    「大事なもののひとつも守れない哲太なんかサイテー」


    　順繰りに俺への軽けい蔑べつの言葉を口にするとみな、俺に背を向けてどこかへと去ろうとしている。


    　ああ、いかないでくれ、置いていかないでくれ。お願いだから。ああっ、ああ────っ。


    



    「いかないでくれーっ」


    　俺は叫びながら床にしがみついた。いや、正しく言うと床じゃない。だって床は平らだからな。


    　しがみつけるということは、何かとっかかりがあるということだ。


    　しかもなんだかしっとりと柔らかくていい匂においがする。


    　形状的には、円柱状のものをふたつ並べたような。俺はがしりと両手でそれを摑つかみながら、その谷部分に顔を埋うずめている。


    　これはなんだろう。


    　ぼんやりと瞼まぶたを開くと、目の前にあったのは、ほわほわした……これは太ふと腿もも？


    「お、大おう城じようクン、く、くすぐったいであります」


    　と、頭上から声が響いた。


    「ちょ、息がっ、息があたって……あふっ」


    　この声は舞まいか？


    　俺は、ずっとソコに顔を埋うずめていたい誘惑を振り切ってぐるりと体を返して見上げた。


    　やはり舞だ。


    　ということは俺は今、舞に膝ひざ枕まくらをされているということか？


    「おわっ、す、すまんっ」


    　慌あわてて起き上がろうとした瞬間、俺の顔を見下ろしていた舞の唇くちびるに、俺の唇がイヤというほどぶつかった。正しく言うと、唇と歯がだ。


    「ういっ、痛いてえええっ」


    「はうっ、痛いっ」


    「ご、ごめん、舞、今のは事故だっ」


    　俺はジンジンと痛む唇をさすりながら、上半身を起こす。


    「こ、こちらこそ、床に転がしておくのもアレかと思った老婆心でありましてそれ以上でもそれ以下でもないというか、戦場で倒れた兵士を介抱するのもまた、同じ戦場で戦う戦士の役目であり……」


    　ものすごい早口でまくし立てながらも、舞の頰ほおは真っ赤に染まっている。


    　……事故とは言え、これはファーストキス、だよな。


    　俺はバクバクと８ビートで鳴り響く心臓を必死に収めつつ、状況を把握する。


    　唇と、さっき殴られた股こ間かんが痛い。


    　と、ふと思い出した。


    「結ゆい、結は？」


    「しっ、大城クン、静かにするであります」


    「あれ、ここって」


    　俺はきょろきょろとあたりを見回す。乱雑に書類が重なった机に、電源が入れっぱなしのパソコン、散らばったＣＤ‐Ｒ。


    「新聞部の部室であります」


    　舞が声を潜ひそめて言った。


    「なんでこんなところに」


    　まったくもって状態が把は握あくできない。と、舞はニカリと笑って言った。


    「手しゆ榴りゆう弾だんであります」


    　どうやらまた催さい涙るいガス弾を炸さく裂れつさせたらしい。俺はまったく記憶にないが、混乱にまぎれて俺をここに連れてきた、というわけだ。


    「なんとか大おう城じようくんは助け出したでありますが……、結ゆいさんとひとみちゃんはあの親衛隊たちに連れ去られたであります。」


    「それ、ヤバいじゃねーかよ」


    　と、ドアが激しく叩たたかれる音がした。


    「やべッ」


    　反射的に身を硬くする。舞まいはきょろきょろと部室内を見回したかと思うと、隅に置かれた掃除用具入れを指差した。


    「ドアが破られるのも時間の問題。とりあえず、あそこに隠れるであります」


    　俺たちは足音を立てないように掃除用具入れの前まで小走りで駆け抜けると、扉を開いた。ありがたいことに中にはモップが１本入っているきりで、俺たちふたりが隠れるスペースは十分にありそうだ。


    　お互いに目を合わせて無言でうなずくと、体を滑り込ませる。俺の胸に舞が頰ほおを寄せるかたちでなんとか収まり、扉を閉めることができた。


    　部室の扉は、まだしつこく叩かれている。なんせあっちには多た賀か雄おがいるのだ。そうなると俺と舞とが逃げ込みそうな場所が新聞部の部室だということくらい、すぐにバレてしまう。


    　密着しているせいか、舞の体温と心臓の音が伝わってくる。おまけにシャンプーの匂においも。こんな状況だというのに、ちょっと下半身に異変が。いたたたた。ヤベ。俺は気を紛まぎらわせるために、腕の中で体を縮こませている舞に囁ささやいた。


    「……ごめんな、狭くないか」


    「大丈夫であります。戦場ではどんな過酷な状況でも仕方がないと……それに、ひとりで戦っているよりは、仲間がいる分だけ、心づよいであ……」


    　言い終わる前に、ドアが破られる衝撃音が響いた。舞はびくんと体を震わせると、じっと目を閉じて俺の胸に寄り添う。


    　さっきまで気がつかなかったが、小刻みに震えている。そうだよな、舞も女の子だもんな。怖くないはずがない。


    　掃除用具入れの外から、複数の男たちが部室内を物色している音が聞こえる。書類が床に落ちるどさりという音。椅い子すが倒され、机の中がひっくり返される。


    　俺は舞の背中に回した手にぎゅっと力を入れる。舞が体の力を抜いて、俺にもたれかかった。

  


  
    ８　パンブラ一丁　エゴマゾ


    



    　同時刻。啓けい華か高校。


    　初夏の頃ころに訪れた時と同じ学園のはずなのに、なぜだか妙に寒々しいのは季節のせいだろうか。


    　紫ゆかりは、正門で一度立ち止まると、まるで要よう塞さいのように立ちはだかる校舎を見つめ、ひとつ身震いをした。


    　天高く馬うま肥こゆる、という言葉の通りに蒼あおく澄んだ空が広がり、風はからりと心地よく頰ほおを撫なでる。


    　──それにしても、この嫌な予感はいったい……。


    　しかし、まるで女優並みの美び貌ぼうの上に、見慣れぬ着物姿の紫を、ものめずらしげに見つめながら下校していく生徒たちの表情は屈託なく、あくまでも明るい。


    　──きっと気のせいね。


    　紫は気を取り直すと、校舎へと続く並木道をゆっくりと歩き始めた。


    



    　しかし、正門で感じた違和感は、校舎の中へと入ると、一層強くなった。特に幾人かの男子生徒たちがおかしい。先ほどの好奇心溢あふれる視線とはまた違った、べっとりと張り付くような粘着質の視線を感じながら、紫は玄関で草ぞう履りを脱ぎ、スリッパへと履はき替えた。


    　脱いだ草履を下駄箱に仕舞おうと振り返ったその時、さささ、と何か影のようなものが走った。


    　──何かしら。


    　よく見れば、それは男子生徒のひとりで、脱いだ紫の草履を素早く胸に抱えたかと思うと、ニタニタと張り付いたような笑えみを浮かべている。


    　──豚さん？


    　紫が首を傾かしげると、さささとすり足で近寄り、下駄箱に紫の草履をきちんとしまいこんだ後、その場で四つん這ばいになり、すりすりと身を摺すり寄せてくる。


    　──やっぱり豚だわ。なんでこんなところに。しかもここの生徒じゃないの。


    　たしかに豚の素質のある若者が、早熟にもティーンエイジャーの年とし頃ごろに、本格的に目覚めてしまうこともないではないが、その多くは年長のＳ者が、豚としての教育（調教）を施ほどこしてこそである。羞しゆう恥ち心の強い若者が自らの力のみで、ここまで豚として開花することは稀まれなのだが、この少年はその珍しいパターンの一例なのであろうか。


    　──いや、違うわ。


    　豚の目を見て、紫ゆかりは思う。この目……。こんな虚うつろな、心のない豚を作るなんて。


    　紫は釈しやく然ぜんとしない思いで、理事長室へ向かうために階段を上った。


    



    



    



    　ちくしょう。どうすりゃいいんだ、この状況。俺は身動きの取れぬまま、部屋の中を見回す。


    　俺は、両手に手て錠じようをかけられた状態で、床に転がされていた。


    　いつの間にか理事長室は、改修されて、ありえないほどに様変わりしていた。


    　床は全面張り替えられ、一部は鏡張りになっている。側面の壁も鏡張り。その向かいの壁には十字架のかたちの拘束具が設置されていて、そこに磔はりつけになると、自分の姿が嫌でも目に入る造りだ。三角木馬に、産婦人科にあるような開脚椅い子すなど、スクールカウンセリングとは縁もゆかりもなさそうなグッズが点在している。


    　俺の両りよう脇わきには、それぞれ結ゆいと夏なつちゃんが目をつぶった状態でぐったりともたれかかっている。そして、天井からは、桜さくら井いさんと舞まいとが鎖でぐるぐる巻きにされて吊つり下げられていた。


    　見事な囚とらわれの状態だ。せめて腕さえ自由になればいいのだが、いくら両手を動かしても、手錠はがちゃりがちゃりと非情な金属音を立てるだけで、到底、外れそうにない。ちくしょう。どうしたものか考えていると、音もなくドアが開いた。誰だれだ。


    「ああっ、豚さん」


    　廊下から現れたのは、びしりとスーツを着込んだ理事長モードの豚さんだった。


    「助けてください、豚さんっ」


    　懇願する俺に、豚さんはあざけるような笑いを浮かべた。


    「豚……さん？」


    　よく見ると、ネクタイの上に巻かれた革かわの首輪から、太い鎖が繫つながっている。豚さんの後ろにいるのは……紫さん？


    「残念ながら、これはわたしの豚よ」


    　しのび笑いの混じった声が響き、豚さんに続いて、姫ひめ乃のが姿を現した。　


    「うふふ、大おう城じようくん、あなた、どうするつもり」


    　こんな状況下であっても、思わず背筋がゾクリとしてしまう妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、白衣姿の姫乃が言った。


    「どうするって何がだよ」


    　白衣の胸元から丸見えの谷間から目を逸そらすと、姫乃は、俺の股こ間かんを見つめながら、まるで追い詰めたネズミをなぶる猫のように、勿もつ体たいつけた様子でニヤリと笑う。


    「あら、大城くん、こんな状況なのに、なんだかここがおかしなことになっちゃってるわよ」


    　くっそー。しかし事実だ。なぜなら、俺の横にいる結ゆいも夏なつちゃんもパンブラ一丁という刺激的な格好なのだ。その上、俺にぐったりともたれかかっているせいで、２人分計４つの乳房が俺の二の腕に当たり、ふたりが呼吸をするたびに押し付けられる。


    　唯一、俺のこのリビドーを覚ますのは、舞まいと桜さくら井いさんの存在だ。


    　可哀かわい想そうに二の腕と上半身とを鎖でぐるぐる巻きにされた上に、天井から鎖で繫つながれたフックに吊つるされている。


    　この部屋の主あるじの姫ひめ乃のは、脇わきに豚さんをはべらしてにんまりと笑う。


    「でも仕方がないわよね。エッチに興味津々な17歳……こんな刺激の強い眺めで興奮するなっていうほうが酷よね。ねぇ、大おう城じようくん、もっと先の、オトナの世界には興味がない？」


    　姫乃は中途半端に充血を始めたマイサンを指先でなぞりながら囁ささやいた。


    「ううっ」


    　思わず体をびくりとさせると、含み笑いをしながら、ピンと指先で弾はじいた。


    「はふっ」


    　恥ずかしい声をあげてしまう自分を恨むが、両手の自由を奪われていてはどうにもならない。俺はありったけの憎悪をこめて姫乃を睨にらみつけた。


    「うふふ。我慢しなくてもいいのよ」


    　俺が睨んだところで、姫乃になんらダメージなど与えることもできない。ちくしょう。だいたい豚の野郎も、なんだ、裏切りやがって。豚を睨むと、こいつもまた、俺を見下しきった顔つきでせせら笑った。シャバにでたら覚えてろよ？


    「ねぇ、大城くん。あなた、豚になりなさい？」


    「意味のわかんねーこと言ってんじゃねーよ」


    「言葉で言ってもダメなら、体でわからせるしかないわね。大城くん、あなた、後悔するわよ」


    　後悔したって俺は絶対に豚になんかなるもんか。いきり立つ俺に姫乃は肩をすくめるとぱちりと指を鳴らして言った。


    「さぁ、目覚めなさい」


    　それを合図に、俺の脇で気絶していた結と夏ちゃんとがむくりと起き上がった。ショッキングピンク色のサテン地のブラジャーと、同じ布のＴバックを身に着けた結が、にじりよると俺の右乳首をつまんだ。うはっ。反対側からは白いブラジャーにレースのパンティー。その上にベージュのストッキングを穿はいた夏ちゃんが左乳首をつまむ。あひっ。


    　ふたりはそこに唾つばをつ──っと垂らしたかと思うと、こちょこちょとさすり始めた。


    「っもさぬさきえれれほれにてにっ」


    　俺は、むず痒がゆいような性感に思わず悲鳴をあげる。


    「さー、どんどん行くのよ、エロティックドールちゃんたち。そうね、言葉責めのオプション追加」


    「ねぇ、哲てつ太た、あたしのおっぱい、どうかしら。最近ちょっとだけ、プリプリからホワホワになってきたのよ。オトナになってきちゃったみたい」


    　結ゆいが甘えた声で俺の頰ほおにおっぱいを擦こすり付けると、夏なつちゃんは俺の腰の上に跨またがり、ぐりぐりと股こ間かんを押し付けて、


    「ねぇ、先生ね、先生だから、いろんなこと我慢してるのよ？　だからすっごく溜たまってるの。ね。わかる？　先生だって本当はエッチなことしたいんだからー」


    　と思わず耳をふさぎたくなるような本音をぶちまけ始めた。


    「ちょっ、やめっ、だめっ、あうっ、まっ、あひっ」


    　ああっ、ダメだ。このままじゃ、快楽に流される。


    「ああん、なんだか結もここが気持ちよくなってきちゃった。ねぇ、哲太、こっちも触っていいのよ。ああっ、コリコリしてー」


    「大おう城じようくん、先生もつんつんされたいわーっ」


    　流されちゃダメだ。流されちゃ……ああ、流されてしまいたい。でも流されると。


    　──豚になりなさい？──


    　姫ひめ乃のの声が脳内でリフレインした。


    「だああああああああああああああっ」


    　俺は、絡みつく結と夏ちゃんとを振り払うと、床をごろごろと転がり逃げる。


    「ああっ、いっちゃだめーっ。まだコリコリしてもらってないのーっ」


    「先生もつんつんがまだよーっ」


    　必死に逃げようとする俺に、すり寄ってくる二人の超セクシースタイルの操あやつり人形。この誘惑は尋常じゃない。


    「さあ、最後の仕上げ、エロティックドールちゃんたち、お脱ぎなさい？」


    　それだけはダメだ！　俺はパンツに手をかけようとしている二人に、渾こん身しんの頭突きを喰くらわせた。


    「結、夏ちゃん、ごめん！」


    　ごいん、という音と共に、まるでゼンマイが切れたかのようにふたりは床へと崩れ落ちた。


    　危なかったような、もったいなかったような。いやいや、とにかくこのピンチを脱出しないと。俺は、吊つり下げられている舞まいと桜さくら井いさんのほうへ向かう。


    「ダメでありますーっ、大城クン、やめてくださいでありますーっ」


    「イヤっ、大城くん。こっちに来ちゃだめっ」


    　なんでだ。理解できずに突っ立っていると、おかしなことに気がついた。


    　舞も桜井さんも、腿ももをぎゅっと閉じ、膝ひざを曲げて空中で正座のような体勢を取っているのだ。


    「うふふ。大城くん。彼女たちの下、鏡になってるでしょ。それ以上近づくと見えちゃうわよ」


    「な、何がだよ」


    「決まってるじゃないのよ。ほら。これ」


    　姫ひめ乃のが白衣の中から布切れを取り出すと指先に引っ掛けてくるくると回した。


    「パ、パンティー？」


    「ええ、そうよ、あの子たちはいま、ノーパン。そしてわたしは今からあの子たちに催眠術をかけるわ。ノーパンのまま術にかかったら、あの子たち、どうなるかしら」


    　姫乃は笑えみを浮かべたまま、パンティーをくるくると回し続ける。


    「さぁ、大おう城じようくん、あなたの手て錠じようも解いてあげる。自由になった両手で、あの子たちを助け出すのも自由。あとは、もうひとつの方法。それはあなたが自由になった両手を床について、豚になることよ。そうしたら、あの子たちの術を解いてあげる。それで、彼女たちは自由よ。さぁ、どうするの、大城くん」


    　まず二人を助けようと、俺はなるべく鏡を見ないように歩き出す。しかし、舞まいと桜さくら井いさんは、俺が一歩を踏み出そうとすると、目に涙を浮かべて叫んだ。


    「お願い。大城くん、こないで」


    「これ以上近づいたら舌を嚙かんで死ぬであります」


    　ぎりぎりと歯ぎしりをする俺に、姫乃はサディスティックな笑みを浮かべる。


    「さあ、早くしないと、わたしの一言で、あの子たち、あそこでレズりはじめちゃうわよ。いいの？　大城くん。早くあなたが決意しないと」
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    　くそう。しかし、俺が迷っている間にも、舞まいと桜さくら井いさんはなんだか艶なまめかしくクネクネと動き始めた。


    　ダメだ。見てられない……。


    　俺は、姫ひめ乃のをもう一度、きっと睨にらみつけると、床に膝ひざ立ちになった。手を床に着けると、お尻しりをつきあげる。


    「あらー、いい格好ね」


    　姫乃が上機嫌な声で言い、その隣で豚さんがぶぅ、と笑い声をあげる。


    「じゃあ、大おう城じようくん、豚ですって言いなさい」


    　屈くつ辱じよくに耐えて口を開こうとしたその時。


    「待ちなさい」


    　慣れ親しんだ声がカウンセリング室に響いた。この声は……。


    　慌あわてて顔をあげると、葡ぶ萄どう色の地色に白く染め抜いた流水模様。淡いベージュの帯にきりりと髪を結ゆい上げた紫ゆかりさんがそこに立っていた。　　


    「ゆ、紫さんっ。どうして」


    　情けないことに涙交じりの声がでてしまった。紫さんは俺に安心しろとばかりに微ほほ笑えみかけると、きっと鋭い視線を姫乃に向ける。姫乃は待ちくたびれたとでもいうようにため息をつくと、紫さんに向かって挑戦的に向き直る。


    「紫、久しぶりね、わたしのことを覚えているかしら」


    「……もちろんよ。あなたから連絡が来るなんて驚いたわ。随分と変わったわね、きらら」


    　紫さんは切れ長の目を懐かしそうに細めた。


    「ええ、変わったわ、あなたに捨てられて変わらざるを得なかったのよ、紫」


    　姫乃は自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべていう。


    「うふふ。紫、わたし、あなたに捨てられてＳ転したの。だって、Ｍなんて、Ｓがいなくっちゃ何もできない。それに、いくらＳＭコンベンションでベスト10に入ったって、栄光はすべて女王様……Ｓのもの。その時に気がついたのよ。支配のＳに貢みつぐのＭ。Ｍは、所しよ詮せんＳに奪われるだけの存在……だからわたしはもうＭを捨てたの。あたしはＳよ。紫、あなたのモノはすべて奪うと心に決めたのよ！」


    　ええっ？　紫さんと姫乃が？　俺の頭の中に、押し入れにしまい込まれていたアルバムの中の写真がフラッシュバックした。あの、紫さんと一緒に写っていたＭの綺き麗れいな美少女は、姫乃だったのか!!


    　すると、豚さんが四つん這ばいで姫乃の側そばに寄ってきた。豚さんの上に腰掛けながら、姫乃は続ける。


    「うふふ。紫。ねぇ、わたしね、あなたに捨てられてから、何をしていたと思う？　人の心を操あやつる術を学んだのよ。そのおかげで、今、わたしは誰だれであろうとＭにできるの」


    　姫ひめ乃のはこの場であっても思わず引き付けられてしまう、妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。


    「あなたの娘の結ゆいちゃんでしたっけ。その子にもかけてあるし、そこに吊つるされている息子むすこさんのクラスメイトたちにも、かけてあるわ」　


    「……卑ひ怯きようよ。きらら。そんなもので、人の心を操あやつるだなんて」


    「何を言ってるのよ、紫ゆかり。ＳＭだって、飴あめと鞭むちで人を操るでしょう。何も変わらないわ」


    　姫乃が高笑いをあげた。


    「ぜんぜん違う。きらら。貴女はなんにもわかっていない。ＳＭはお互いの心を寄り添わせること。信頼のＳに真心のＭよ。貴女がしているのはまったく逆のこと。こんな手は使いたくないけど……実力行使ですわ」


    　紫さんは、すばやく袂たもとから一いつ本ぽん鞭むちを取り出すと、大きく振りかぶった。


    　ビシッ。空くうを裂さく音が響く。鞭が、まるで蛇へびのようにのたくり、姫乃のほうへとまっすぐに向かっていく。と、姫乃の前に、突とつ如じよ、夏なつちゃんが躍り出た。


    　紫さんが慌あわてて鞭を引く。間一髪で、夏ちゃんに当たらずに鞭先が床へと落下する。なんて卑怯なんだ、姫乃のやつ。


    「まだわかってないようね。紫。わたしは、ここにいるあなたとあなたの息子むすこのお仲間を、術を解かずに操り続けることだってできる」


    　紫さんが姫乃を睨にらみつける。


    「わたくしに、どうしろというのです」


    　まるでホームラン予告のように人差し指を突き出して姫乃は宣言する。


    「わたしは、あなたをひれ伏せさせなければ気が済まないのよ！　どっちが本物の女王か決めようじゃないの。ＳＭコンベンションで勝負よ!!」


    　紫さんが首を横に振った。


    「……それは無理ですわ。わたくしはもう、引退したんです。今度は貴女あなたが女王として、日本のＳＭ界を引っ張っていけばいいじゃないの」


    　悲しげに呟つぶやく紫さんを見てふと俺は思った。もう一度ＳＭの表舞台に立ちたいと誰だれより一番願っているのは、ひょっとして紫さんなんじゃないのか。


    　けれど……やっぱり嫌だ。


    「ねぇ、紫。ＳＭって仕事ってだけじゃないでしょう？　生き方でしょう？　それを捨てて、引退なんてできると思ってるの？　あなたが出場しない限り、わたしは奴ど隷れいを生み続けるわよ。それはわたしの自由ですものね。そして、あなたの豚を奪ったように、あなたの息子も、大切なものも、すべて奪い取ってやる。それで、最後にはわたしにひれ伏させてやるのよ!!」


    　俺はなぜだか悲しくなった。姫乃と豚さんを睨みつける。豚さん、あんた、筋金入りのＭだと思ってたのに、あんな卑怯なヤツの言いなりになるなんて、見損なったぜ。


    「そんなことをして楽しいの、きらら」


    　紫ゆかりさんは悲しそうに言った。


    「ええ。紫。あなたがわたしの前にひれ伏すなら、わたしはなんでもするわ。ねぇ」


    　姫ひめ乃のの声が泣きそうに震えて聞こえたのは俺の気のせいか。しかし、紫さんは首を横に振ると言った。


    「さぁ、帰りましょう」


    　紫さんは、姫乃を一いち瞥べつすると、くるりと踵きびすを返した。


    「紫。あなたはそういうつもりなら、わたしにも考えがある。ここにいるコたちにかけた催眠術を、わたしは絶対に解かない。あなたがコンベンションに出ると言わない限りは。それでもいいのね」


    　沈黙が流れる。紫さんが悲しそうな顔をきっとあげた。俺と目が合う。俺はどうすればいいんだ。結ゆい、夏なつちゃん、桜さくら井いさん、そして舞まい。俺はギリリ、と歯を食いしばった。


    　そして、沈黙を破ったのは、今までに聞いたことのないような、紫さんの冷たい声だった。


    「わかりました。その勝負、受けて立ちましょう。その代わり、この子たちの催眠術を解きなさい」


    　姫乃はニヤリと笑うと、手を高く突き上げて舞と桜井さんのパンティーを放り投げる。そのパンティーが結と夏ちゃんの頭にふわりと乗っかると、


    「アレ？　何があったの？」


    　結が寝ぼけたような声を上げる。夏ちゃんも驚いたようにあたりを見回している。正気に戻った二人を見つめながら、紫さんは決意を秘めた声で、キッパリと言った。


    「きらら、貴女あなたにＳＭを語る資格はないわ。コンベンションでわたくしに負けたら、二度とＳＭをしないと、お誓いなさい」


    



    



    



    「きゃっほ────。あたしねー、ドレスを発注しちゃったわー。もちろんコンベンションに着ていくヤツよ。しかも紫さんとＳＭのコラボで、エナメル素材の着物よ。帯の代わりにコルセットを巻くの。いかしてるでしょー。会場できっとモテモテよ？　そして格好いい彼氏をゲトっちゃうってんだから」


    　ラブちゃんが油を染み込ませた布で鞭むちを磨きながら早口でまくし立てた。


    「楓かえでは何がいいですかねー」


    「何言ってるの。アンタの売りはそのピュアっぽいところだから、変なコスプレなんてしないほうがいいの」


    「つまんないですー」


    　楓ちゃんは、蠟ろう燭そくの芯しんがきちんと出ているかをひとつひとつ確認しながら、箱の中へとつめていく。


    「いやー、それにしてもテンション上がるわ。だってあたしだって、ママのショーを見るのは初めてよ。あ、ちょっと、哲てつ太たこっち手伝って」


    　鉄製の洗濯バサミのバネをひとつひとつ確かめていた結ゆいが、俺を手招きした。近寄った俺をじっと見つめたかと思うと、素早く洗濯バサミを持った両手を突き出す。


    「乳首はココだなっ」


    「おわっ……痛たたたたたたたたっ」


    　Ｔシャツを着ているというのに、ものの見事に両乳首を洗濯バサミで挟まれてしまった。


    「おお。痛い？」


    　俺は壊れた人形のようにコクコクと頷うなずく。結は満足そうに笑えみを浮かべたかと思うと洗濯バサミを思い切り引っ張った。


    「うひいいいいいいいいいっ」


    「よしよし合格。バネ良しと」


    「人を人体実験に使わないでくださいっ」


    　じんじんと痛む乳首を両手で隠しながら、それでも催眠術がすっかり解けた結の様子に、俺は安あん堵どの気持ちを覚えた。すると、


    「おおっ。哲太お兄ちゃんで実験してもいいですか？」


    　楓かえでちゃんが蠟ろう燭そくを持ったままにじり寄ってきた。


    「ダメ、ダメ、蠟燭は絶対にダメ」


    　楓ちゃんはイヤイヤをする俺など目に入らない様子で、蠟燭の先端にライターを近づけると、それを俺の顔面に近づけた。


    「これですねー。芯しんが折れてしまっているので、先っちょを溶かして、芯を出さないといけないんですー。でも、ただ溶かすのももったいないので、哲太お兄ちゃん、楓の熱い液体を受け止めてくださいっ」


    「あふうううううううううっ」


    　熱く溶け出した蠟ろうが、どろりと顔面に降りかかる。


    「こっちのバネはどうかなー。バカになってないかしら」


    　結が洗濯バサミで、頰ほおや耳たぶを挟んでは引っ張り、そのたびにバチンという音を立てて皮膚が限界まで伸ばされる。


    「あはうはうはうはうー」


    「あははー、豚さんみたいですー」


    　蠟まみれかつ、洗濯バサミを全身に施ほどこされた俺を見て、楓ちゃんがきゃっきゃと笑った。


    「豚っていえば、あいつ、絶対に許さないんだから。えいっ」


    　結が思い出したように忌いま々いましげに呟つぶやいた。豚を憎むのはいいけど、俺に当たるのはやめろって。イタタタタ。舌を挟まれた。


    「まぁまぁ、豚さんがエゴマゾってことくらい、みんな知ってたでしょうよ」


    　手鏡に向かって出勤前のメイクを施ほどこしていたラブちゃんが首をすくめる。


    「ふがふが、エゴマゾって、ふがふが、なんすか」


    　舌先を洗濯バサミで挟まれた俺が滑かつ舌ぜつ悪く言う。


    「ああ、エゴマゾっていうのはねー、エゴイスティックなマゾのことよ。ひどいのになると、もっと痛くしろ、とか、鞭むちの打つ場所が悪い、とか、首を絞めろとかＳに命令したりするんだから」


    　ラブちゃんがつけ睫まつ毛げを器用につけて言った。


    「まぁ、アンタもエゴマゾよねー。いや、むしろエゴ息子むすこっていうのかしら」


    　そうかな。俺はそんなに自分勝手なつもりはないんだが。そもそも、義か母あさんのいやらしい姿を人に見られたくない、自分だけの義母さんでいて欲しいっていうのは、そんなにおかしい考えか。


    　すると、今まで黙って会話を聞いていた紫ゆかりさんがふと顔をあげた。俺と目が合う。気まずい雰囲気が二人の間に漂う。素直に応援できない俺と、俺に対する申し訳なさから、踏ん切りをつけられない紫さん。


    　楓かえでちゃんが空気を読んで言葉を繫つなぐ。


    「エゴマゾといえば、豚さんはどうするですか？　裏切って姫ひめ乃の側についてるんですよねー」


    　それに続いてラブちゃんもかぶせる。


    「だからー、男は裏切り裏切られ育っていくものだって言ってるじゃないのよ。あたしの初体験の男なんてね、あたしとのアレをビデオに撮影して売っぱらって小遣いに……」


    「あー、ラブちゃん、その話長くなりそうだから、ストップ。それにしても困ったわね。豚さんがいないとショーができないじゃないのよ」


    　結ゆいが腕を組んで眉まゆをハの字に曲げた。


    「……そうなるとあの方に来ていただくしかないかしら」


    　紫さんがぼそりと呟つぶやいた。


    「あの方？」


    　俺が聞きかえすと、紫さんはこくりと頷うなずいて言った。


    「伝説の……豚師匠よ」

  


  
    ９　ＳＭ　捨て豚


    



    「へぇえええ。ＳＭコンベンションってこんなところを貸し切ってやるんだ……ってマジかよ？」


    　先に楽屋入りしているという紫ゆかりさんに遅れて、結ゆい、楓かえで、ラブちゃん、舞まいとともに着いた会場はまさかの場所だった。


    「ここって球場じゃ……」


    「そうよー、なんでも、ここの球団のオーナーが大のＳＭマニアらしくって、今回、ＳＭコンベンションの誘致に成功したのも、彼の尽力らしいわぁってほら、あそこあそこ、噂うわさをすれば影よ！」


    　ラブちゃんが指差した先には、球場の入り口の門の外、角とか曲がれんのかよ、という長さのリムジンからまさに出てこようとしている球団オーナーの姿があった。


    「おおっ、マジだ」


    「それだけじゃないわよ。ほら、あそこにいるのは、もと首相。あっちは俳優の……ああ、あれはベストセラー作家ね。ほら、限りなくＭに近いＳってウワサの……」


    「なんすか、この客層……」


    　呆ぼう然ぜんとしている俺の横で、


    「うー、スクープの種がいっぱいあるというのに、撮影ができないこのフラストレーションに耐え切れないでありますっ」


    　と舞が地じ団だん駄だを踏んでいる。


    「いやー、うっかり撮影なんかしたら、自分が翌朝の新聞に載るはめになっちゃうんじゃない。東京湾に浮かんでいる女子高生の死体発見！　みたいなー」


    「冗談で済まされないアンタッチャブルなメンツなのが恐ろしいのであります」


    　舞はぶるぶると体を震わせて辺りを見回している。


    「さてと、じゃあ、楽屋にお邪魔しちゃったりしましょうか」


    　ラブちゃんが差し入れのプリンを片手に裏口へと進んでいく。


    「楽屋なんて大丈夫なのかな」


    　俺がチキンの本性全開で言うと、楓ちゃんがにこりと微ほほ笑えんだ。


    「大丈夫ですよー。だって家族ですよ？」


    



    　楽屋のドアを開けると、最初に目に入ったのは体重１８０キロはあろうかという巨漢の女性だった。


    「あら、アレは巨漢女王様界では唯一無二の人気を誇る、オランダのシルビア女王様よ。彼女の顔面騎乗でいったい何人の男が天国へと旅立ったか……」


    　まじかよ。どーゆー伝説なんだ。


    「あっちのスキンヘッドの女性は、イギリス代表、スカルマスターと呼ばれているフランチェスカ女王様よ。得意技は頭を突っ込んだまま、中で激しくヘッドバンキングするヘドバン責めよ」


    　頭を突っ込むってどこにだよ。


    「ああっ、あそこの美しい方は、中国代表の美メイ鈴リン女王様。どうおー、綺き麗れいでしょうっ」


    　綺麗なんすけど、なんかボンデージスーツのアソコがもっこりしているような……。


    「ニューハーフ界が誇るハイブリッド女王様よ！」


    　ラブちゃんがうっとりと目を潤うるませて言った。ついでに楓かえでちゃんまでうらやましげな表情を浮かべているのは気のせいか？


    「なんというか、みな個性的でありますな」


    　雰囲気に飲まれているのか、いつになくおとなしい舞まいが言った。


    「豚もそれぞれ個性的よねー」


    　結ゆいがモヒカンやら、プロレスラー並みのマッチョやら、俳優なみのイケメンやらの豚たちを見て息を飲んだ。


    「ああっ、紫ゆかりさんはあそこよ」


    　ラブちゃんが指差す先を見ると、そこには紫色の振ふり袖そでの裾すそを、映画に出てくる花おい魁らんのようにだらりと垂らして帯を前結びにした紫さんがいた。


    「おおっ、美しい」


    　舞が絶句したように呟つぶやいた。


    　真しん珠じゆのような淡い光を内側から放っているような肌に、漆しつ黒こくの髪。ぽってりとした唇くちびるには赤い紅が差され、わずかに赤みを帯びた頰ほおに長い睫まつ毛げが影を落としている。


    　紫さんは俺たちの姿を見つけると、優雅に微ほほ笑えんだ。


    「紹介いたしますわ。こちらが今回、わたくしのパートナーを務めてくれる豚師匠」


    　紫さんの後ろから現れたのは、ステテコ一枚を身につけた即身仏一歩手前の豚さんだった。


    　豚師匠は俺たちを見ると、聞き取れないほどの小声で囁ささやいた。


    「[image: ]ーぶー[image: ]ーぶー[image: ]ーぶー[image: ]ーぶー」


    「よろしくお願いします、と申していますわ」


    　紫さんが通訳をしてくれたが、もはや豚だからしゃべらないのか、ヨボヨボすぎて何を言っているのか判断のつかないレベルだ。


    「大丈夫なのかしら」


    　みんなの気持ちを代弁して結ゆいは呟つぶやく。


    　と、豚師匠は、


    「ごほっごほっごほっ、うえっほふぇっふぉ」


    　と激しく咳せき込み始めた。


    「うおっ、だ、大丈夫っすか？」


    「うぇっふぉ、うぇ──うげっっっっ……」


    　やばい。何かが詰まりかけてるぞ。慌あわてて背中をさすろうとする俺を制止して紫ゆかりさんがにこりと微ほほ笑えんで言った。


    「若いモンにはまだまだ負けんわい。もちろん大丈夫じゃ、と言っています」


    　……まじかよ。


    



    　さすがは招待席というべきか。案内されたのは、ものすごくいい席だった。


    　最前列のアリーナ席だ。


    「どうしましょうー、こんないい席で見られるだなんて」


    　わくわくしているラブちゃんを尻しり目めに、俺は若干の不安を覚えていた。


    　だってそうだろ？　１８０キロに押しつぶされたり、頭を突っ込んでごにょごにょだとか、そういうある意味びっくり人間大集合みたいなのがこれから始まるワケですから。


    　と、会場の明かりが消えると同時にドラムロールが響いた。


    「はーい、グッドイーブニーング。全国のＳＭファンによる、ＳＭファンのためのＳＭチャンネル。ザッツ・ＳＭ・ナイト。ＤＪはわたくしＭｒ．Ｍ逆に読んでもＭｒ．Ｍがお送りするご機嫌のスパンキングプログラム。さーて、今夜のプログラムはなんと、ス・ペ・シャールッ。今夜はＳＭコンベンションの会場から、生中継でお届けしまーっす」


    　やけにハイテンションな声がナレーションで煽あおったかと思うと、スポットライトが中央ステージに当てられ、そこにひとりの女性が現れる。


    「さーて、今回のスペシャルゲスト、人気アイドルであり、女優でもある北ほう条じようナナーっ。今回№１に輝いたミストレスは、大会終了後、エキシビションとして、彼女をＭ役としてのＳＭショーをやっていただくことになっておりまーすっ」


    　ま、まじかよ。俺の憧あこがれの女性であり激烈なファンでもあるナナちゃんが豚になるっていうことか。俺は開いた口がふさがらないまま、恥ずかしげな微笑を浮かべるナナちゃんを見つめた。


    　と、花火が打ち上がり１人目の女王様が登場してきた。


    「あれ、あの人、見たことが……」


    「そうよ、シンガーのラ・ベレット。歌手引退後、女王様としての才能を開花させたの。オシャレさではＳＭ界イチ。どんなＳＭを見せてくれるか見ものね！」


    　ラブちゃんの解説にかぶって代だい官かん山やまあたりのオープンカフェでＢＧＭとして流れていそうなフレンチポップスが流れはじめると同時に、ラ・ベレットは小粋なステップで奴ど隷れいを踏みつけ始めた。ついでＤＪのＭｒ．Ｍの声がかぶさる。


    「はーい、再びグッドイーブニーング。フランスから、縛って・ボ・クー。蹴け飛とばしてシャンゼリゼ、調教アモーレッ。おフランスといえばフランスパンにフランス人形、そしてフランスＳＭ。オシャレでオートクチュールなＳＭありがとうベレットーッ。審査員の得点は──ッ！　90点～。さすがの高得点モナムール!!　次に登場するのは、百獣の王の上に君臨する女王。ビアンカ。彼女にかかればどんな野獣もお手をするという噂うわさ。なんでも世界中の動物園から、是非にとスカウトが来ているだとかー。さー登場だ！　行・く・ＺＯＯ!!」


    　猛獣使いの異名を持つアフリカ出身のビアンカの豚は、なんとライオンだった。


    　かと思うと、お次のブラジル出身のマリアは、サンバのリズムで１００人もの豚を次々と調教していく。


    　すげー。俺は目の前で繰り広げられるサーカスも顔負けのショーに、思わず時間がたつのも忘れて見とれてしまっていた。


    「あら、次は姫ひめ乃のの出番よ」


    　プログラムを見ていたラブちゃんが呟つぶやくと同時に、ステージの上にセーラー服姿の姫乃が現れた。


    「へー、セーラー服で現れるとは、なかなか考えてるじゃない」


    　ラブちゃんが感心したように言う。


    「へ、なんで？」


    　俺が首を傾かしげると、ラブちゃんが指を立ててちっちっち、と舌を鳴らしていった。


    「いい？　ここは日本よ。そして日本人男性が一番好きな格好って知ってる？　セーラー服よ。しかも、近ちか頃ごろは日本の発信するエロのクオリティーの高さが世界中に広まって、セーラー服は世界共通のセックスアイコンなのよ！」


    　なるほど、わからないでもない。しかし、コンサバティブな雰囲気の姫乃だが、意外と似合ってしまっている。髪を下ろして前髪を作った姫乃はその楚そ々そとした雰囲気と相まって、清純な女子高生のようだ。


    「ってアレ？……豚のヤロウっ」


    　見れば、姫乃の足元で、卑屈な笑えみを浮かべているのは、豚さんだった。


    「あのヤロウ。裏切りにもほどがあるぜっ」


    　と、俺たちの存在に気がついた豚がにやりと笑った。


    　うわっ、むかつく。


    　と、姫乃が、豚をごろりと床に転がして両足をつかんだかと思うと電気アンマをかけはじめた。豚さんの中心部を足の裏でぐりぐりと踏みつけながらも、


    「気持ち悪いのよ、アンタ。高校の理事長のくせに、制服見て硬くしてんじゃないわよ。ああっ、先っぽから漏もれてる。ちょっとどうしてくれるのかしら。あたしの靴下、汚れちゃったでしょう。責任とって綺き麗れいにしなさい？」


    　と罵ば倒とうし続けている。さすが職業までバラすとは、ガチの言葉責めだ。


    　ざまざみろ、豚のヤロウ。もっといじめられるがいい。もっとひどい目に遭わされるがいい。いや、いかんいかん。あまりハードにやられると審査員に高得点をつけられてしまいそうだ。それにしても、敵ながら姫ひめ乃ののプレイはちょっとエロい。


    　ＳＭといえば、ボンデージに長身美人の女王様にヒールで踏んづけられ、というイメージを覆くつがえすプレイっぷりだ。


    　ああ、ああいう感じで桜さくら井いさんにぐりぐりと上履きで顔を踏まれたりしたら、興奮しちゃいそうだな。って俺、何考えてんだ。


    　うっかり高まりかけた俺の中のマグマを慌あわてて諌いさめる。


    「うーん、これはいわゆる暴言女子高生プレイね」


    　ラブちゃんが感心したように言った。


    「90年代の援助交際ブーム以降、ひそかに流行しているプレイよ」


    　審査員たちを見れば、これまた感心したように頷うなずいている。


    　やばい、反応いいぞ。別に優勝を望んでいるわけではないが、それでも姫乃と豚に負けるのは悔しすぎる。俺は不安に心をかき乱されながら、プレイの行方を見守った。


    



    「こちらは現場のＭｒ．Ｍ。ただいま、日本代表のミストレスの優勝候補。姫乃きらら女王さまのプレイの真っ最中。おおっと、日本の伝統を覆すまさかのやんちゃプレイ。いいえ、芸者・侍・大和やまと撫なで子しこなど、現代の日本ではもはや死語。海外に誇るジャパニーズカルチャーの代名詞といえば、いまや、アニメ・アキバ、そして萌もえ。長らく伝統に縛られていた日本のＳＭ、これは新時代の幕開けですっ」


    　姫乃×豚コンビの点数はまさかの99点だった。


    　ということは99点以上を取らなければ、１回戦で黒星を喫することになる。


    　２回戦は上位２組の一騎打ちのルールだから、最低でも同点を取らないと、優勝決定戦には進めないということになる。しかも、姫乃のニューストリームＳＭが高評価を得た後で、どちらかといえば、トラディショナルスタイルを貫つらぬく紫ゆかりさんのＳＭは、いったいどう評価されるのだろうか。


    　大丈夫か、紫さん。


    　花おい魁らん道中のように高下駄を履いてゆっくりとステージに姿を現した紫さんの姿を見ながら、俺はじっと両手を組んだ。


    　紫さんは、江戸時代の拷問をテーマにショーをするようだ。時代劇で見たような、ギザギザした石の椅い子すに座らされた豚師匠は必死に痛みに耐えている。


    　紫ゆかりさんは何をするでもなく、ただじっと豚師匠の横に立ち、その痛がる様子を見つめているだけだ。


    　次第に豚師匠の顔色が悪くなってきた。最初は赤かったのが紫にそして青に変わろうとしている。それでも紫さんは何もしない。


    　会場中を静せい寂じやくが支配している。


    　ただかすかに人々が息を飲む声だけが響く。


    　豚師匠は、気絶する寸前のぎりぎりでなんとか意識を保っているようだ。


    　それでも紫さんはただ見つめるばかりだ。


    　まるで破裂する寸前の風船のように緊張感が高まっていく。次第に会場の空気が変化していった。豚師匠はぶるぶると体を震わせたかと思うと、「う」と本当に小さな声で呟つぶやいた。


    　その瞬間、


    「あなたを許します」


    　という紫さんの小さな、それでいて、澄んだ声が響いた。とたんに豚師匠が泣き崩れる。


    　と、会場のあちらこちらから、忍び泣きする声が響いてきた。


    「な、今のはいったい……」


    　何が起きたのか理解できないでいる俺の目からも、なぜか涙が溢あふれでていた。


    「侘わび寂さびよ、これぞ侘び寂びだわ。癒いやしよ、ああっ、お父さん、お母さん、許してくれてありがとうっ」


    　ラブちゃんが咽むせび泣きながらも解説を加える。


    　審査員の出した得点は99点。これで無事に決勝へ進出だ。


    「ヤッターっ！」


    



    　休憩時間、楽屋に向かった俺たちを待ち構えていたのは、浮かない顔をした紫さんだった。


    「紫さん、どうかした？」


    　心配して尋たずねる俺に向かい、紫さんはため息を漏もらした。


    「豚師匠の容態が急変して、入院先の病院へと緊急搬送されたんです」


    「入院先って、入院中なのに、病院を抜け出して豚をやりにきていたってこと？」


    「ええ、冥めい途どの土産にするから、若い頃ころから散々悪いことをしてきた俺に、最後に許しを与えてくれって……それさえ与えてくれれば命なんてもういらないって……」


    「豚師匠……なんの病気で入院してるんでしょうか」


    　楓かえでちゃんが心配そうに首を傾かしげると、紫さんは困ったような顔で言う。


    「なんでも……若い頃からの無茶がたたって……痔じだそうですが」


    　……取りあえず命に別状はないだろう。それはよかった……が、俺たちを包む暗いムードは変わらない。


    「決勝戦は、誰だれとプレイするでありますか」


    　舞まいが首を傾かしげた。豚師匠なき今、紫ゆかりさんはパートナーがいない状態なのだ。


    「はい、それがさっきから、ビアンカがうちの豚を使えってうるさいんだけど……さすがのわたくしも、ライオンを調教したことはなくって」


    　紫さんは、スワヒリ語で何やらまくし立てているビアンカに愛想笑いを投げかけるとまたすぐに困った顔に戻った。


    「豚がいないんじゃ、お話にならないわね」


    　ラブちゃんが両りよう頰ほほを手の平で包みながら唇くちびるを尖とがらせた。


    「悔しいけど棄権しかないか……」


    　結ゆいがぼそりと呟つぶやいた。再び、どんよりと重たい空気が俺たちの間に流れる。


    「……もう、十分ですわ。できることはやりました。勝負は時の運。運はきららに味方したのですから、わたくしは諦あきらめます」


    　ここまでやってきたのに。俺は紫さんの横顔を見つめて思う。


    　最初は、もちろん、出て欲しくはなかった。でも、ここまで来たら──。


    　豚さんに裏切られ、息子の俺に我わが儘ままを言われ。一度は引退したその覚悟を捨ててまで。


    　どくん。


    　俺はごくりと息を飲み込むとドキドキと高鳴る心臓の鼓動を押さえた。


    　豚さんのあの顔。姫乃の卑ひ怯きようなやりかた。操られた夏なつちゃん、桜さくら井いさん、そして舞。


    　ここで紫さんを負けさせたくない。


    　どうすれば。


    　言葉が、ノドから出かかっている。


    　俺は、最初からそうしたかったのかもしれない。


    　紫さん。


    　俺は、暴れ出す心臓を落ち着けるように深呼吸しながら言った。


    



    「紫さん、俺………………………………、


    　俺、


    　豚　に　な　り　ま　す」


    



    　俺はエナメルのぴたぴたパンツから伸びる脚を、緊張で震えさせながら、じっと出番を待っている。心臓がばくばくと今にも爆発寸前に脈打っている。出番はそろそろだろうか。


    　深く吸った息を吐いた瞬間、ステージから歓声があがった。


    「なんとーっ、エクセレントッ。日本がやりました。アンビリーバボーッ！　大和やまと撫なでし子この加か虐ぎやくと、日本男児の被ひ虐ぎやくとが結びつき、まさにこれはフジヤマ、ライジングサン、ジャパン・アズ・ナンバーワンッ。再び99点がでましたーっ」


    　姫ひめ乃の、豚コンビがまた99点を取ったということか。口だけじゃなくってなかなかやるんだな。こうなると、俺と紫ゆかりさんが優勝するには１００点を取るしかない。


    　けど、俺にできるだろうか。


    　本格的なＳＭなんて、したこともなければ、Ｍなわけでもない。そんな俺が豚さんと張り合って、１００点を取るだなんて。


    　けれど、取らないと、俺の大事なものが手のひらから逃げていってしまう。


    「哲てつ太たさん、出番ですわ」


    　背後から紫さんの声が聞こえた。


    「はい」


    　俺はぎゅっと目を閉じた。そのままもう一度息を大きく吸い、ゆっくりと吐き出す。瞼まぶたを開くと、聖母のような微笑を浮かべ、紫さんが立っていた。


    「さぁ、行きましょう」


    　紫さんの差し出した手をとり、ステージへと踏み出した。


    



    



    



    「素晴らしい……!!　ＳＭとは愛なのです。愛を超えた愛を、わたしは今日見ました。ああ、皆さん、感じてますか、この会場を覆おおう心の震えを。伝わりますか、この感動。ああ、わたしもこれ以上の中継は……ううっ。ありがとうＳＭっ！！！！！！！」


    



    



    



    　気がつくと俺は自分の部屋で寝ていた。


    　夢かと思ったが、背中の痛みがそうじゃないと告げている。


    「いてててててててて」


    　俺はなんとか起き上がると、部屋を出てリビングルームへと向かった。


    　いつも家族でご飯を食べるダイニングテーブルには、ハイヒールを模かたどった金色のトロフィーだけが置いてあった。トロフィーにはグランプリの襷たすきがかかっている。


    「あれ……誰だれもいない。俺を置いて祝賀会とか……じゃないよな」


    　首を傾かしげながら紫さんの部屋を覗のぞくとまるでもぬけの殻からになっていた。


    　紫さん？


    　俺は慌あわてて駆け入る。すると、部屋の真ん中、畳の上に１通の封書が置かれていた。


    　封を切るのももどかしく乱暴に千ち切ぎって中を開いた。するとそこには、達筆で俺への書置きが記されていた。


    



    　哲てつ太たさんへ


    　短い間でしたが、哲太さんと暮らせて幸せでした。


    　どうもありがとう。


    　お母さんになれなくて、本当にごめんなさい


    



    　なんだよこれ。どういうことだよ。俺は捨てられるのか。いや。よく見ると、「ごめんなさい」の文字が滲にじんでいる。涙の跡だ。


    　そうだよな。俺と紫ゆかりさんは息子むすこと義母、という最後の一線を越えてしまった。


    　いくら愛を確かめあったといってもＳＭだ。


    　けれど俺はもう、紫さんや結ゆい、楓かえでちゃんなしの生活なんて考えられないっ。


    　いてもたってもいられず、玄関へ向かうとサンダルを突っかけて廊下へと飛び出した。


    　と、ドアのすぐわき、段ボールの中に捨て置かれたように膝ひざを抱えている豚さんと目が合った。


    「おわっ！」


    　俺は驚いて慌ててドアを閉めた。


    　……なんだ今の。


    　もう一度、確かめるべく、ドアをそっと開くと、濡ぬれたような瞳ひとみで俺を見上げる豚さんと再び目が合った。


    「なんだよお前、姫ひめ乃のに鞍くら替えしたんだろうが」


    　相手にせずにさっさと立ち去ろうとしたところで、つんつんとパンツの裾すそを引っ張られた。


    「なんだよ、豚。あの仕打ちをなかったことになんかできねーからな」


    　すると、豚さんは悲しそうに鼻をくんくんと鳴らして潤うるんだ目で俺を見上げた。


    　俺は豚さんの入った段ボールにやたらと達筆で書かれた『捨て豚　拾ってください　特技：料理　性質：エゴマゾ』を見ながら呆あきれてため息をつく。


    　行くところがないんなら、しかたねーな。


    「戻ってきてもいいけどな。俺が上、お前は下だぞ、いいな」


    　と、豚さんはすくっと立ち上がり、俺に向かい「ぶひひひひひ」と嘶いなないた。


    　それが『紫さんを早く追いかけないと』と聞こえたのは気のせいだろか。


    　俺が驚いていると、豚さんはもう一度「ぶううううう」と鳴いた。


    　やはり間違いない。今度は『俺についてこい』と言っている。


    　……俺も豚になったことで、豚さんの言葉がわかるようになったとかじゃないよな。


    　とにかく今は豚さんの後をついて、紫ゆかりさんを捜しにいこう。


    　頷うなずくと、豚さんも俺の顔を見て、力強く頷いた。


    　そうだ、紫さんに会いたい気持ちは俺も豚さんも変わらない。


    　よし！　迎えにいくぞ!!


    　俺は、まるでトリュフ探しでもするように鼻をくんくんとさせて、進んでいく豚さんの後を慌あわてて追いかけた。


    



    



    



    　……この豚ヤロウ。やっぱりつかえねー。


    　豚さんの鼻を頼りに、鞭むちで打たれて痛い体にさらに鞭打って、捜しまわったというのに、結局紫さんは見つからずじまいだ。


    　いったいどこへ行ったんだろう。楓かえでちゃんや結ゆいとも一緒だとしたらホテルか、それとも、実家が代よ々よ木ぎのほうにあるという話を聞いたこともあるような気がする。


    　しかし代々木のどこだ。


    　俺は、紫さんのことを何も知らないことに気がついて、愕がく然ぜんとした。


    　このまま別れるなんてイヤだ。


    　もう結と喧けん嘩かをして、紫さんにお仕置きをされることも、楓ちゃんにじゃれつかれることもないんだなんて。


    　俺の目から生温かい水が流れ落ちた。


    「なんでだよ」


    　電気もつけないまま、ソファーに腰を降ろすと、寄り添うようにその隣に豚さんも座った。


    「そうか、お前もひとりになっちゃったんだもんな」


    「ぶぅううううう」


    　この部屋のリビングってこんなに広かったんだ。


    　たった数か月前と同じ状態に戻っただけなのに、この喪失感はなんだろう。寒々しく、寂しさに胸が押しつぶされそうだ。


    　俺の寂しさに同情するように豚さんが鳴いたそのとき、玄関からどすん、という殴打音が響いた。


    「な、なんだ？」


    　慌てて立ち上がり、覗のぞき窓から廊下を覗いた。


    　するとそこにいたのは、ニコニコと満面の笑えみを浮かべた楓ちゃん、いらついた表情の結、そして、気まずげにうつむいている紫さんだった。


    「ちょっとー。哲てつ太た、いないのー？　せっかく苦労してママのこと連れて帰ってきたんだから、さっさとドアを開けなさいよっ。あー、もういらいらするなー。蹴け破やぶっちゃうわよ」


    「結ゆいお姉ちゃん、乱暴はダメですー」


    「うるさーい、そーれっ」


    　結が足を大きく振りかぶった。デニムのミニスカートからショッキングピンクのＴバックが覗のぞく。


    「うおっ」


    　叫ぶが早いか、ドアが揺れ、俺は目の周りを、したたかに覗き窓に打ち付ける。


    「いててててっ」


    　左手で必死に目を押さえながらも、右手でドアノブを回す。


    　顔がくしゃくしゃになる。笑いがこみあげる。でも、なんで泣いてるんだ。


    「お帰り、結、楓かえでちゃん、そして……義か母あさん」


    　俺は俺の家族を我が家へと迎え入れた。

  


  [image: ]


  
    10　延長プレイ　サービス


    



    「舞まいちゃんー、ひとみちゃんー。ごめんよー。俺、どうかしてたんだよー」


    　必死に謝っている多た賀か雄おなど気にしない様子で、舞と桜さくら井いさんはぷんと顔を背そむけている。


    「舞が受けた屈くつ辱じよくは忘れないでありますー」


    「わたしもよ。絶対に許さないんだから」


    「だってさ、ほら、スケベ心に訴えかけられると、どうしても弱いっていうかさー」


    　多賀雄は情けなく床に座り込み、土下座して言う。


    「カウンセリングを受けて催眠術にかかっていたならともなく、ただのスケベ心で親衛隊に参加していたとは、下半身に左右されすぎでありますー」


    　舞が呆あきれたように言い、足を振り上げると、多賀雄の肩を小突いた。


    「あふっ」


    「わ、気持ち悪い叫び声。えいっ、えいっ」


    　桜井さんもニコニコしながら多賀雄の肩を、足で何度か小突く。


    「あふっ、あふううっつ、あふっ」


    「多賀雄、ひょっとして、お前、姫ひめ乃のにすっかりＭに調教……」


    　俺が呟つぶやくと、多賀雄は盛大に首を横に振った。


    「違うって、Ｍとかじゃないよー。だってさ、俺たち、健康な17歳の男子だぜ。そよと風が吹いても興奮するお年とし頃ごろ。そりゃあ、痛くたって、なんだって、キレイな女の子に普段されないことをされたら興奮するさ」


    「……そういうものか？」


    「そういうものだよー」


    　……ということは俺も、Ｍってわけじゃあ、ないよな。


    　うん、ない。そう思いたい。いや、そうだ。俺は豚じゃない。一瞬豚になったけど、あれは豚ではなく……じゃあ、あの、紫ゆかりさんのためだったら、なんでもしたい感情はいったいなんだ。


    　俺がぶつぶつ呟いていると、背中をつん、とつつかれた。


    「はうっ？」


    　突然の刺激に驚き、背筋を仰のけ反ぞらせて振り返ると、そこにいたのは、


    「姫乃っ、なんだ、なんか文句でもあるのかっ」


    　今日もミニスカートに白衣というエロ本的ないでたちで決めた姫乃は、なぜだかはにかんだ笑えみを浮かべて言った。


    「……謝ろうと思って。ごめんなさい。わたし、ずっと、紫ゆかりさんを誤解していたわ。わたしを捨てて、ＳＭを捨てたと思っていたけど違ったのね。大おう城じようくんとのプレイを見て、わたしは、なんだか自分が恥ずかしくなって……」


    「……プレイってなんだよ、哲てつ太た、お前、それはまずいと思うぞ？　いくらスケベ心があっても家族はまずいぞ」


    　土下座したままの多た賀か雄おが悔しそうに歯は軋ぎしりする。


    「プレイじゃねーよ、愛だよ、愛。家族愛」


    　俺は多賀雄の隣にしゃがみこむとポン、と肩を叩たたく。


    「雨降って地固まるというやつでありますな」


    　頭上の舞まいに、俺はにこりと笑いかけるために顔をあげた。


    　と、多賀雄の肩を蹴け飛とばすために振り上げた足の奥、めくれあがったスカートの中、ばっちりとパンティーが目に入り、思わずドキリと。あれれ、けど、そんなにムラムラはしない。ごく通常のトキメキレベル。


    　なんだか俺の中のエロが抜けた気がする。そうかそんなに溜たまってたのか、俺。


    　ってなんだ、紫さんとのＳＭで抜けたってことか。


    　……それはそれでちょっと複雑な気分だ。


    



    



    



    「紫さん、ちょっとは落ち着いたらどうっすか？」


    　朝からそわそわと落ち着かない様子の紫さんを見て、俺は思わず呆あきれ声をあげた。


    「だって……ねぇ、哲太さん、この帯おび揚あげ、やっぱり派手かしら？」


    　紫さんは、帯と着物との間に挟まれた濃紺色の布ぬの地じを指差して言った。


    「いや、別に派手じゃないと思いますけど」


    「じゃあ、こっちの帯おび留どめは？　ちょっと地味すぎないかしら」


    「別に地味じゃないっすよ」


    　紫さんのそばにいたらいつまでもよくわからない着物のコーディネートの相談相手にされそうだ。それになんというか……。ちょっと悔しい気持ちもある。父さんに嫉しつ妬となんておかしいかもしれないが、感じてしまっているのだから仕方がない。


    「ねぇ、哲太さん、ちょっとここを持っていていただけないですか。帯おび紐ひもがちょっとゆるくって」


    　紫さんが帯の上に這はわされた紐ひもを俺に差し出しながら言う。


    「了解っす」


    　紐を手渡された瞬間、手先が触れた。一瞬交じり合う視線。


    　紫ゆかりさんは目だけで笑った。その目は、あのことは内緒よ、と言っているようだ。


    　俺も目だけで笑い返す。もちろんだ。あのことは父さんには秘密。


    　それくらいは許されるだろ。


    



    　台所では、豚さんが料理を作っていて、和食のいい匂においが漂ってくる。


    　鰤ぶり大だい根こんに、つくね焼き、たけのこご飯にわかめの味み噌そ汁。どれもこれも親父おやじの大好物だ。


    「つーか、豚さんと親父がご対面ってありうるのか」


    　俺がぼそりとつぶやくと、


    「まぁ、大丈夫ですよー。執事ということでー」


    　と、なぜかセーラー服姿でちょこんとソファーに座っている楓かえでちゃんが言った。


    「……楓ちゃんはなぜにセーラー服なのかな？」


    　俺がごくまっとうな質問をすると、


    「日本にあって、海外にないものということで着てみましたー。サービスですー」


    　と楓ちゃんはにっこり笑った。


    「父親に色目つかってどうするのよ」


    　手鏡を覗のぞき込み、マスカラを塗るのに夢中な結ゆいが、呆れた声をあげた。


    「そういう結の化粧も、当社比２倍って感じだけど」


    　と俺が茶化すと、ドピンクに塗りつぶされた唇くちびるを尖とがらせて、俺に拳こぶしを振り上げた。


    「ちょ、やめろよ、結」


    　と結の手首を摑つかんではみたが、顔を見合わせて「……今日はやめようか」と呟つぶやき合った。


    　と、そのとき、玄関のドアチャイムが鳴った。


    「帰ってきた！」


    　俺たちはわれ先にと玄関へ向かって走りゆく。ドアノブをがちゃりと回すと、外の風がふわりと入ってきた。そこに立っている人物に向かい、俺たちは声を合わせて言った。


    「お帰りなさい、父さん」

  


  
    　あとがき　　さよならのＳ、また会いましょうのＭ


    



    　こんにちは、大おお泉いずみりかです。２巻の発売から４か月ぶりの再会ですね。


    



    　今回は新キャラとして、Ｓ転Ｍ女が登場します。


    　紫の元Ｍ女にして、その後、女王様へとメタモルフォーゼした女子です。


    



    　さて、一般的に（ではないかもしれませんが）、『Ｍの責めはキツい』というハナシがあります。


    　過酷なプレイに自らは耐えることができるため、責めサイドに回った際には「あたしはできるのに、なんでアンタはできないのよ？　Ｍを自称しているくせにっ[image: ]」という思考回路でプレイをするからだ、という説です。


    　なるほど、たしかに、某ＳＭバーで、縄師が連れてきたＭ女ちゃんが、客のＭ男を遊びで陵りよう辱じよくしはじめた時のことです。そのきっつ～い責めに、当の縄なわ師し（もちろんＳキャラ）が呆あきれて「なんてハードなプレイだ……」と呟つぶやいているのを聞いたことがあります。


    



    　で、何が言いたいかというと、サド88の編集担当、Ｈ野さんのことです。


    　Ｈ野さんは、自称『一見Ｓに見える典型的なＭ』だそうで、『Ｍの責めはキツい』説を体現するがごとく、ビシバシとスケジュールを組まれ、おかげさまで今年の夏は、ろくに遊びにもいけず、ほぼ家に閉じこもりっぱなしで執筆・執筆の日々でありました。いやーキツかった。


    　まぁ、困ったことに、あたしも『一見Ｓに見える典型的なＭ』なワケでして、それはそれで興奮したりしなかったりなんですけどね（？）。


    



    　何はともあれ、プレッシャーによる尻スパンキングで、無事に校了にこぎつかせてくれたＨ野さんに感謝です。


    　さらに、今回も素敵なイラストを描いてくださったカイエダさんにも。顔面騎乗くらいならいつでも!!


    



    　そして、今、こうして、このあとがきを読んでくださっている皆様に心より、御礼申し上げるとともに、また近いうちにお会いできるのを楽しみにしております。


    



    
      ２００９年　秋　　大泉りか

    

  


  
    大泉りか


    Rika Ohizumi


    



    某誌のインタビューを受ける際、なぜかセーラー服を持参するように言われました。イタカワイイといわれましたが素直に喜べません。
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